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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それはいわゆる七日間戦争の四日目から五日目の出来事だった。

　ファルダーム王の国と交戦中だったロゼル王国の軍勢が突如方向を変え、一気にドモルガル王の国へ雪崩なだれれ込んだのである。

　騎兵三万と歩兵六万に為なす術もなくドモルガル王の国は蹂じゆう躙りんされ、北部の大部分の領土を奪われることになった。

「マーリン殿の助言通りだな。これほどまでに上手くいくとは」

　ロゼル王の呟つぶやきにマーリン──ロゼル王国呪じゆ術じゆつ師し長ちよう兼宰さい相しよう──は答える。

「この子のおかげですよ。この子たちのおかげで情勢を簡単に知れました」

　マーリンは肩に乗る小形の竜を撫なでる。

　小形の飛ひ竜りゆうで、時速五百キロ以上の速度を出せる竜ならば戦せん況きようを随ずい時じ確認することは簡単だ。

　ロサイス軍に敗れたドモルガル軍を救援するために北部国境から軍が移動したのを知ったのは昨日のこと。

　それを即座に知ったマーリンはロゼル王に軍を動かすことを提言。

　広大な領土を奪うことに成功した。

「ロサイス王の国へ侵攻したドモルガル軍は大打撃を受けて、再起不能。疲れ切って使い物にならない。もう今の国境線を維持するのだけでも大変でしょう。南部も北部も取り戻す体力はない」

　それは南アデルニア半島北部の三大国の一角が崩れたことを意味する。

「このままドモルガル王の国を攻めるべきか？」

「いえ、機を待つべきでしょう。南なん征せいの指揮官は第一王子のカルロ。ですが彼は失敗した。おそらく王おう太たい子しの身分は剝はく奪だつされる。次の王太子の座を巡って内紛が起こるはず。そこにつけ込みましょう。ですがまだ内紛の目は表面化していない。窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむと言います。しばらくは様子を見ましょう。……北部ガリアの動向も気になりますしね」

　ロゼル王国が支配しているのはガリアの南部だけである。

　ガリアには三十二の部族が存在し、ロゼル王国に従う部族は二十。まだ十二の部族が反抗的だ。

「なるほど、ではその通りにしましょう。我が国はあなたに助けられてばかりだな」

「ふふ、私は初代国王陛下の育ての親であり、最初の家か臣しんです。私からすればこの国は……孫のようなものですよ」

　そう言って笑う、マーリンは……十七歳か十八歳の娘にしか見えないが、その表情はまさに数百年を生きた魔女に相応ふさわしいものであった。

「では陛下、そろそろ私は家に戻ります。研究があるので」

　マーリンは黒いマントを翻ひるがえし、歩いていく。

　多くの将兵たちはその背中を尊敬と畏い怖ふのまなざしで見送った。

　マーリンの家は外見は非常に小さい。

　だがその下には巨大な地下室が広がっている。

　中には複雑な幾き何か学がく模も様ようが描かれていて、何に使うか分からないような薬品が棚の上に置かれている。

　マーリンはソファーの上に座りこんだ。

「ねえ、いるかしら？」

　──ああ、いるよ──

　子供のような声がマーリンの声に答える。

　もっともこの声はマーリンにしか聞こえない。おそらく他の人間が見ればマーリンが悪魔と会話しているようにしか見えないだろう。

「前から思うの。あなたたちの姿を見てみたい」

　──嫌だよ。恥ずかしいじゃないか。声を聞かせるのも本当は恥ずかしいんだよ──

　揶揄からかうように返ってくる言葉。

　──ところで研究は進んでいる？──

「ええ、もう九割はね」

　──五百年かけた甲斐があったね。君に加護を与えて正解だった──

「ああ、この『不老の加護』ね」

　マーリンはそう言って近くのナイフで自分の指を切り落として見せた。

　鮮血が流れるが、あっという間に血が止まり、断面が盛り上がり、指が再生する。

「不老と言うよりも肉体を常に最善の状態に保つというのが正しいわね。死んだ細胞が瞬時に再生する。でも頭を潰されて、魂が肉体から離れたら終わり。つまり即死は免まぬがれない。不死ではない……」

　マーリンはため息交じりに呟く。

　長生きできるのは結構なことだが、死ぬときは死んでしまうのだ。

　それに彼女はこの加護のせいで散々な目に遭っている。

　下手に長生きしたせいで死への恐怖が人一倍に強まってしまった。

　これなら早い内に死んだ方がマシだったかもしれない。

　──仕方がないでしょ。僕らは一を百にすることはできるけど、無を一にすることはできないし、百を∞むげんにすることもできないんだ──

　全ての生き物には生死がある。生と死は表裏一体だ。

　生きているというのはいつか死ぬということ。

　不死とは表しかないカードと同じように矛盾した存在だ。

　すなわちできないことであり、できてはならない禁きん忌きである。

「まあ、私の研究はその不死なんだけどね……呪術のさらに先。世界の理ことわりを捻じ曲げて、書き換える。神への反逆。すなわち魔法の実現」

　──楽しみだ。できないことができるようになるなんてね。早くみたいよ。魔法を。本当にどうなるんだろう？　誰もが死なない天国のような世界が訪れるのか。それとも……──

　誰もが死ねない地獄の世界が訪れるのか。

　もしくは世界そのものが崩れて壊れてしまうのか。

「私は死にたくない。エツェルのようにはね。私は這はい蹲つくばってでも生きるわ。その後、エツェルを生き返らせて……必ず故郷に帰る」

　マーリンは笑う。

　──そう言えば、またあいつらが邪魔をしようとしているよ。今回は本腰入れてきたみたい。気をつけて──

「それを聞くのは十回目。ほとんどの連中は私が操るロゼル王国に敵かなわない。誰？　ペルシス皇帝とか？　あのおっさんはここまで来る気なんてないでしょ」

　──今回は君と同郷だよ。もっとも……魂だけは、だけどね。確か名前は……──

　──アルムスだっけかな？──

「へえ……興味深いわね」

　マーリンは自分で淹いれたお茶を飲んだ。

　マーリンの故郷のお茶に比べると不ま味ずいが、それでも葡ぶ萄どう酒しゆや麦ばく酒しゆよりは好きだ。

　──つまらない連中だよね。できないことができるようになるのが怖いだなんてさ。未知こそ一番楽しいのに──

「死ぬかもしれないスリルを楽しんでる奇特な妖精はあなたたちくらいでしょ」

　──そうかな？　まあ別に他の奴らはどうでもいいけどね。じゃあ期待している──







　──黒くろ崎さき麻ま里り──







　声は消える。












　マーリン──麻里──は空になったコップを机に置いて、伸びをする。

「アルムスね……とりあえずこの目で見てみようかしら」





　　　　　※






　実に不可解な存在だった。

　麻里はつい数時間前に出会った男……アルムスを思い浮かべる。

　この世界の体と異世界の魂を持った人間。

　迷い人を転移者とするならば、彼は転生者と言ったところか。

　まあ、人の体を乗っ取るというのはあり得ないわけではない。

　離り魂こん草そうを誤食、または盛られて、魂が体から離れてしまう。

　死んでいるが体はしばらく生きる。こういう状況下で別の魂が近くを通れば、その中に吸い込まれる形で魂がその死体に宿る。

　おそらくあれは偶然……または妖精たちの悪戯いたずらだろう。

　それにしてもあの国はなかなか制度が整っていた。

　農地も広く、岩塩も多く産出する。それにあの紙……。

　強国になる下地は完成している。あとはあの新王がいかにして豪ごう族ぞくを抑え込むかだが。

　今のうちに対策を練らねばならない。

　何しろ……麻里と敵対する連中が、彼の背後にはいるのだから。潰せるうちに潰しておくべきだろう。

　麻里はそう考え……ニヤリと笑みを浮かべた。





　　　　　※






「陛下。第一級戦略呪術儀式の許可を頂きたい」

　麻里は王宮に戻った後、すぐにロゼル王に言った。

「ロサイス王の国か？　そこまでの脅きよう威いではないように見えるが……」

　ロゼル王は難色を示す。

　国一つに飢き饉きんをもたらすならば第二級で事足りる。

　第一級となると南アデルニア半島南部の半分以上の範囲に飢饉をもたらすことができる。

　ロサイス王の国一国だけにかけるにしてはオーバーで、費用もかかりすぎる。

　そもそも第一級は去年、北部三か国に発動したばかり。

　大規模呪術で使う素材もストックがそれほどあるわけではなく……加えて大規模な呪術というのはそれだけ穴があり、繰り返すほど対策を取られてしまう。

　もう一回か二回程度しか、使えないだろう。

「いえいえ、あの国は脅威です。あの国はキリシア人を積極的に登用して国の近代化を図はかろうとしています。それに先の内戦で中央集権化にも成功した。しかも今の王は若い。間違いなく軍事的な挑戦に出るようになります。そうなると後々、我が国の前に立ちはだかる面倒な障害になるでしょう。芽は早く潰すべきです」

　第一級戦略呪術儀式は費用がかかるが、遠征ほどではない。

　国一つを疲ひ弊へいさせるには安い……と考えることもできる。

「だが第二級でいいだろう。あの国はそんなに広くないではないか」

「いえいえ、かけるのはロサイス王の国の周辺国ですよ」

　麻里はニヤリと笑った。





　　　　　※






　カツ、カツ、カツ

　麻里の靴が階段を踏みしめるたびに、高い音が鳴り響く。

　時折、人の怒鳴り声や叫び声、断だん末まつ魔まの声が響く。

　下に降りれば降りるほど、強烈な悪臭が麻里を襲う。

　ロゼル王国首都リュティアの郊外。

　凶悪犯罪者が収監された牢ろう獄ごく、通称毒どく壺つぼ。

　麻里は十人の屈強な兵士を引き連れて、毒壺にやってきた。

　目的は一つ。呪術の素材を収穫するためである。

「……六、八、十二、十五、二十三、三十一。一匹ずつ、丁てい寧ねいに取りだして。結構危ないから気をつけて」

「了解です」

　兵士たちはまず、六番の牢ろうに向かう。

　その牢は非常に広く、三十人は収監しても余裕のある広さだ。

　牢の中では汚物が垂れ流しになっていて、人骨や腐った人間の死体が転がっている。

　中には血走った眼の男が一人、座りこんでいる。

　男は麻里の姿を見て取ると、鉄てつ格ごう子しに齧かじりついて叫んだ。

「魔女め!!　地獄に落ちろ!!　殺してやる！！！」

「あはは、君は相変わらず元気だね。うん、良いことだよ。生いけ贄にえは元気なのが一番望ましいからね」

　麻里はそう言って、ポケットから紫紅色の美しい花を咲かせた植物を取りだした。

「魔ま草そう。そろそろ切れてきて辛くなってきたんじゃないの？」

　麻里は強力な麻薬を男の目の前で振って見せる。

「黙れ!!　俺はお前なんぞに屈しない!!」

　そう言いながらも男の視線は魔草に釘くぎづけだ。

　麻薬は大まかに抑制作用系と興奮作用系の二つに分類できるが……魔草は興奮作用系に属される。

　この草は憎しみや怒りなどの感情を増幅させる効果を持つ。

　呪術の原動力は感情である。感情が豊かであればあるほど、強力な呪術を扱える。

　結界を張るならば、人を守りたいという思いや、愛、優しさ。

　呪いをかけるならば妬ねたみや嫉しつ妬となどの負の感情。

　蠱こ毒どくの呪術はその典型的な例だ。

　毒虫同士を殺し合わせて、恨みを溜めこみ、それを媒ばい介かいに呪術を使う。

　虫を使うのは扱いやすいうえに、入手が容よう易いだからである。

　つまり虫でなくとも、犬や猿、人間でも問題ない。いや、むしろ知性が高い生き物の方が望ましい。それだけ感情が豊かだからだ。

　人間蠱毒。

　それは古来から存在する、究極の呪術だ。

　だが人間蠱毒という呪術にはいろいろと問題点がある。

　まず、同族同士で喰い合わせるにはなかなか根気がいること。

　そもそも費用がかかること。

　喰い合うようになった時点でほとんどが狂っていて、憎しみや怒りなどが歪ゆがんでしまい、期待していたほどの効果は得られないこと。

　そしてあまりにも呪いが大きすぎること。

　人を呪わば穴二つとはよく言ったもので、強力すぎる呪術は身を亡ぼす。多くの呪術師は呪いが返ってくるのを恐れて手は出さない。

　だが麻里は実行に移してみせた。

　麻薬を使うことでより効率的に、そして憎しみや怒りを増幅させるという徹底ぶり。

　ある意味彼女も壊れている。

　彼女の現代日本人としての倫理観は五百年以上も前にすでに崩壊してしまった。

　崩壊した理由は……『女』『不老の加護』『野や蛮ばんな騎馬民族』『性奴隷』。

　四つのキーワードから連想するのは容易たやすい。

「ふふ、元気が良くて結構、結構。殺す前にたっぷり吸わせてあげるよ。それまで三日、我慢してね。死にたくなるほど辛いかもしれないけど、我慢して」

　麻里は不敵に笑った。





　　　　　※






「あの、今回も目的はロサイス王の国の国力を落とすことですよね？　なのに、どうしてロサイス王の国を除いた周辺国に呪いを？　それに生贄はもっと必要では？」

　呪術師の一人、アナベラは麻里に尋ねた。

　彼女はまだ十五歳という若さだが、麻里から直接の指導を受けていた。

　将来の補佐役として期待されているのだ。

「いいのよ。損害を与える必要はないの。今回は周辺国へ呪いをかけた犯人がロサイス王の国だと思わせるのが目的だからね。あの国には都合良く、優秀な呪術師もいるし」

　麻里の返答にその意図を理解したアナベラは口を閉ざした。

　目的と自分たちの使命はすでに分かった。あとは呪術に専念するだけである。

「■■■■■！！！」

　アナベラは、叫び声を上げ磔たつ刑けいに処されている生贄に視線を移した。

　猿さる轡ぐつわを外せばその口から呪じゆ詛そが漏れ出てくるのは十分に予想できる。

　うるさいだけなので、黙らせているのだ。

「…………」

「あはは、良心が痛む？」

「まあ……それなりに。でも自業自得ですよ」

　アナベラは磔刑に処されている受刑者たちを見ながら言う。

「彼らは全員、処刑されても文句は言えないほどの残ざん忍にんな犯罪を犯した犯罪者。被害者たちの恨みを考えれば、妥だ当とうな罰ですね」

　もっとも、麻里とアナベラに彼らを罰する資格があるかないかは別として。

「まあ、生かしておいても仕方がないからね。戦争捕虜は売ったり、労働させたりと使い道があるけど。あれだけの犯罪者は生かしておくのも危険」

　麻里は磔刑に処されている死刑囚の猿轡を外すように命じる。

　もう呪詛を吐く元気はないようなので、できるだけ長生きするように呼吸をしやすくしてやるのだ。

「やっぱり生贄は磔刑が一番いいですね。火ひ炙あぶりだと気絶しちゃう人が多すぎて。こっちは気絶しても鞭で打てば起こせますし」

「火炙りは恨み以上に火への恐怖が勝っちゃうからね。火炙りの方が辛いんだけど」

「詳しいですね。実体験でもあるんですか？」

　アナベラが冗談交じりに言うと、麻里は微笑ほほえみながら……だが笑っていない目で呟く。「まあね」

　麻里はアナベラと受刑者たちに背を向けて、その場から立ち去りながら言う。

「じゃあ、私は寝てくるよ。死んだら教えてね。仕上げは私がやるからさ。あなたたちには荷が重いでしょ。このレベルの呪いは」

　麻里はその場から立ち去り、誰も周りにいないところで静かに呟いた。

「死という明確なゴールが見えてるだけ、よっぽどマシでしょ。幸せモノだね」





　　　　　※






「ふう……」




　湯に浸かると体の芯から温まるような心地がする。

　お湯の色は白はく濁だく色しよく。美肌効果が期待できる温泉らしい。

　唯ゆい一いつ文句をつけるとしたら、卵が腐ったような臭い。

「いや、一回は行ってみたいと思ってたんだよね」

「いろいろと忙しかったからね」

　俺の右手に絡みつきながらユリアが言う。

　豊かで柔らかい感触を感じる。

　温泉の存在自体は知っていた。

　そりゃ、黒こく色しよく火か薬やくの材料の硫い黄おうがあるなら温泉もあるだろう。

　案の定、いろいろと調べてみたらすぐに見つかった。

　だが、残念ながらアデルニア人は温泉に入る習慣があまりないようだ。

　正確に言えば、わざわざ温泉まで旅をして浸かる習慣がないと言うべきか。

　現地の住民は頻ひん繁ぱんに入っているようである。

　まあ徒歩での移動が基本のアデルニア半島では何十キロも先の温泉に行って浸かろうという物好きは少ない。

　また農業に忙しいからか、わざわざ温泉を掘り当てようという人間も少ないため、数も少ない。

「硫黄泉以外にも探せばいろんな種類があるだろうな。もしかしたらこの世界特有の温泉もあるかもしれない。うん、いいな」

　アデルニア半島を統一した暁には地面を掘りまくってやろう。

「できれば毎日入りたい。何とかならない？」

　テトラが俺の左腕に絡みつきながら言う。ユリアほどではないが、しっかりとした弾力を感じる。個人的に感触はこっちの方が好きだ。

　何とかならないって、何をしろと？

「馬車で運ぶとか」

「費用が馬鹿にならないな」

「あなたは王なんだからこれくらいの贅ぜい沢たくをして然しかるべき。税収も先王の時よりもずっと上がったんでしょう？」

　内戦後、国王直ちよつ轄かつ地ちは二倍に増加した。

　元々の直轄地にアス領とディベル領と反抗した豪族の領地、そしてドモルガル王の国から奪い取った領地を合わせたためである。

　当然俺に従ってくれた豪族たちに領土を分け与えたため、全てがそっくり直轄地になったわけではないが、それでも増えた分が多い。

「できれば豪族の力を削ぎ落としてしまいたいのだが……」

「そうだね……それさえできれば……」

　テトラが俺の呟きに同調する。

　豪族がスムーズな国家運営を邪魔しているのは明らかだ。

　これは善政をしいているか、悪あく政せいをしいているかの問題ではない。

　存在そのものが非効率極まりないのだ。

　戦争をするときは彼らの同意を得なくてはいけないし、他国に寝返らないように注意しなくてはならない。

　豪族が領地ごと寝返るというのはよくあることだ。

「でも、中央集権化はかなり進んでいるよ。地方豪族に関してはそこまで気にしなくてもいいと思うよ」

　前回の内戦で派手にやったおかげで、正面から反抗する豪族はいない。

　転てん封ぽうという手段で、土地への影響力を真っ白に戻すことにも成功した。

　まあ、ライモンドやボロスの助けを借りてぼちぼちやっていくしかないだろう。

「ところでアデルニア半島の統一は本気？」

「ああ、本気だよ。統一してしまえば……戦争はなくなる。それに……遺言だしな」

　アデルニア半島で紛争が絶えないのは統合されていないからだ。

　一度一つにまとめ上げて、下地を作ればそう簡単には分裂しなくなるはずだ。

　それに……あの男を殺したのは俺なのだ。ならばその意思を継ぐのは俺の責任だ。

「じゃあどこをまず攻める？」

「それは状況によって。まずは国力を高めるところから始めるよ」

　何事も基礎が大事だ。

　杭がちゃんと地下に打ち込まれてない建物は傾くからな。

「あ、ちょっと……」

　俺はユリアに抱きつく。紫紅色の髪を撫でながら、首筋に舌を這わせる。

「王太子、しっかりと決めないとな」

　王おう位い継けい承しよう権けん問題。

　それは君くん主しゆ制せい国こつ家かの最大の問題だ。

　ロサイス王の国以外も、この問題に悩まされているのは何度も見たし、歴史上でもたくさん知っている。

「アルムス……王太子はユリアの子でいいよ。その方が国も荒れない」

「そうか……ありがとう」

　返礼として耳を舐めると、テトラは体を震わせた。

　その白い背中を指でなぞりながら聞く。

「しかし……あまり考えたくはないが、子供がそこまで優秀じゃなかったら……どうするべきなんだろうか？」

　別に俺は君主制に拘るつもりはない。共和制もありかな？　とも思っている。

　まあ……古代共和制も腐敗して、大概は王政や帝政に移行してしまうのだが。

「ん……どんな制度にも欠点がある。それが次善だと思う。王が暗君でもそれなりに国を運営する制度が必要」

　テトラのおっしゃる通りだ。

　個人的に……江戸幕府の政治制度が良いのではないかと思っている。

　二百五十年間も日本を安定的に支配していたわけだし……。

　無論、アデルニア半島の風土に合わせてアレンジが必要なのは事実だが。

「アルムスはどういう方針で内政をするの？　豪族の力を削ぎ落とすって言ってたけど、具体的にはどんな風に？」

　ユリアは俺に胸を押しつけるように聞いてきた。

　俺の胸板にユリアの胸が押しつけられる。

「そうだな……全ての土地から直接税を取れるようにしたい。豪族の私有地からも例外なく。あとは平民に力をつけさせることかな……」

「平民に？」

　テトラが怪け訝げんそうな顔をする。

「そう。豪族との対抗勢力として。まあ、自然と進むよ。輪りん裁さい式しき農のう業ぎようや貨か幣へい経けい済ざいの広がりによってね。それにキリシア人からも強い影響を受けるんじゃないか？」

「……そうすると将来的には絶対に参さん政せい権けんを求めてくるんじゃない？」

「そうだな……」

　豊かになれば自然と興味が政治に向く。

　だが防ぎようがない話だ。俺がアデルニア半島を統一するなら。

　平民への徴ちよう兵へいを繰り返せば、自然と平民の発言力は増す。軍隊の中核をなすのは平民の重装歩兵なのだから。

　領土が増えれば増えるほど自作農も増えるし、奴隷が増えれば増えるほど安価になり、平民でも手を伸ばせるようになる。

　下手に防ごうとすれば不満の矛ほこ先さきがこちらに向かってくる。

　貨幣経済が広がればそれに伴ってキリシア人の民主主義思想も蔓まん延えんするからだ。

　俺がキリシア人との関係を深めて、国を近代化しようとすれば遅かれ早かれ民主主義はこの国中の平民に感染するだろう。

　じゃあキリシア人を排はい斥せきするか？

　それをすればアデルニア半島の統一は遠のく。いや、不可能になるだろう。

　受け入れるしかない。むしろ開き直って利用すべきである。

　とはいえそれはまだまだ先の話なので、今論じても仕方がない。

　その時にじっくりと腰を落ち着かせて考えればよいだけの話だ。

　でもまあ……民主主義なんて、この世界ではまだ不可能だと思うけどね。

　結局のところ、歴史上の古代民主主義国家はすべて崩壊して君主制に移行している。

　そして……近現代の民主主義も永遠とは思えない。

　どんな社会制度もいつかは破は綻たんするのだ。

「難しそうな顔してる。えい！」

　ユリアに水をかけられて、俺はハッとする。

　少し考え事に没頭してしまっていたらしい。

「ああ、すまん、すまん。……そろそろのぼせてきたし、上がるか」

「ん、そうしよう」

　俺たちは温泉から上がった。次も来ようかな……。





　　　　　※






　まず手始めに着手しなくてはいけないのは、国内の統一である。

　少しばかり派手に粛しゆく清せいをしたせいで、その遺い恨こんは残っている。

　俺がやらなくてはいけないのは緊張を解きほぐすことだ。

　とはいえ、アス家親族やロサイス家親族の連中が中心になって動いてくれている。

　元ディベル派も非常に忠実で、中には人質を渡してくる奴もいた。

　親しん睦ぼく会かいなど開いたところで緊張が解れるとは思えないし……時間が解決してくれるのを待つしかないだろう。

　俺が手をつけなくてはいけないのは諸外国との外交である。

　我が国に接している国は【南のベルベディル王の国】と【西のエビル王の国】。そして【東のエクウス王の国（エクウス族）】と【北のドモルガル王の国】の四か国。

　見事に四方を囲まれている。

　現在友好的なのはエクウス王の国で、敵対しているのはドモルガル王の国。

　そして関係が少し悪いのがエビル王の国とベルベディル王の国。

　ドモルガル王の国が我が国にとって脅威だったのと同じように、エビル王の国とベルベディル王の国にとってロサイス王の国は大きな脅威だ。

　エビル王の国やベルベディル王の国よりも、ロサイス王の国の方が国力が上だからだ。今まではロサイス王の国は内ない憂ゆう外がい患かんでその国力を発揮できなかったが……俺の活躍（というと少しこそばゆいが……）のおかげで、内憂外患を共に撥はねのけてその国力を飛躍的に伸ばすことに成功した。

　そんなわけで両国は我が国を強く警戒しているはずだ。

　ついでに……俺に対して不信感も抱いているだろう。彼らは俺のことを知らない。未知というのはそれだけで脅威なのだ。

　エビル王の国は早い段階で製鉄技術を手に入れ、質でロサイス王の国を上回っていたし、ベルベディル王の国はキリシア諸都市と近いこともあり、建築技術・農業技術で我が国より上回っていたが、その優位も崩れつつあることも、彼らが危機感を募つのらせるには十分な要因だろう。

　そんなわけで……まずは善隣外交で緊張を和らげる。

　両国が結託すればそれだけで十分に脅威だし、それにドモルガル王の国が加われば我が国は三方を敵国に囲まれることとなる。エクウス王の国まで裏切って、そちら側につけば……全方位敵という状態に陥ってしまうだろう。

　アデルニア半島の武力統一などという目標を掲げてしまった手前、少し恥ずかしいが……世の中には順序というものがある。

　しばらく戦争はせずに……最低でも一年間は内政に集中したいのだ。





　　　　　※






　さて……そんなわけで俺が最初に向かったのはエクウス王の国だ。

　重要な同盟国であるため一番目に選んだのもあるが、タイミング良くムツィオから結婚式の招待状が届いたのだ。

　そう、ついにムツィオも結婚するのだ。

　あとは国王就任後の挨あい拶さつ、という面もある。

　前々回は俺がエクウス王のところに出向いた。その次、即位式の時はエクウス王が来てくれた。

　だから今度は俺がエクウス王のところに向かう……というのが筋だろう。

　同行者はユリア、ライモンド、ロズワード以下護衛。

　その他の面々はお留守番である。

「しかし……相変わらず、見渡す限り草原だな……この国は」

「森とかないから、風が強いね」

　強風が吹くたびに、ユリアは服が舞い上がらないように手で押さえつける。

　俺もズボンではなく、トーガを着ているので……風には気をつけなくてはならない。

　下手をすると、男のパンチラとかいうどの層に需要があるのか分からない現象が発生する。

　さて、早速俺たちはエクウス王の臣下たちの案内の下……エクウス王の元に向かった。

　一応対等な同盟国であるが……こういう時は年が若い方が少し遜へりくだるのがマナーである。「エクウス王、お久しぶりです。……先の戦争では、兵を貸して頂いてありがとうございます」

「これはロサイス王。ご丁寧にありがとう。友人同士なのだから困った時はお互い様だ。それに貴国との同盟は我々にもメリットがある。共に利益を共有する限り、我々は友人でいられるだろうし、私は友人でいたいと思っている」

　暗に独り勝ちは許さない。と、釘を刺される。

　まあ……国同士の友好関係なんぞ、そんなものなので気にはしないのだが。

　……正直、この人には勝てる自信がない。

　俺がエクウス王との挨拶を済ませると、その側に控えていたメチル王太子が進み出て、俺に頭を下げた。

「お久しぶりです。ロサイス王様。おかわりなく」

「メチル殿もお元気なようで。ところで母君の体調は？」

　俺はわざと三男のレドゥス王子に聞こえるように言った。

　ちょっとした意地悪と牽けん制せいの意味が込められている。

「ユリア様の素晴らしいお力で元気になりました。本当に良かった」

　心底嬉しそうに笑うメチル。

　武芸には優れず、気性は大人しいが優しい王太子……という噂は本当のようだ。

　エクウス王には勝てないが、この人なら勝てる自信がある。

　いや……油断は禁物なのは分かっているが。

　さてメチル王太子が挨拶を終え、次は自分の番だと言わんばかりにレドゥス王子が進み出たのを……押しのけるようにして次男のムツィオが進み出た。

「よく来てくださいました、ロサイス王様」

「まあ、友人の結婚式に行くのは人として当然のことだ」

　俺とムツィオは握手を交わした。

　今は立場が俺の方が上で、公式な場であることもあり敬語だが……フランクな口調は変わらない。

　横でムツィオに先を越されたレドゥスが恨めしそうな顔でムツィオを睨にらんでいる。

　……年功序列的に君は最後だし、そもそもムツィオの結婚式なんだからムツィオが先なのは当たり前だろ……という突っ込みをしたくなったが、逆さか撫なでするのもどうかと思うので、口には出さなかった。

「彼女がラケーラ。私の妻になる女です」

　ムツィオは後ろに控えていた女性を俺たちに紹介する。

「初めまして。ロサイス王様。前回の時は病気で寝込んでいて……ご挨拶できませんでした。申し訳ありません」

「いえいえ、気にしないでください。それにしてもお美しい女性だ、ムツィオが羨うらやましい」

「ありがとうございます」

　丁寧に頭を下げるラケーラ。

　長い黒髪で、目は穏やかそうな垂目。

　そして胸がデカい。俺が今まで見た中で最大サイズだな。

　テトラを軽けい巡じゆん洋よう艦かん、ユリアを重巡洋艦とするとこの人は弩ど級きゆう戦せん艦かんだ。大たい艦かん巨きょ砲ほう主しゅ義ぎ万ばん歳ざい。

　などと考えていると、ユリアが後ろから少し俺に距離を詰めてきた。

　何だ？　と思った瞬間、太ふと腿ももに痛みが走った。ユリアが俺の腿を抓つねったのだ。

　ユリアが俺に微笑みかけてくる。

（羨ましい？　私じゃ不満だって言うの？　しかも胸ばっかり見て!!）

（い、いや……お世せ辞じだから。き、気にするなよ……）

　俺とユリアは視線を交差させた。言葉は交わしていないが、多分意思は伝え合うことができている。

　これからご結婚される女性に「綺麗ですね」と言うのは、少なくともアデルニア半島では何一つおかしいことはない。

　というか、褒めないと失礼に当たる。

　アデルニア半島では男性にとって女性を褒めるのは当然であり、そして女性にとって男性に褒められるのは当然だという風習がある。どんな立場であろうとも。

　さて、俺はムツィオに近づいて耳打ちした。

「そう言えば逆げき鱗りんってどうなったんだ？」

「あれは結婚式で渡すんだよ。絶対に喋ってくれるな」

　なるほどね、サプライズというわけですか。

「結婚式は三日間続く。ぜひ楽しんでください」

　ムツィオは似合わない礼をした。

　さて、次は第三王子のレドゥスか。

　ムツィオだけでなく、ラケーラにも先を越されたレドゥスは実に不機嫌そうな表情を浮かべた。まあ……ラケーラに先を越されたのは、少しだけ同情しないこともないかな？

「……お久しぶりです。ロサイス王様」

「……ええ、レドゥス殿。あなたはお元気そうで何よりだ」

　想像以上にレドゥスのテンションは低かった。ムツィオの弟とは思えない。

　何だこいつ……何でこんなに暗いんだ。

　目が死んでる。非常に近寄りがたい空気を醸かもし出している。

　何か言ってやろうかと思ったが、レドゥスは一礼して去っていた。

　何なんだよ？




　結婚式は三日にわたって行われた。

　まず初日は宴会。これはエクウス族の氏族同士で友好を深めたりするためにある。今回はその輪に我が国が加わる。

　二日目、仮結婚式。

　仮というのは契りを家族や国民、家臣に誓うからだ。

　本当の結婚式である、神への誓いは最終日だ。

　とはいえ一番盛り上がるのは仮結婚式の日である。

　各々が贈り物を新郎新婦に贈り、祝いの言葉を述べる。

　ちなみに贈り物の六割が羊、三割が奴隷、残りの一割が名馬だ。

　実に遊牧民らしい。

　ちなみに我が国からは葡萄酒を差し上げた。

　農業をあまりやらないエクウス族にとって葡萄酒はやはり珍しいのか、とても喜んでもらえた。

　そして三日目。本当の結婚式。

　神々やご先祖様に結婚を報告し、愛を誓う日。

　まあ、面白みはないよ。羊を生贄に捧げて、何人もの呪術師が祈りを捧げて、「神、ご先祖様ありがとう。私たち結婚します。エクウス族のためにこれから頑張ります」みたいなことを言う。

　正直俺からすると退屈だ。だって俺ロサイス王の国の人間でエクウス族のご先祖とか神とか知らないし。

　でもユリアは楽しそうだった。他国の呪術儀式はやはり興味深いのだろう。




　次の日、俺とユリアは一度別れた。

　ユリアはメチル王太子の母である三の妃きさきをもう一度診察するために、俺はエクウス王とメチル王太子と同盟の再確認をするために。

　俺はライモンドと共に、会談のために用意された天幕に向かう。

「ではエクウス王。改めて、ロサイス王の国の新王のアルムス・アス・ロサイスです。よろしくお願いします」

「うむ、よろしく頼みます」

　ひとまず握手を交わす。

　そして俺はメチル王太子に視線を合わせる。彼は次代の王なので、この話し合いに参加している。

　その方がもしもの時、スムーズに同盟の引継ぎができる。

「まず先の戦争について……改めて礼を言います。期待以上の活躍でした」

　俺は本心からの言葉を言う。

　実際、あの騎兵の武力は素晴らしい。絶対に手放せない。

「馬に関して言えばアデルニア半島に我が国以上の国はない。当然のことです。さて……まずは貿易の話でもしますかな？」

「我が国が欲しいのは羊毛と馬。今まで通りです。あとは狼の毛皮や暴竜の牙や鱗などは喜ばれるようですが」

　実際のところ、こちらが唾つばが出るほど欲しい……というものはないのだ。

　馬や羊だってロサイス王の国で育てられる。

　俺が欲しいのは軍事力。それだけだ。

　軍事力ではエクウス族の方が上だが、経済力では我が国の方が優っている。

「そうですか。こちらも今まで通り小麦と葡萄酒。それと余裕があるならば鉄器を輸入したい。敵対部族との戦争で有利に運びたいのでね」

　鉄器か……。

　我が国もそれは必要なんだよな……農業器具だとか、武器だとか。

　まあ……最近はドモルガル王の国との戦争で鍛か冶じ師しを大量に雇うことができたから、前よりは余裕があるが。それでも需要の方が供給に優っている。

「我々も鉄器の数には余裕はないので……今すぐは輸出することができない。だがドモルガル王の国から流れてきた鍛冶師を幾人かお譲りすることなら可能だ。それと……技術者を我が国に留学させる、というのであれば歓迎しますよ」

　仕方がないので、妥だ協きよう案あんを提示しておく。

　正直……我が国から輸入するよりもエクウス族にとっては自国で生産できるようになった方が遙かに都合が良いはずだ。

　それに現在、製鉄技術を国内で広めるために我が国の技術者に製鉄法を教え込ませている最中だったりする。

　ついでにエクウス族も混ざって習えばいい。

「それはありがたい。……さて、実はもう一つ我々として貴国に頼みたい事がありまして」

　エクウス王は俺の目の前に白い石のようなモノを置く。

　いや、少しピンク色に色づいてるな。これって……。

「我が領内で掘れた岩塩だ」

「なるほど……なかなか良質そうですね」

　うーん、こいつは少し困るな。

　岩塩の値が下がると我が国の収入も下がる。岩塩の専売はうちの国庫を支える柱の一つだぞ。

　ライモンドも同じことを思ったのか、俺の耳元で小声で……。

「困ったことになりましたな、陛下」

　と呟いた。

「問題は我々にはこれを効率よく掘る技術がないということです。そこで提案ですが……技術支援をしてもらえないだろうか？　代わりに安く岩塩を輸出しよう」

　安く……つまり定価よりは安いんだろう。

　それはこちらにとっても悪くない話だ。キリシア人に高く売れば十分に儲もうけは出るし、貿ぼう易えき摩ま擦さつも解消されるからな。

　でもどうして？　キリシア人に頼んで、キリシア人に売った方が儲けは出そうだが。

　俺の問いに答えたのは先ほどまで黙っていたメチルだった。

「我が国の南はルプス族がいます。奴らのせいで我が国はキリシア人との交易は不可能。そしてキリシア人はわざわざこの国まで仕入れに来ません。ですからロサイス王の国の方々に一任した方が結果的に上手くいくと思いまして。それに我々は商売は苦手なのです」

　なるほど、筋は通ってるな。

　エクウス族が欲しいのは小麦や葡萄酒であって、金貨や銀貨でもなく、ましてや金きん細ざい工くやペルシスガラスなどではない。

　だからロサイス王の国と物々取引をした方が儲かる……という表現はおかしいが望ましい結果になるということか。

　利益も上がるし、特に断る理由もないかな。というか関係悪化の方が問題だ。

「なるほど。それはこちらにも利益がある。ええ、支援しましょう。具体的な交換比率についてですが……」

　その日の会談は真夜中まで続いた。
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「ああ……」

　第三王子レドゥスは一人、頭を抱え込んでいた。

　その顔には疲労の色と涙の後がある。

　まるで泣き疲れた赤子のような顔。いや、実際泣き疲れたのだ。

　なぜレドゥスは泣いたのか。その原因はムツィオとラケーラの結婚にある。

　何も難しいことではない。よくありがちな……失恋というやつだ。

　レドゥスのラケーラへの思いの歴史は今から約十年前に遡さかのぼる。

　その思いの歴史を文章にすると何万字もかかる割につまらないので、割かつ愛あいする。ちなみにラケーラにレドゥスの気持ちは露ほどにも伝わっていない。彼女の視線の先にはムツィオしかいなかったし、そもそもレドゥスとラケーラはろくに会話をしていないのだ。

　ラケーラからすると「レドゥス？　ああ、第三王子様ね。それがどうかしたの？」レベルだ。というよりむしろ、国政を乱す輩やからと認識されているので……印象は悪い。

　ではなぜレドゥスはラケーラに思いを打ち明けなかったのか？　臆おく病びよう者だったから？

　それもある。

　だがそれだけではない。理由は単純。派は閥ばつ問題だ。

　エクウス族の内部では三つの派閥があった。

　一つ目は出身身分は低いが、最初に男児を産んだ三の妃とその息子のメチル王太子の派閥。

　二つ目は出身身分が高く二番目に男児を産んだが、あまり王位継承には興味のなさそうな二の妃とその息子のムツィオの派閥。

　三つ目は出身身分は高いが、最後に男児を産んだ一の妃とその息子のレドゥス王子の派閥。

　レドゥスが七歳くらいの時は一の妃の派閥の方が大きく、レドゥスの族長就任は確実とまで言われていた。

　ところが……なんと二の妃は三の妃の支援にまわってしまったのである。

　理由は様々だが、二つ挙げられる。

　一つは二の妃に権力欲がなく、命を狙われるくらいなら全部三の妃に押しつけてしまおうという魂こん胆たん。

　もう一つは二の妃の父親。

　二の妃の父親は大戦士長（将軍に相当する）で、ルプス族という外患が存在する以上くだらないことで国内を割るわけにはいかないという考えを抱いていた。

　故に二の妃の父親はエクウス族の慣習、『先に産まれた男児が後継者となる』に従って三の妃の息子であるメチル王子を立てることにしたのだ。

　そして同盟の証あかしが三の妃の親しん戚せきであるラケーラと、ムツィオの婚約である。

　要するにレドゥスにとってラケーラは政敵の親戚。

　そのため思いを告げるなどできないし、結婚などもってのほかだ。

「ああ……ああ……族長なんてどうでもいいんだよ……」

　レドゥスは族長にどうしてもなりたいわけではない。

　人並み以上の権力欲はあるので当然なりたいのは本音ではあるが、どちらかと言えばラケーラの方が欲しい。

　一番張り切っているのは息子ではなく母親である。まあ、よくある話だ。

「そんなあなたに素敵な提案!!　なんと今なら族長とラケーラ、両方手に入っちゃうよ!!」

　妙にハイテンションの声がレドゥスの耳に入った。

　レドゥスが振り向くと、そこには黒髪の女がいた。

　肌の色からこのあたりの人間……少なくともアデルニア人ではないのが分かる。

　どことなくアルヴァ人にも似ているが……しかしやはり顔の造形が若干異なる。

　女はレドゥスに近づく。

「止まれ!!　おんっ……!?」

　レドゥスの口が急に動かなくなる。

　いや、口だけではない。全身が石にでもなってしまったかのように言うことを聞かない。

　女はレドゥスの頰ほおを両手で摑つかむ。

「ふふ、無駄ですよ。私の呪術に嵌まってしまったからにはそうそう抜け出せません。それにしても呪術師のレベルが低いですね。そんなんだからユリア姫にあっさりと呪いを解かれるんですよ。私なら完璧に隠いん蔽ぺいできますね」

　女の目とレドゥスの目が合う。

　レドゥスの瞼まぶたはピクリとも動いてくれない。目をそらすこともかなわない。

「さあ、あなたはやるべきです。簡単ですよ。父君を殺し、兄二人を殺す。反抗する奴らは皆殺し。方法は簡単です。私がお教えしましょう。そうすればあなたには族長の地位もラケーラ嬢も両方手に入ります。ね？」

　女はしばらくレドゥスにそう語りかけてから立ち去った。

　後に残されたレドゥスは慌てて辺りを見回す。

「あれ？　何が起こったんだ？　記憶がない……」

　レドゥスはしばらくキョロキョロと辺りを見回したが、何も変わらない。

　まるで時間が飛んでしまったかのようだ。

　レドゥスは疑問に思いながらも床に就ついた。




「うーん、上出来かな。最短で二か月といったところ。それで準備を考えると……やっぱり一年後か。まあ、他の国にも仕掛けないとだしね。何事もコツコツと」

　女──麻里はスキップを踏みながら草原を歩く。

　彼女が容易に侵入できたのは彼女が飼っている黒色の飛竜のおかげだ。体色が黒なので、目立ちにくいし、風を操れるので風圧で気づかれるということはない。また内部協力者の存在もある。

「いやあ、レドゥス君が軟弱野郎で助かるね。普通はあんなに簡単にいかないから」

　呪術を使った催さい眠みん。これはなかなか難しい。

　まず本人が嫌がることはやらせられないし、普通は暗示をかけている最中に気づかれる。

　強引に縛りつけて、何度も繰り返せる状態での洗脳なら容易だが……レドゥスを攫さらったら一大事である。

　だが幸運にもレドゥス本人はそういう耐性がほとんどない人物で、同時に精神的にも参っていた。

　そして本人も族長の地位と女を狙っている。

　少しやる気にさせるだけならそこまでの労力はかからない。

　麻里は少し……背中を押しただけだ。

「さて……これからも継続的に続ける必要があるけど……ロゼル王国からの食しよつ客きやく、という事で侵入しようかな？」

　麻里は思案を巡らせた。
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　ひとまずエクウス族との友好関係の継続は確認できた。

　さて、問題はベルベディル王の国とエビル王の国である。

　この両国はフェルム王と組んでロサイス王の国に攻めようとした前ぜん科かがある。

　俺を含め……我が国の豪族たちの両国への印象は悪く、そして両国は我が国に報復されるのではないかと、恐怖している。

　やはり直接出向き、友好……を結べるかどうかは別として、（今のところは）敵意がないことはアピールしなくてはならない。

　エクウス王の国から一度帰国し、数日後手始めに俺たちはエビル王の国に向かった。

　今回はライモンドとボロスとテトラが輔佐として、護衛としてロンとグラムが同行する。エビル王の宮殿に到着すると、すぐにエビル王の元に案内された。

「お久しぶりです。エビル王」

　俺はエビル王にあいさつをする。

　年は四十代半ばといったところ。王としては一番脂が乗っている時期だろう。

　背は俺より低いが、服の上からでもそのがっしりとした体つきが分かる。

　武人の王……というイメージだ。

「ああ、私もお会いできて嬉しく思っています。ロサイス王」

　一応国力としては我が国の方が上だが……友好関係を築くことが目的なので、できるだけ丁寧に対応する。

　まずは当たり障りのない世せ間けん話ばなしが始まる。

　聞かれるのはフェルム王との戦いやドモルガル戦、内戦の鎮ちん圧あつなどだ。

「いやはや、見事でしたな。内戦は長引くのが常々だというのに、まさか二日で終わらせてしまわれるとは」

　などと白しら々じらしく言っているが、内乱が我が国で発生した時にエビル王が急いで軍を集めようとしたことを、俺は知っている。内乱が一週間以上続けば、エビル王は軍を率いて我が国に侵入しただろう。

　まあ俺も目の前で国が割れたら同じようなことをするのだが。

　そして話題は産業へと移り変わる。

　エビル王の国は平原が少ないため、小麦の収穫量は我が国に比べて少ない。

　その代わり斜面を利用して葡萄やオリーブの生産が盛んだ。

　あとは羊やヤギの遊牧。

　農業生産量は我が国の方が数倍は上だし、伸びしろもある。

　とはいえ……我が国が持っていないものでエビル王の国が持っているものもなく、逆も然りなので……あまり交易の必要性はない。

　まあ強いていえば羊毛だろうか？　我が国は遊牧よりも農業の方に力を入れているし、育てる家畜はすぐに肉にできる豚や労働力になる牛や馬を推すい奨しようしている。

「ドモルガル王という脅威もなくなったことですし、しばらくは南アデルニア南部は平穏ですな」

「ええ、我が国もできるだけ平和を享きよう受じゆしたいものだ。何しろやらなくてはならない内政が山のようにある」

　などという感じで、言葉の合間に「戦争したくない」アピールをする。

　内乱後ということも考慮に入れれば、そこそこ信しん憑ぴよう性せいがあるのではないだろうか。

「今後とも、仲良くしていきましょう」

「ええ、良き隣人でいたいものです」

　俺たちは互いに握手を交わした。
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　アルムスたちが去った後……エビル王と家臣たちはアルムスについて協議を行った。

「どうお考えになられますか？　エビル王様」

「まあ、今は脅威ではないといったところか。明確な敵意は読み取れなかった。とはいえ、十代の若者が小さな国で満足するとは思えぬな。軍の強化をしておくに越したことはあるまい」

　現段階において敵に敵対的意思は見られない。

　が、永遠ということは考えられず……そもそもロサイス王の国が安定化することそのものがエビル王の国にとって脅威であることを考えれば、備えるに越したことはない。

「ひとまずは様子を見つつ、周辺国と友好を強める。不穏な動きがあればすぐに周辺国と共に対応できるようにするのだ」
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「へえ、これがベルベディル王の国の首都……城壁が高いように感じるな」

　俺はエビル王の国から直接ベルベディル王の国へ向かった。

　メンバーはボロスがバルトロに代わったことを除けば同じだ。

「ベルベディル王の国はキリシア諸都市から一番近いですからね。その文化を一番学んでいる。だから建築技術についてはアデルニア人国家の中では一番優れているかと」

　ライモンドが説明してくれた。

　一応、短い期間とはいえ養よう父ふだったライモンドに敬語を使われるのは少し違和感はあるが……ケジメはしっかりとつけなくてはならない、というのがライモンドの意見で、俺もそれについて反論できない。

　話は戻すが……過剰防備ではないか？

　いや、国防に力を入れて悪いことはないのだが……当然その分他のことが疎おろそかになる。城壁の強化に力を注いだ分、軍隊そのものの質と量の低下や、治ち水すい・道路整備などの公共事業の予算が削さく減げんされることになるはずだ。

「ここだけの話、今代のベルベディル王は臆病で有名です。故にこれほどの城壁を築いているのです。これは彼の王位継承に纏まつわる有名な話ですが……」

　ライモンド曰いわく、十年ほど前に先王が崩ほう御ぎよして後継者争いが発生したらしい。

　その中で次男であったベルベディル王は殺されるのを恐れて、山の中の神殿に籠こもって王位継承権を放棄したのだという。

　そうこうしていたら長男と三男が互いに相打ちで死んでしまい、急きゆう遽きよ呼び出されて王になったのだという。

「なあ、バルトロ。お前、これを落とすとしたらどれくらいの兵と期間がいる？」

「そうっすね……最低一万。最短で六か月でしょうか？　火の秘薬を使うならば四か月まで短縮できますがね」

　バルトロでもそれだけかかるのか。やはり攻こう城じよう戦せんというのは大変なんだな。




「お久しぶりです。ベルベディル王」

「こちらこそ。ロサイス王」

　ベルベディル王は四十代後半ほどの年の男性だ。

　背は俺よりも高いが、あまり強そうな印象は見られない。

　筋肉もあまりついていないし、何より顔に自信がなさそうだ。

　話す内容はエビル王の時とそこまで変わらない。

　ちなみにベルベディル王の国の産業はロサイス王の国とさほど変わらない。

　どちらも平原が多く、温暖な気候だからだ。

「最近、貴国はキリシア人商人との貿易で儲けているそうですね」

「ええ、儲けさせてもらっていますが……」

「我が国も関税収入が増加した。貴国のおかげだ。……これからも仲良くしていきたいものですな」

「……ええ、そうですね」

　我が国からキリシア諸都市へ行くときは必ず、ベルベディル王の国を通過する必要がある。逆もまた然り。

　つまりベルベディル王の国が関税を上げたり、国境を封鎖すればキリシア人は我が国に入って来れなくなってしまうのだ。

　こいつはそれをチラつかせてきたのだ。

　ただ臆病なだけではないと……。

「ドモルガル王の国は随分とその力を衰えさせた。当分、戦はないだろう。やはり平和が一番……ですな？」

「全くその通り……とは言い難い。何しろ我が国はレザドと国境問題を抱えているのだ」

　ベルベディル王の国とレザド（キリシア諸都市の一つ）は仲が悪い。

　理由は簡単で、ベルベディル王の国とレザドの国境間にはアデルニア人とキリシア人との間にできた人たちが大勢住んでいる中小国家が存在しているからだ。

　どちらがその中小国家の盟めい主しゆかで両国は争っているのである。

「貴国は同じ七王国の一つ。当然……」

「我が国としては……立場は中立を取らざるを得ません。無論、心情としては同じアデルニア人の国家である、貴国を応援しますが」

　エインズを中心とするキリシア人の商人たちとのつきあいを重視する我が国としては、公式にベルベディル王の国を支援できない。

　というより、遠えん交こう近きん攻こうを考えればレザド支援にまわりたい。

　が、直接それを言うわけにもいかないので、中立という曖あい昧まいな立場を取りつつ……リップサービスで「心は君の味方だよ」と答えておく。

　どうやら俺の返答は予想の範囲内だったらしく、ベルベディル王の表情はそこまで変わらない……怒っているわけではなさそうだ。

「そうですか。それは残念。まあ中立の立場でいてくれるのであれば嬉しい。もしもの時があれば仲介をしてもらいたい」

「ええ、友好国として……橋渡しができれば良いと思っています」

　心にもないことを言っておく。

　俺の外交の基本方針は遠交近攻だ。もしもがあれば挟み撃ちだよ。

　何はともあれ、両国ともに友好を再確認して平和を享受し合うことで話がついた。

　……表向きには。
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「あの小僧、間違いなく野心がある」

　アルムスが去った後……ベルベディル王は呟いた。

　彼がそう思う根拠は四つある。

　一つ目、関税の話をした時の表情。その顔はそこまで気にした風ではなかった。

　今のあの国にとってキリシア人との交易は重要なことのはずなのにである。

　つまりこの国を併合してしまえば関税もクソもない……そう考えているのだろう。

　二つ目、平和を何度も強調して言ってきたこと。逆に怪しい。

　三つ目、本当に平和的関係を深めたいなら人質を送り合うことを提案するはずだ。

　それをしないということは、平和など少しも考えていないのだろう。

　四つ目、目の色。あの瞳には野心の色があった。

　自分の……かつて相打ちで果てた兄弟とまったく同じ色だ。

　上手く隠しているつもりのようだが……。

　あの新王はまだ十代の若者……あの時期の若者は挑戦的な行動に出たがる。

　それに彼にはドモルガル王の国に大勝したという実績がある。

　強い自信を抱いているはずで……軍事行動に出ないわけがない。

　だが同時に今は平和を維持したいという気持ちは本当だろう。

　まだ王に就任したばかりで国内がまとめ切れていないはずだ。

　あれほどの大規模な粛清が必要だったことから推して分かる。

　おそらく猶ゆう予よとして最低二年ほどはあの新王は軍事行動に出ない。

　逆に言えば二年後にはこの国は滅ぼされる。

　となると勝負は二年間。その間にあの国の国力を削ぎ落とさなければならない。

「ひとまず、エビル王とドモルガル王に声をかけてみるか……」

　ベルベディル王は今後の外交方針を定めた。

　すなわち、対ロサイス王の国包ほう囲い網もうである。





　　　　　※






　外政を終えたら次に取り組むべきは内政である。

　そして……内政だが、軍事に関することは今は放置でよい。

　やることがあったとしたら常備軍、特に騎兵を拡張することだが……この辺りは財政に余裕が生まれてからでよい。

　ドモルガル王の国に勝利したことで、現状早急に対応すべき仮想敵国も存在しないし……鉄製武器も戦利品として大量に得られたことで、軍もかなり強化することができている。

「現段階でまず俺がしなくてはいけないことは……首都の移転かな？」




　まず手始めに俺はライモンドを宮殿に呼んだ。

「えー……ライモンドさん。まず最初にやるべき政策ですが……」

「王様、臣下に敬語など使わないでください」

「……はい」

　うーん、違和感があるな……だが仕方がない。

「首都を新しく移したいと思うんだ。どうだろう？」

　俺は単刀直入に聞いてみた。

「首都の移転、ですか。それは大がかりな事業になりそうですね。財政的な負担も大きい。王が替わったのだから首都も替わる……というのは確かによくあることではありますが……そういう理由でしょうか？」

　ライモンドは目を細めて、そう言った。

　そう簡単に民衆の負担になるような事業に賛成できない。相応の理由があるんだよな？　とでも言いたげだ。

　無論、ちゃんとした理由はある。

「現在の首都はいくつか、問題がある」

　俺はそう前置きし……一つ一つ問題点を指摘し始めた。

「まずロマリアの森に隣接していること。今までは森を通過して来るような敵はいないと考えられていたから、森によって背後を守ることができた。だがフェルム王の例もあったし、前回の戦争で俺は大々的に森を使った。森の中を行軍されると敵の姿が分からないため……奇き襲しゆうされる恐れが出てくる」

　つまり敵からの攻撃に弱い……ということだ。これは首都として少々問題だろう。

「次に……首都が王領の西側に寄り過ぎていること。ロサイス、アス、ディベルの三つの領地を統合し、直轄地は大きく東に広がった。これらの土地を管理する上で、できれば直轄地の中心であり……そして交通の便が良い場所に政治の中心を持ってきたい。正直、今の首都はあまり交通の便が良いとは言えないし」

　この世界では最速の伝達方法は呪術師の鷹たか便びんか早はや馬うまの二択。

　どちらも情報が伝達されるまで時間がかかるので……できれば隅々まで情報網を作れそうな位置に首都を置きたい。中央集権化のためにも。

「次に城壁が老ろう朽きゆう化かしているため、どちらにせよ城壁の建て直しが必要だということ。

　現在の首都はお義父さんの爺さん……つまり俺から数えて三つ前のロサイス王、ユリアの曾ひい爺じいさんの代に造営された。

　ベルベディル王の国の城壁を見た後だと……やはり我が国の首都の城壁は少々みすぼらしい。

　で、最後の問題点は広さ。この首都は少し小さすぎる」

「そこまで小さいでしょうか？　他の国と比べて標準的だと思いますが？」

「まあ普通にこれまで通り運営するなら標準通りでいいが……これから中央集権化と富国強兵を進めるのであれば、相応の広さが必要になる」

　俺はそう言ってから、なぜ広さが必要なのかライモンドに説明をする。

「中央集権のためには官僚と常備軍の創設、そして紙や鉄などの重要産業を集約させる必要があるのは分かるな？」

「はい。それについては理解しておりますし、我々も全力でお支えします。ですがそれと首都移転に何の関わりが？」

「首都の防衛に駐ちゆう留りゆうさせる常備軍と、その家族だけでもかなりの人口になる。同様に官僚や紙職人、鍛冶師の家族も首都に集まるのは分かるな？　首都に富が集まればその富を目当てに人がさらに集まる。そして彼らが子を産み、その子がさらに子を産む……と繰り返していけば人が溢あふれだすのは時間の問題だ」

　加えて権力を奪うために豪族から土地を引き剝がし、首都に住むことを強要させた場合……豪族の家族、臣下、臣下の家族までセットで移住する。そうなると……やはり人口は増える。

　人口が増えて家が密集するようになると火事の危険性が強まる。

「それに衛生面も悪くなる。糞ふん尿にようの処理が追いつかなくなるのは目に見えている。飲み水も現在の川でも一杯一杯だし……疫えき病びようの発生を抑えるためにも今のうちに進めた方がいい。どうせやるなら動くのは早いに越したことはないと思うんだ。時間がかかる事業だからね」

「なるほど……よく分かりました。それならば私も反対はありません。ではどこに首都を？」

　俺はライモンドの前で地図を広げて見せて、三本の川が交差している場所を指さした。一本はロマリアの森から、もう一本は旧アス領から、もう一本は旧ディベル領から流れている。

　建築資材はロマリアの森から木材、旧ディベル領からは水運を利用して石材を運ぶことができるし、都で消費される食べ物も旧アス領と旧ディベル領から大量に運び込める。

　水運というのはもっとも確実な物資の輸送手段なのだ。

　加えて飲み水も川から得られるし、生活用水も川に流せばいい。

「ロサイス王様！　ここは……」

「水害だろ？」

　俺はライモンドの懸念していることを言い当てた。

　そう、俺が指定した場所は昔から水害による被害が酷ひどい場所なのだ。

　ロサイス王の国は治水および灌かん漑がい設せつ備びがあまり整備されていない。

　だから雨が降ればすぐに水が溢れだすし、大雨が降れば川の流れが数十メートル変わってしまうのもザラだ。

　冬は雨で、春は山からの雪解け水で毎回この場所は水浸しになる。

　三本の川から水が流れ込む場所だからな。

　よって……、

「まずは治水から始めようと思う。これで畑への毎年の被害も減るし、灌漑設備を整備すれば収穫も増加して……一いつ石せき二に鳥ちよう。……いや、水路としても使用できるようにするから、一石三鳥だ」

「かなり大規模な事業になりそうですね……成功すれば確かに国力は飛躍的に伸びる。ですが財源が……いえ、ギリギリ用意できるかもしれませんね」

　ライモンドの言う通り、財源には余裕がある……とは言い難いが、ギリギリ絞り出せないこともない。

　ロサイス領の岩塩鉱山に加えて、アス領の岩塩鉱山や、ディベル氏族系の豪族から没収した岩塩鉱山も直接支配できるようになり、塩の専売が強化されて……収入は大きく増加している。

　加えて……交易品である紙の大規模生産。

　今は臨時で集めた人間ではなく、職人を集めて、育成しながら生産を続けている。

　今までロサイス王の国にはなかった、新たな財源だ。

　そして前回の戦争……最近は七日間戦争と巷ちまたで言われている戦争で得た利益。

　柘榴石ガーネツト鉱山や広大な農地から上がる新たな税収に、略りやく奪だつして得た富など……かなり儲けることができた。

　今まではロサイス王自身が病気であったことと、資金不足で大規模な治水はできなかったが……これからは違う。俺はまだまだ若くて精力的に動けるし、資金も用意できる。「とりあえず首都建設予定地の周辺すべてに治水を施ほどこす。豪族たちには人夫を頼む。当然人夫の食費はこちらが全てを出す。これで文句は出ないだろう」

　つまり金はいらないから人材を寄よ越こせと俺は言いたいのだ。

　たらたらとやるよりは、一気にお金を使って人を集めて進めた方が良い。

「なるほど、納得致しました。ですが……いくつか伺ってもいいでしょうか？　まずそのような大規模な工事の指揮が執れる人間はいるのですか？　ロサイス王様はキリシア人の建築家をお雇いになられていることは知っています。ですが治水は建築とは違う。あのキリシア人にできますか？」

「それは……本人に確認を取ってみなければ分からないな。まあ……最悪人材をキリシア諸都市に募集すればいいさ」

　イスメアのように優秀な人材が得られるかは分からないが……そこそこの人材ならば、集めようと思えば集められる……と思う。

「ではもう一つ、防衛線はどうするのですか？　ご存じの通り、今の首都はドモルガル王の国を意識したモノです。領土が増え、国境線が北に上がった以上、首都は北に上げるべきでは？　この位置は逆に南に下がってしまっています」

「それもそうだが……私はドモルガル王の国は今や大した脅威ではないと考えている。今恐れるべきは周辺国に包囲網を作られること。ならば首都はできるだけ国の中央に持ってきた方がいい。それに私は舗装された道路を国境線まで作るつもりだ。治水と平行してな。それなら十分に対応できる」

　あと駅も必要だな。

　早馬で情報の伝達速度を上げるのだ。

　成功すれば今以上に迅じん速そくに対応できるようになる。

「そうですか……なら問題ありません」

　ライモンドはあっさりと引き下がった。

　こうして治水工事が決まった。
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　さて首都建設・治水・道路敷ふ設せつなどの方針が決まった後、俺は建築家イスメアと緋ひ帝てい国こくからの旅行者である陽よう青せい明めいを呼び出した。

「どうだ？　イスメア。自分の主人が突然王になった気分は」

「……そうですね、鶏の卵を温めたら竜が産まれたみたいな？」

「分かるようで、分からない喩えですね」

　青明が横から口を挟んだ。

「ですが……素晴らしい鎮圧でした。私は行く先で様々な内紛を見たり聞いたりしたことがありますが、ここまで鮮やかに治めたのはロサイス王様くらいです。本にしても宜しいですか？」

「構わんぞ。勝手にしろ。でもあんまり誇こ張ちようするな」

「ところで本日はどのようなご用件ですか？」

「まあ単刀直入に言うと、都を作るから設計しろという話だ。青明、お前の知識も期待している」

　今から他の国に行って都を見学する暇なんてないからな。この二人が頼りだ。

　特に青明は緋帝国やペルシス帝国の都を知っている。

「本当ですか!!　私に都を!!」

　イスメアが身を乗り出す。

　まあ、建築家としたら最高の名誉だろうな。

「お前だけじゃないぞ？　一応他にもキリシア人を呼ぶつもりだ。お前の設計が採用されるかどうかはお前の能力次第だ」

　でもイスメアの能力の高さは十分に分かっている。

　彼女以上の建築家はそうはいまい。十中八九、彼女の意見が採用されるだろう。

「だが予定している場所は昔から水害が酷くてな」

　俺はイスメアに地図を渡して、予定地を指さす。

「川の支流が集まってますね。これは確かに酷い……」

「だから都の建築の前に治水をしなければならない。できるか？」

　俺の言葉にイスメアは顔を曇らせた。

「小規模な川ならできます。ですがここまで大規模になると……治水は下手をすれば被害を拡大させる可能性もありますからね。やはり専門家による調査が必要です。加えて呪術的な調査もあると、ありがたいです」

「なるほどな。つまり地学者が必要になると」

　呪術師はテトラがいるからいいけど。

　困ったな……どっかに職を探している地学者いないかな。

　俺が大きな声でそう言い、溜ため息いきをついたその時であった。

「王様、エインズ殿が面会を求めています」

　衛兵が俺にそう告げた。

「通せ」

　俺がそう言うと、我が国と……そして俺とも交流が深い商人エインズが部屋に入ってくる。

　エインズは一度座りなおし、深々と頭を下げてから改めてあいさつした。

　そして話を切り出す。

「実はですね、素晴らしい地学者がいるんですよ!!」

「どういうことだ？　お前は予知能力でも持ってんの？」

「持ってません。地学者を紹介しようと思っていたら運良く、皆さんがそのことで話していらっしゃったので」

　どうやら話が外まで漏れ出ていたようだ。

　だがさすがはエインズ。お前の商会は地学者も取り扱っているのか。

「私の兄です」

「……お前、実の兄を奴隷に貶めたのか……」

　人間として最低だぞ。

「違います！　奴隷ではありません。ちゃんとした人です。変人ですが。どうか会ってみてやってくださいませんか？」

「うーん、そうだな。じゃあ会ってみるか」

　俺がそう言うと、「では早速連れてきます」と言ってエインズは退室し、数分後……男を一人連れてきた。

　何だろう、凄い偏へん屈くつな雰囲気を感じる。

「キリシアの学者で、ニコラオスといいます。専門は天文学ですが、数学、地学、物理学と何でもできます」

「ああ！　アルトの変人！　学者ウザいランキング一位のニコラオス!!」

　イスメアはニコラオスを指さした。

「おい！　誰が変人だ!!」

　ニコラオスが抗議の声を上げた。

　お前の弟もお前のこと変人って言ってたよ。

　だがウザいランキング一位なのか？　というかそんなランキングあるんだな。

「こいつ、凄いウザいことで有名なんですよ。何かにつけて地球は回ってる、地球は回ってるって連呼するんです。朝、挨拶代わりに回ってる、学会でも真っ先に回ってる。その癖くせ、ろくな証拠を出さないんですよ。挙句の果てには迫害とか被害妄想。悲劇の学者気取りですか？　迫害されてんのはお前の考えじゃなくて、お前自身だ。ウザいんだよ。っと私の友人もしょっちゅう愚ぐ痴ちってましたね」

「だからこっちの方が計算が正しいと言っているだろうが!!」

「何か数字が抜けてるんでしょ？　じゃあ年周視差発見して見せろ!!」

「じゃあお前も星の逆行運動を説明しろ!!」

　……一応、王の御み前まえだってこいつら分かっているのか？

　どうやら天てん動どう説せつと地ち動どう説せつの争いしてるみたいだな。

　どっちなんだろう？

　とりあえずこの星が丸いのは確定だ。それは船が遠洋から帰ってくるのを見れば分かる。

　だけど太陽の周りを回ってるのか、太陽が回ってるのか分からんな。

　この世界には呪術だとか妖精だとか加護とかグリフォンとかいるんだから、太陽が回ってても驚かん。

　天文学とか分かんねえし。

「どっちでもいいが、治水はできるのか？」

「はい。できます。川の動きに関してはそれなりに自信が」

　ほう……ならいいけど。

「じゃあイスメア、青明、ニコラオス。地質調査にはテトラを貸す。よろしく頼むよ」

「「「はい!!」」」
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　それから三日後のこと。

「アルムス様。ひとまず、概要ができましたのでお読みください」

　イスメアは俺に計画書を差し出した。

　それは非常に大まかで、とてもじゃないが計画書と言えるほどのものではない。

「詳しい川の水量や、首都建設予定地の地質調査に関してはテトラ様と変態……ニコラオスの報告待ちです。ですから調査結果次第で細かい修正を加えるつもりではあります」

「ふむ……」

　イスメアが建設地として指定したのは三つの川の合流地から少し東側の土地だ。

　この計画書によると、この辺の土地は若干西に傾いているため、川が氾はん濫らんした時、水は西に向かうとか。

　だから東側に建物を建てればまず安心。

　その場所にはなだらかな丘が七つあるらしく、重要施設は丘の上に建てればまず浸水する危険性はないとのことだ。

　だが十年に一度規模の氾濫が起これば、丘の上は大丈夫にしても丘の下の低地は水に浸かる恐れがある。

　丘の下の低地には庶しよ民みんの家々が建てられることが予想されるので、治水は必須。

　以上が首都に関する報告書である。

「治水はどうする？」

「治水は報告を聞いてから具体的な計画を立てるつもりではありますが……とりあえず分水と堤防の二つで対応しようと思っています。面倒な場所ではありますが、暴れ川というほどでもありませんし」

　分水というのは新たに水路を掘ることで、川の水量を減らすことである。

　これは灌漑設備にもなるし、溜池を作っておけば日照りの時に水に困ることもなくなる。

「ああ、そうだ。実はお前に見せたい物がある」

　俺が手を叩くと、奴隷が二人がかりで例の物を持ってきた。

　ドロドロとした灰色の液体と、灰色の石だ。

「これは？」

「コンクリートっていう代物だ。普段はドロドロだけど、時間が経つと固まってこれくらい固くなる」

　俺は固まったコンクリートをイスメアに手渡す。イスメアは興味深そうにコンクリートを眺める。

「火か山ざん灰ばいと石せつ灰かいを混ぜて作る。材料はいくらでもあるから好きに利用してくれ」

「こ、これは……こんなに便利なモノがあったんですか！」

　イスメアは興奮しきった顔で俺に詰め寄った。

　ちなみにこのコンクリートは……豪族になる前、俺がただの村長だった時代から細々と研究していた代物だ。耐久性には自信がある。

「それでどれくらいの人員を費やして、どれくらいの期間をかけるつもりだ？　長期に及ぶと税収に影響が出るんだが……」

「まずは治水ですが……とりあえず分水工事と堤防造りで一年です。そしてさらに四年かけて堤防と分水を強化し、灌漑設備も施します。これだけ入念に工事をすれば天てん変ぺん地ち異いでも起こらない限り、決壊することはないかと」

　五年か……これは長い方なのか？　短い方なのか……イマイチ分からんな。

「都造りですが……先ほどご説明した通り、丘の上から造ります。始めるのは治水工事を始めてから一年が過ぎてからが宜しいかと。一通りの工事が落ち着くので。城壁造りに一年、宮殿やその他官営施設の造営で三年といったところでしょう。少なくとも首都機能だけは四年もあれば遷せるようになりますよ」

　ほう……さっきから聞いていると随分と短い見積もりだが……。

「何人必要だ？　その計画通りにいくためには」

「二千人です。大勢の人夫を雇うことによる出費と工事が長期化することによる出費を考えると……二千という数字が、最大効率で工事を行える数です」

　二千人か……。

　まあ……ギリギリなんとかなるかな？　戦争さえ、起きなければ。

「それとイスメア。実は道路も新しく敷設したいんだが……その指揮も頼めるか？」

「道路ですか？　今でもあるじゃないですか」

　そう。簡単な道路ならある。

　というか人が歩く場所は地面が踏み固まれて、自然に道路になるものだ。

　大体幅は四メートルほどで、そこそこ広い。晴れた日ならば不便はない。

　だが雨の日になると話は別になる。

　土でできているから、雨が降ると水浸しになって泥だらけになるのだ。

　足は取られる。馬車はめり込む。馬は転ぶ……。

　軍事的にも商工業的にも、何とかしたいところだ。

「馬車が全速力で走っても問題ないくらいの道路を敷いて欲しいんだ。まず今の宮殿からドモルガル王の国、エビル王の国、ベルベディル王の国へ続くルート。こっちはそこまで重点を置かなくてもいい。そして新首都からドモルガル王の国、エビル王の国、ベルベディル王の国へのルート。こちらはしっかりとした物を造って欲しい」

　今の宮殿は計画通りにいけば五年後には使われなくなる。

　まあ宮殿が置かれていただけあって、人口も多いし、土地も豊かなのは事実なので無駄にはならないが……新首都の方を優先して、重点的にやった方がよいだろう。












「具体的には？」

「今の宮殿から延びる道路は砕さい石せき舗ほ装そうを施してくれ。とりあえず道がぬかるんで使えないということにはならないはずだ。新首都から延びる道路は石いし畳だたみ舗装を施してくれ。俺はレザドに行ったことがあるが……あれと同等以上の道路を敷設したい」

「なるほど……ではこんな形でどうですか？」

　イスメアは道路の設計を紙に書いて見せる。

　地面を深く掘り、最下層には砂じや利りを、第二層には粘土質の土と砂利を混ぜたものを敷き詰める。

　第三層には拳よりも大きいくらいの大きさの石を緩やかな弓型の形に詰め込む。

　そして最上層に接面が合うように切りだされた正方形の大石を敷き詰める。

　弓型になっているのは雨が降った時に水が溜まらないようにするためだろう。

「一応、これがキリシアで最先端の道路構造です。クラリスやアルトの重要地点はこんな感じの道路です。完成すればレザド以上の道路にはなるかと思います」

「我が国の技術力でできるか？」

「……おそらく可能ではないでしょうか？　そこまで難しい作業ではないはずです」

　基礎技術に関しては我が国は決してキリシア人に負けていない。

　もっとも……経済力で負けているので、結局完成するのはしょぼい建物になってしまうが。

「つけ足したいことがある」

「これ以上に何か？」

「道路の脇に排はい水すい路ろを設けてくれ。それと歩道も造っておいて欲しい。馬車が通る道と人が通る道が同じじゃあ馬車を早く走らせられない」

　あと広さも確保しないと。

　馬車が通る道は四メートル以上。歩道は左右三メートル以上は欲しい。合計十メートル。少なくとも主要道路はこれが最低基準だ。

「どれくらいの人員が必要だ？」

「どれくらいの期間で敷設すればよいですか？」

「砕石舗装は一年で素早く済ませて欲しい。石畳舗装は……四年以内には欲しいところだな」

　少し要求が厳しいだろうか？

　俺の計算が正しければ、両方ともそれぞれ百十キロ程度の長さになると思うのだが。

「千人……といったところですね」

「よし、じゃあ千人追加動員しようか」

　一時的に収支は落ち込むが、将来を考えれば良い投資になるだろう。

「では地質調査の報告を受けた後、また練り直して正式に提出させて頂きます」

「ああ。よろしく頼むよ。土地の権利だとか、そういう面倒なことはすべて俺が処理しておく。お前は目の前の川と土地にだけ集中してくれ」
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　イスメアとアルムスが話し合っている頃、アルムスの命令でテトラと学者のニコラオスは測そく量りように勤しんでいた。

　首都建設予定地の地質を調べ、川の水量と流速、形を調べる。

　周辺の住民の話も貴重なデータだ。

「テトラ様、実は私はあなたの魔術というものに興味がありまして。それ、私も設計できませんか？」

「理論上は可能。線を引くだけだから。でも呪術が使えない人間からすると感覚が難しいかも」

　そう言いながらテトラはニコラオスに魔術の理論について軽く説明をする。

　魔術は数学的な要素が絡み……当然ゼロの概念の説明が必要になる。

「ゼロって何ですか？」

「何もない」

「何もないに数字をつけるんですか？　おかしくないですかね？」

　ニコラオスは眉まゆを顰ひそめた。

「あった方が便利」

　ニコラオスは少し不満げな表情をする。イマイチ、ゼロを受け入れきれないのだ。

「ところで気になったんですが、その変な道具何ですか？」

　ニコラオスはテトラが右手に握っている道具を指さす。

「そろばん。アルムスが最近作った。これがあると計算が楽」

「へえ……」

　ニコラオスは手渡されたそろばんを興味深そうに見る。

「使い方は……」

　テトラに使い方を教えて貰いながらニコラオスはそろばんを使ってみる。

「おお！　これは凄い……」

　ニコラオスは少しだけ世界が広がるのを感じた。

「やっぱり数学はいい」

「分かります！　数学は素晴らしいですよね」

　二人は数学の素晴らしさでしばらく意い気き投とう合ごうする。

　だが急に話の雲行きが怪しくなる。

「数学はどんな数でも表せますから。素晴らしいですよね」

「それは無理。無理数が存在する」

「無理数？」

「二の平へい方ほう根こんとか。有ゆう理り数すうでは表しきれない」

　ニコラオスとテトラの間で若干怪しい空気が流れる。

「いやいや、表せますよ」

「表せない」

　テトラはまず三平方の定理の説明をした後に、二の平方根についての説明を地面に書いてじっくりと説明をする。

　その上で背理法で二の平方根が無理数であることを説明した。

「な、なるほど……私は数字は点の集まりだと思ってたんですけどね……そうか、こんなことがあり得るのか」

「数字は人が勝手に作りだした概念。よって無理が生じる。致し方がないこと」

　二人はしばらく仕事を放りだして、自分の知っている知識を披ひ露ろうし合う。

　テトラは数学や物理学、呪術の考察。

　ニコラオスは自分の専門である天文学や哲学について。

「万ばん物ぶつの根源は何だと思います？　やっぱり数ですか？」

「……そう考えていた時もあったが分からない。設計図が存在すると思うけど。でも数字では表しきれない。おそらく別の物。あなたは？」

「原子というモノがあるそうです。この世は小さな目に見えない粒でできているとか。でもその粒は何でできてるんだよと思いません？」

　二人は、おそらく数千年かけても解決不可能な問題について不毛な議論を始める。

　周りは仕事をさぼって、無駄話をする二人を白い目で遠巻きに見る。

「私が地動説を唱えているのは知ってますよね？　どう思います？」

「私は普通に考えて天動説が正しいと考える。観測的にも天動説が正しい。数式でも複雑な計算が必要になるけど、十分表せると思う。だけど……」

　テトラは一度言葉を切る。

「結局、観測してみなければ分からない。地球が球体であることのように確固たる証拠がどちらにもない以上、不毛」

　どんなに議論を重ねたところで立証できなくては何の意味もない。

　無駄と言ってしまえばそれまでだ。

「そうですか……」

　ニコラオスは不満げな表情で引く。

　空気を読まないことに定評があるニコラオスも、さすがに王妃であるテトラには遠慮する。

　テトラが結論の出ない争いはやめようと提案しているのに、それに逆らってまで主張するのは躊ちゆう躇ちよした。

「そろそろ仕事に戻ろう。アルムスに怒られる」

「そうですね。早く調査を済ませましょう」

　二人はようやく仕事に戻った。
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「まずは首都の建設。そのためには治水工事が必要。ついでに灌漑設備も充実させれば一石二鳥だが……新都周辺の治水を終えたら、一度切り上げて道路の建設をしないとだな……」

　道路は経済的にも軍事的にも、どちらの面でも重要だ。

　整備された道ができればヒト・モノ・カネの動きも活発になるし、軍も素早く移動できる。

　場所にもよるが治水よりも優先しないとな。

　さて……物理的な改革については見通しがついてきた。

　問題は目に見えない改革……つまり人材発掘や組織改革だ。

　領土が数倍に増えたことで、その分多くの人材を雇用する必要が生まれた。

　試験でもやって、国中から人材を集めるか？　だが……お金がかかるからな。

　とはいえ、豪族の子弟を採用するのも……中央集権化を進めているのに、豪族の権力が増大する、本ほん末まつ転てん倒とうが起こりかねない。

　だが方法はどうであれ、早急に人材を調達せねばならない。

　大事なのは官僚だけではない。

　例えば工事を指揮できる現場指揮官。こういった人材も少ない。

　トップ層はそろってるが、中間層がいないのだ。

「はあ、問題が山済みだな」

　見ない振りをしたいが……王になった以上、そうはいかない。

「王様」

　急に声をかけられ、前を見るとユリアとテトラがいた。

「お前らいつの間に？」

「何言ってるの。あなたが入室を許可したじゃない」

「考え込み過ぎ」

　二人は唇を尖とがらせた。悪い、悪い……休憩した方がいいかもな。

「どうした？」

「実は人材について、一つ早急に解決して欲しい事案がある」

　ユリアとテトラは俺に企画書を提出した。

「偽呪術師の取り締まりと、全国の呪術師の統制に関する法案を提案します。どうかお願いします」

　二人は微笑んだ。

　偽呪術師とは、呪術師ではないのに呪術師を名乗り、治療行為を働いて不当な金品を要求する詐欺師のことである。

　呪術というのはハッキリと効果が目に見える技術ではないので、「これが呪術だ」と言い切られてしまうと、素人にはそれが呪術なのか、ただの方便・詐欺なのか分からない。

「呪術師として……偽呪術師が横おう行こうするのは見過ごせません」

「偽呪術師に騙だまされた被害者は無論……呪術という技術への信頼も揺らぐ」

　二人は真っ直ぐ俺を見つめて言った。
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「どうですか？　お義父さん」

「いいんじゃないか？　やった方がいいと思うぞ」

　俺は隠いん居きよ生活を決め込む元ロサイス王以下お義父さんに許可を得る。

　今の俺はロサイス王で、この人にお伺いを立てなくてはいけない立場ではないが隠居したとはいえ元王である。

　やはり意向を無視するわけにはいかない。

　まあ……治水も道路敷設も首都移転も、全て「好きなようにやれ」の一言で片づけられてしまったが。

　どうやら本気で政治から離れるつもりらしい。

　……まあ俺としては都合が良いのだが。

　これは『元王とロサイス家を蔑ろにしたりしませんよ』アピールである。

「それにしてもユリア。こんなことを考えていたのか。どうして俺に提案してくれなかったのか……」

「お義父さんがご病気だからでしょう」

　病人に余計な仕事を増やしたくないというユリアの気遣いだ。

　もしくは最近思いついたのか。

　どちらにせよ、新しく法律を作るというのは非常に手間であるため病気のお義父さんには難しい。

　その点俺は若いから、二徹くらいは余裕だ。

「それでどういう内容だ？　具体的に教えてくれ」

「ええ、分かりました」

　俺はお義父さんにユリアの提案を説明する。

　まず第一に、呪術師を免めん許きよ制せいにする。要するに医師免許のようなものだ。

　そして三階級に分ける。上級、中級、下級の三つだ。

　それ以外は正式な呪術師とは認められない。

　上級には金のプレートを、中級には銀のプレートを、下級には銅のプレートをその身分の証明とする。

　そして呪術師免許を持たない人間による呪術及び呪術を名乗る行為は犯罪として、鞭むち打うち十回とする。

　また呪術に必要な麻薬類は栽培禁止（ただし繊維として利用される大麻は除く）。

　国が厳重な監視体制の下で栽培をして、呪術師免許を持つ者にのみ販売する。

　また新たな麻薬や薬、呪術を発見・発明した者はそれを国に報告する義務がある。

　報告者には国が然るべき報ほう酬しゆうを支払う。

　こうすることで呪術が一人の呪術師に秘匿されるのを防ぐのだ。

　次に国家呪術師の制度。

　簡単に言えば国が抱える呪術師だ。

　国家呪術師になれるのは中級以上の呪術師。

　国家呪術師になれば毎月年金が貰えて、麻薬類も安く購入ができるなどいろいろと特典がつく。

　その代わりに国からの召集にはすぐに応じなければならない。

　今まで国に仕えていなかった呪術師も一定数いるはずだ。

　そういった呪術師を雇用するための法律だ。

　次に呪術院という国営の呪術研究所の設立。

　研究費用は国が出し、所属する呪術師には高い給金を支払う。

　呪術師は自由に研究を行ってもよい。ただしある程度の国の意向に従うことが大前提だが。

　次に呪術師養成学校。

　今までは呪術師になるには他の呪術師に師し事じして修行しなくてはいけなかった。

　だがこれでは多くの呪術師を育成できないし、国も数を把は握あくできない。

　そこで国が運営する学校を作る。

　年に一度、八歳以上の女児を首都に集める。

　そして一か月間呪術を教えて、才能があるかどうか確かめる。

　ユリア曰く、よほどの遅咲きでもない限り一月あれば才能の有無は分かるらしい。

　あとは才能のある子供本人と親にかけ合って、呪術師になるかどうか聞く。

　親の引っ越し費用はある程度国が負担するし、親が引っ越せないというなら寮で生活できる。

　授業料は当然無料。

　ちなみに授業をするのは国家呪術師だ。

　費用はかかるが、投資だと思えば安い金額だ。

　そもそも才能のある呪術師自体が少ないから、生徒数は多くはならないはず。

　最後にテトラからの希望だが……魔術院という、国営の魔術研究所の設立。

　要するに魔術を研究する機関だ。ちなみにテトラ曰く、魔術陣は設計するだけなら呪術師でなくてもできるらしい。

　どちらかと言えば数学などの才能の方が重要だとか。

　今のところ構成員はテトラ一人である。

　今後増えるかどうかは謎だ。何分新しい分野なので、どうすれば育成できるか分からない。まあ呪術師養成学校で数学を教えれば、魔術の研究を視野に入れる呪術師も現れるだろう。

　あと……呪術や魔術を複数の分野に分けて整理するらしい。

　今まで『学問』でひとまとまりだったものを国語算数理科社会に分けるようなものだ。

　まあその重要性は理解できるが……。

　この辺はユリアとテトラに丸投げのつもりだ。

「随分と手を広げるな。できるのか？」

「一度に全てをやるつもりはありませんよ。まずは免許制度と国家呪術師と呪術院からです」

　呪術師養成学校はまだまだ後でいいだろうし……魔術院は魔術師がテトラしかいないんじゃあ、設立の意味がない。

「それと偽呪術師の取り締まりはどうする？」

「国民に知らせた上で通報した者には報ほう奨しよう金きんを与えるようにします」

　お義父さんはなるほどと、納得した表情を浮かべた。

　プレートで見分けられるので、素人でも偽呪術師か判別できる。

「その法は豪族の領地にも適応させるつもりか？」

「そのつもりです。偽呪術師対策は豪族にも必要でしょう？」

　国家呪術師制度には少し不満が出そうだが、国にお抱えの呪術師を取られたくなければそれ以上の条件を提示すればよいだけの話だ。

　そこは今までと変わらない。

　ただし、学校は直轄地だけでやるつもりだ。

　さすがに反発が予想される。

「この法律の味み噌そはすべての呪術師の情報を国が一括管理すること。そうだな？」

「ええ、そうです」

　情報は大事だからな。

　とりあえず情報と人材の中央集権化から始めようかと考えている。

「あと……国外からの呪術師の密偵を取り締まることも、目的としています」

「まあ、この程度の法律なら十分豪族会議を通るだろう。俺からも口添えをしておく。頑張れよ」

「よろしくお願いします」




　それから一週間後に開かれた豪族会議で、無事に全ての法律の成立が決定した。
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　現在の我が国の産業は紙と塩、葡萄酒（特に蒸留酒）とオリーブだ。

　これに最近奪ったばかりの柘榴石ガーネツトが加わる。

　現在でもこれらのおかげで国の財政は潤っている。

　だが金はあるだけ必要だ。

　これから治水と首都建設と道路工事が始まる。

　他にも鉄器の生産や牛ぎゅう馬ば耕こうの普ふ及きゆうなど、とにかく金がいる。

　それに俺は早く貨幣経済を国に広めてしまいたい。そのためには他にも産業が必要だと思う。

　紙や鉄、柘榴石は国が作り方を独占して生産している。

　その方が国家の収入は増えるが、国民は豊かにならない。

　それに紙は我が国の国民は使わないし、柘榴石も一部の土地持ちが買う程度。

　ロサイス王の国の庶民もちょっと奮発して買えるような商品が必要だ。

　とりあえずざっと考えたのは、ウィスキー・ウォッカ・グラッパなどの酒類の生産の推奨だ。

　現在使っている単式蒸留器を連続蒸留器に変えれば、蒸留酒の大量生産は可能だ。

　連続蒸留器は仕組みくらいしか分からんが、職人に丸投げしよう。

　何とかそれっぽい物を作ってくれるはずだ。従来の蒸留器よりも性能が悪化してなければそれでいい。数年かけて改良すればよいだけの話だ。

　それらを葡萄酒を生産している農家に配布し、蒸留酒を作らせる。

　もう一つは亜あ麻まと麻の栽培の推奨。

　どちらも繊維業であり……衣食住の『衣』である。糸や布の生産は農民にとって副業にしやすいだろうし、生産量が増えればその分安くなり……多くの者が質の良い服を着ることができるようになる。

　羊毛の生産拡大は控えたい。

　というのも、エクウス族の産業と被るからである。

　同盟国同士、産業が食い合うようなことは避けたい。

　さて……悩んでいるのは麻、つまり大麻をどうしようかという問題だ。

「麻ってどうしようか？」

　俺はユリアとテトラに相談してみた。

　周知の事実だが、麻は麻薬になる。

　当然栽培を推奨すれば、娯楽用に麻を栽培する奴が出てくるだろう。

　取り締まるのは至難の業だ。

　元々ロサイス王の国では麻を栽培している農村も多かったので、栽培を禁じなかった。仕事を奪うことにも繋がるし、国内の繊維需要が満たせなくなる。

　だがやはり大麻は麻薬だ。

　まあ「大麻の毒性はタバコよりも低い」とはよく聞くけど。

　タバコも大麻もやったことがない俺からすれば、どっちもいらない物だ。

　流行らないでいてくれた方がいい。

　治安も悪化するし、なにより反社会組織の財源にもなる。

　今この段階の流行の火ならば、消そうと思えば消せるような気がする。

　習慣化してしまえば消せるモノも消せず……今後数百年の禍か根こんになるかもしれない。だがそれでも麻は繊維として、必要だ。

　蒸留酒を使った消毒法を呪術師経由で広めているので、産さん褥じよく熱ねつによる死者数も減る。

　輪裁式も少しずつだが広まり始めているので、食糧の生産量も大幅に増加する。

　そうなれば将来的に服の需要が拡大する。

　麻を専売にして、麻薬の流行を避けるべきか。

　麻の栽培を推奨して、服の需要を満たせるようにすべきか。

「専売にすべき。繊維は麻じゃなくて亜麻の生産を推奨すればいい。いらない物はいらない。人を馬鹿にする薬は規制すべき」

　まずテトラが意見を述べた。

　亜麻は西方では非常に一般的な繊維で、多くの服は羊毛か亜麻か麻のどれかでつくられている。

「うーん、私は推奨しちゃっていいと思うよ。亜麻は一度栽培したら連作できないじゃん。逆に麻は輪作ができるから大量生産できるし。それに大麻は規制しても入ってくるんじゃない？　キリシア人とかベロンベロンだしさ」

　そう言えばキリシア人って大麻中毒多かったな……。

　あいつらが国内に入りこめば自然と広まってしまうか。

「麻薬としての利用を禁じるなら他国との貿易を禁じないと。そうでないなら開き直っちゃった方がいいんじゃない？」

　うーん、どうしようかな。

「じゃあとりあえず推奨するのは取りやめにしよう。ひとまず亜麻の栽培の推奨だけで。麻の栽培は国として関与するのをやめよう。需要が増して、供給が足りなくなったら推奨するということで」

　結局折せつ衷ちゆう案あんをとることにした。……うーん、大丈夫かな？

　とはいえ、俺も万能じゃないからな。

「……つまらない話はやめよう。さて……お礼としてこんなものを用意した」

　俺は手を叩いて召めし使つかいを呼び……壺とパンを持ってこさせた。

「……甘い匂い」

「それ、何？」

「蜂はち蜜みつだ。いま三時くらいだし……おやつにしよう」

　三人で蜂蜜をパンに塗り、食べ始める。ユリアは幸せそうな表情を浮かべ……テトラはいつもの無表情だが、少し嬉しそうだ。

　やはり女の子は甘いモノが好きみたいだ。いや、男の子も好きだけど。

　甘いモノが手軽に食べられる日本とは違い、アデルニア半島では非常に貴重だ。

「ところで内政の方は順調なの？」

「まあ、今のところ……やるべきことは済んだかな？　後は経過報告待ちだし」

　ユリアの問いに俺は答える。

　何事も成果が出るまでは時間がかかる。ひとまずは待たなくてはならない。

「じゃあ……しばらくは一緒に過ごせる？」

　テトラが俺に尋ねた。

　最近忙しかったため……あまり二人きり（いや、正確に言えば三人だが……）の時間を取ることができていない。

「いや……これからまた外政に注力しないといけなくてな……」

　そう言うと……ユリアとテトラは悲しそうな顔をした。

　うーん……仕事ばかりというのも良くないが……。

　やらなければならないのは事実だしな。……そうだ、いい事を思いついたぞ。

「じゃあ……外交と一緒に新婚旅行をしないか？」

「新婚？」

「旅行？」

　二人は首を傾げた。

「ああ、一緒に……レザド、ゲヘナ、ネメスに行かないか？」

　俺はキリシア諸都市への旅行を提案した。
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　というわけで新婚旅行である。

　準備するのに二か月もかかった。いや、王って大変だね。旅行も気軽にできない。

　さて……今回外遊に行くのは南部のキリシア諸都市のうち三強とも言える三都市。

　レザド、ゲヘナ、ネメスである。

　南部のキリシア人諸都市の多くはこの三か国の属国、または影響下にあると言える。

　俺の方針はキリシア人の技術や文化を導入することで国を発展させることなので……。この三か国との友好関係は非常に大切になる。

　特にベルベディル王の国を牽けん制せいするためにも、レザドとは友好関係を築きたい。

　まあ、本来なら外交官が行くのが筋で王は大人しく待つものだが……。

　俺が直接出向いた方が受けがいいだろう。キリシア人はプライドが高いしな。

　今回は下級官僚や技術職の人材を入手するという目的もある。

　本来ユリアやテトラが来る必要はないが……。

　二人が妊にん娠しんしたら旅行できるのも当分先になってしまう。

　今回の護衛はグラムとロン。同行するのはバルトロとボロス。

　ロズワード率いる騎兵隊は少々素そ行こうが悪いので、同行させなかった。

　バルトロとボロスは相談役だ。バルトロは軍事面、ボロスは政治面からの輔佐をしてもらう。





　　　　　※






「はい、革命」

「ああああ！！！　何でえええ!!」

　ユリアが絶ぜつ叫きようを上げた。

　革命をしたのはテトラだ。

　目的地に着くまで、俺たちは馬車の中でユリア、テトラと一緒にカードゲームをしていた。

「今のあなたのカードは二が二枚と一が一枚と見た」

　こりゃユリア詰んだな。

「じゃあ三『ハート』と三『クローバー』。ないね？　五『スペード』。上がり」

　テトラ、大だい貧ひん民みんから大だい富ふ豪ごうへ成り上がり。

「じゃあ俺もクイーン二枚。流れて一。上がり」

「ああ！　負けた!!」

　ユリアはカードを投げ捨てる。

「早く切りなおして、大貧民」

「くうぅー、覚えていなさい!!」

　ユリアはテトラを睨にらみながらカードを拾い集めて切りなおす。

「ねえ、そろそろ飽きたから神しん経けい衰すい弱じやくやらない？」

「勝ち逃げする気!?」

「それだとお前が常に勝つじゃないか。ババ抜きにしよう」

　そろそろ頭を使うゲームは疲れてきた。

「だって。じゃあユリア抜きだね」

「何で!!」

「私十七。ユリア十八」

　その理論だと俺は爺じじいになるぞ。

　ユリアとテトラが仲良く喧けん嘩かをしだす。

「そろそろレザドの国境を通過します!!」

　御ぎよ者しやが声をかけた。

　人の存在を思い出し、ユリアとテトラは大人しく座りなおす。

　二人とも顔が少し赤い。

「レザドは確か一年ぶりだったな」

「うん、そうだね。私としてはキリシア本国に行ってみたい」

　それは厳しいんじゃないか？

「私は国の外に出るのも初めて。結構楽しみにしてる」

　ユリアは微笑ほほえんで言った。

「まあ、するのはつまらない外交だけどな。身分隠して買い物でもするか？」

　何か観光地がある、とは聞かない。買い物以外旅行っぽいことはできないだろう。

「「賛成!!」」

「じゃあエインズに無理を言ってみるか」





　　　　　※






　国境の関所ではエインズを含む五人の議員が出迎えてくれた。

　その議員に案内されるまま、レザドの首都──レザド──に到着する。

　レザドは海に面する湾岸都市で、一日に多数の商船が出入りする。

　キリシア人はもちろんのこと、ポフェニア人やアデルニア人、ペルシス人にガリア人にゲルマニス人など多種多様な人種が商売に訪れる、国際的な都市だ。

「我がレザドは非キリシア人の移民や商売に積極的なのです」

　エインズはにこやかにそう説明してくれた。

　キリシア本国のクラリスを含む都市国家はもちろん、植民都市も含めてここまで他民族に寛かん容ような国はないとのこと。

　まあ、あれだな。自分たちはアルムス様と仲良くなりたいですよアピールだ。

　馬車の外からは歓かん声せいが聞こえる。レザド市民総出で歓迎してくれているのだ。

　俺は窓を開けて、手を振る。歓声が大きくなる。良い気分だ。

　俺たちが最初に案内されたのは巨大な屋敷だった。

　うちの宮殿ほど大きくはないが、それに匹ひつ敵てきするほどの大きさだ。

　外装には肌理細やかな彫刻が施ほどこされている。あまり見たことがない装飾だな。ペルシス風か？

　馬車を降りると、多くの男たちが歓迎してくれた。

　多分全員議員だな。人数から考えて議員総出のお出迎えか。

「ここは我が国で議事堂を除くと一番巨大な建物です。今日のところはここでお泊り下さい。明日は我が国をご案内させて頂きます。難しい政治や商売の話はその後ということで」

　とりあえず歓迎して、俺の気を解してから外交をしようと。

　うん、嫌じゃない。俺もせっかくだから楽しみたいし……馬車に揺られて、疲労している。

「ところで御三方は魚は大丈夫ですか？　レザドでは豚肉や羊肉より魚が好まれるので、御三方が魚が苦手でないのであれば、魚をメインにしようと思っています」

「俺は大丈夫だ」

「私も」

「私も豚より魚が好きだから。大歓迎」

　俺、テトラ、ユリアの返答に安心した顔をする議員たち。

　アデルニア人は肉も食べるが……川魚なども、積極的に食べる。

「ところで風呂はあるかな？」

「はい。何しろここは温泉も湧わきますから」

　素晴らしいな。




　俺たちには一人一部屋が割り当てられたが、テトラとユリアはすぐに俺の部屋に来た。俺の部屋のベッドはやたらと広かったので、三人とも寝られる。

　まあそういう風に手配したんだろうけど。

「見て見て！　海！　凄い！　大きい!!」

　ユリアは窓から見える海に歓声を上げた。

　海の向こうから何隻もの帆はん船せんがこちらに向かってくる。

「ねえ、海ってショッパイって本当？　塩水だよね？　じゃあ何で岩塩掘るの？　海から塩は採れないの？」

　一度に全部言うな。

「ショッパイのは本当だよ。私舐めたから」

　テトラが舌をペロッと出しながら言った。

「俺も詳しくは分からんが、岩塩を掘った方が安いからじゃないか？　海から塩を作るには薪まきが大量に必要になるらしいし」

　塩田とかあるらしいけど、詳しいことは分からない。

「私は明日、図書館に行ってみたい」

「図書館ね。俺も興味あるな」

「私、キリシアの神殿に行ってみたい！　キリシアの神様、持ち帰れないかな？」

　ちなみにこの持ち帰る、持ち帰らないというのは日本で言う分ぶん霊れいのことだ。












　何でも呪術的な意味合いがあるだか、ないだか。

　でも外国の神様持ってきて大丈夫なのか？　ロサイスの神様怒らないの？

「神様は器が広いから大丈夫よ」

　本当かよ。まあ……でも多神教だから大丈夫なのかな？

「アルムスはどこか行きたいところあったりするの？」

「うーん、そうだな。港はじっくり見学させてほしいな。あと市場とか城壁の造りとか」

「港なんていいじゃん。うちの国は海に面してないでしょ？」

「今はね」

　見ておいても損はないし。いいじゃないか。

「土産みやげに職人とかその辺の人間を大量に持ち帰りたいな」

「私はお皿が欲しいな。ペルシスのガラス食器」

　他のアデルニア人を招いた時に、ガラス食器を出せば驚くだろうな。

　それなりの数は用意したい。

「本。本がいい。写して持ち帰ろう」

　本を写すのって金かかるのかな？

　それとも頼めばどうぞご自由にとか言われるのだろうか？

　著作権とか、そういう概念はこの世界にはないからな。でも図書館の本を全部写そうとすれば何か月かかるか分からんぞ。

「写しや本ほんは後で頼もうか。送ってもらう形にしよう」

　我が国でも図書館、作ろうかな。

　アレクサンドリア図書館とか、ニネヴェの王立図書館みたいな。

「ねえ、アルムス。夕食まで時間あるし……」

　テトラが俺に抱きつき、頰ほおを赤く染めて言った。

「神経衰弱やらない？」




　さて、しばらくしてから……俺たちは夕食の席に案内された。

「ほお……」

「へぇ……」

「わぁ!!」

　エビ、カニ、貝、魚……見事に魚介類ばかりの食事が並ぶ。

　俺は食事に手を伸ばした。

　ちなみにキリシアでも、アデルニアと同様に箸はしは無論、フォークやナイフなども存在しない。食事は手摑みがマナーだ。

　味つけはシンプルで、塩、オリーブオイル、レモンが主のようだ。

「ん？　これは胡こ椒しようで味つけされているのか？」

　俺はムニエルを食べながら聞くと、一緒に食事をしていた議員が答える。

「そうです。我々は世界中から香こう辛しん料りようを集められますよ」

　胡椒。久しぶりに食べると美味しく感じる。

　安定供給したいな。

　食べてみて分かったが、全ての料理に少しだけだが香辛料が使われている。

　素材の味を壊さないように、ほんの少量だけ香りづけに使われているのだ。

　それにしても……。

　俺は談笑をしながら議員たちの手を見る。

　やっぱり手摑みなんだな。

　スープは熱いし、液体だから匙さじが使われているけどそこはアデルニアと同じだ。

　今更気にならないが、キリシア以外の国だと何を使うんだろうか？

　青明曰いわく、緋ひ帝てい国こくは箸を使うそうだけど。

「ねえ、アルムス」

　ユリアに抱きつかれた。お行ぎよう儀ぎが悪いですよ。

「私、毎日魚食べたいな。肉より魚がいい」

　ユリアの発言で一瞬、議員たちの動きが固まった。何だ？

　あ、そうか。

　魚食べたい→海が欲しい→レザド欲しい。

　そう聞こえたのか。気にし過ぎじゃないか？

　一応ユリアの表情を確認してみると、無邪気に笑っている。

　別に侵略したい的な意味合いで言ったわけではなさそうだ。

　冷静に考えてみるとうちの国は南アデルニアではそこそこの大国で、陸軍も……まあ、周辺国に比べればその規模は大きい。

　逆にレザドは海軍は強いが、人口はしょせん都市国家レベルで陸軍は傭よう兵へい頼りで貧弱。本国は遠いので、援軍が来るとしても最短でも一週間。

　そう考えるとかなりの脅きよう威いだな。

　それにしても権力者って大変だな。軽口も叩けない。

「もしこの国で捕れた魚を我が国まで運ぶとしたらどれくらいかかるか？」

「そうですね……馬車で四日ほどですか。氷を詰め込めば十分食べられると思いますよ。干ひ物ものなら氷なしでも十分持ちます」

「良かったな、ユリア」

　俺とエインズの会話を聞いて、安心して食事を再開する議員たち。

　エインズにウインクをされた。こいつ、ウインク下手だな。

　でも輸送には氷が必要なんだな。

　氷は冬に山でできた物を切りだして、地下室に保存するのが基本だ。

　南アデルニア南部は暖かく、冬でも水はあまり凍らないため、氷の確保は難なん儀ぎだ。

　つまりそれだけ輸送コストがかかる。

　さらに……、

「ロサイス王の国へ行くとベルベディル王の国で通行税を取られるんですよね……」

　議員の一人が不満げに言う。

　エインズが咳せき払ばらいをすると、その議員は慌てて何でもないですと撤回した。

　食事の席では政治の話はできるだけしないようにしよう、ということか。

　レザドはベルベディル王の国と国境問題を抱えているためあまり仲良くない。

　最後にデザートが運ばれてくる。

　果物が主で、葡萄に柘榴、イチジク。どれも新鮮で美味しかった。




「へえ、結構広いな」

「そうだね。宮殿のお風呂よりも大きい」

「なんか悔しい」

　俺たちは風呂を見て感嘆を漏らした。

　宮殿の風呂は普通のお湯だが、ここの湯は温泉だ。その点レザドの方が優っている。

　今度の新首都で温泉湧かないかな。まあ、最悪馬車で輸送すればいいのだが。

「それにしてもキリシア人は油断できない」

　テトラはぼそりと言う。お前も半分キリシア人の血が流れてるんだけどな。

　だがそれに関しては同感だ。

　なんと連中は俺の風呂の世話のために美女を三十人も用意したのだ。

　アデルニア人、キリシア人、ポフェニア人、ガリア人、ゲルマニス人、ペルシス人などなど……。

　他にもアジア系っぽい黄色人種や黒人まで。選り取り見取りだった。

　ユリアとテトラが俺に抱きついて、そういうのはいらないとはっきり言ってくれたおかげで助かったけど。

　そんな事を思っていると、突然ユリアに背中を叩かれる。

「痛ってえ！」

「ニヤニヤしてる!!」

　くそ……滅茶苦茶痛い……。

「これだから暴力女は。私が背中、洗ってあげる」

　テトラはユリアを一いち瞥べつして、ニヤリと笑ってから俺を座らせる。

　そして困惑した表情を浮かべた。

「何これ？」

「スポンジかな？　多分体を洗うのに使う奴だと思うぞ」

　たしか沐浴海綿とかいう生き物が天然のスポンジになるとか聞いたことがある。

「じゃあこの変な果物みたいな奴は？」

　ユリアが壺つぼの中に入っていた黒い果実を取りだした。

　俺はそれを受け取り、握りつぶしてみる。

　これは……。

「ムクロジ？」

　泡立つな。天然の石せつ鹼けんか。

　でもムクロジってエコ洗剤に使ったりするのは聞いたことあるけど、人体に使ってもいいのか？

　まあムクロジとは限らないか。ここ、異世界だし。

　きっと体に優しいムクロジっぽい何かなんだろうな。

　後でエインズを問い詰めてみよう。

　それはともかく……。

「なあ、二人とも。実はこの実を使ってして貰いたいことがあるんだけど」

　何をしてもらったかはご想像にお任せする。





　　　　　※






　二日目は観光……というよりも視察だ。

　まず最初に向かったのは港だ。

「我がレザドは主にアデルニア半島の塩や、レザドの農地で収穫できた小麦・オリーブなどをキリシア本国に運ぶための基地です。ここの物産はすべてクラリスに集まり、その三分の二がペルシス帝国へ輸出されます。最近は塩以外にも紙で儲もうけさせていただいていますが」

　議員がニコニコと微笑みながら説明してくれる。

　王政国家って王の機嫌一つで外交方針がガラッと変わるから、気を使うのかも。

「この港に停泊する船はクラリスの船だけか？」

「……いえ、クラリスと同盟関係にある西部連合に加盟している都市国家の船はよくこの港を使います。アルトやテルバイの船もたまに立ち寄りますね」

　ふむ、通商破壊したりするほど仲が悪いわけではないんだな。

　ペルシス帝国にもかなりの塩や農産物を輸出しているみたいだし。

　経済的な結びつきは相当強いようだ。

　ふと、俺の目に裸の男たちの集団が映る。

　首輪や足あし枷かせ、服装から奴隷と一目で分かる。

「あれはどこから仕入れた奴隷だ？」

「あれは……多分ガリアですね。ガリアにも植民都市はありますから」

　見回してみると、所々に奴隷がいる。

　ロサイス王の国にも少なくない数の奴隷はいるが、ここまで比率は多くない。

　レザドには鉱山はなかったはずだから、おそらく農場で働かせたり船を漕こがせたりするのだろう。

　人種的には白人──特にガリア人とゲルマニス人──が非常に多い。

「ところで何隻か船を購入したいんだが」

「船ですか？

　失礼ながら……ロサイス王の国には海はありませんよね？」

　ないぞ。でも海以外でも使うところはある。

「川で使いたいのだ。我が国は川が多いからな。海で使う船と川で使う船は勝手が違うのは分かるが……ないか？　さすがのレザドにも」

　俺が少し挑発的に言うと、議員は少しムキになった口調で言い返してきた。

「ありますよ。本国でも水運は使いますからね。何隻お求めで？」

「そうだな……とりあえず十ほど。試験運用してみよう。ところで船大工も雇いたい。修理が必要な時のために」

　俺がそう言うと、議員は募集しておくと約束してくれた。

　人材確保、人材確保。

「次は農場をご覧になりたいとのことでしたっけ？」

「ああ。よろしく頼むよ」





　　　　　※






　エインズはこのつきあいの長い新王を観察していた。

　議員の説明を興味深そうに聞いている。

　エインズはこのアルムスという若者に好意的な感情を抱いている。

　何しろ、自分に多大な利益をもたらしてくれるのだ。

　エインズは最初、アルムスはキリシア文化に興味を抱いているのかと思った。

　多くのアデルニアの有力者たちはキリシア文化を好む。

　質しつ実じつ剛ごう健けん、悪く言えば貧乏くさいアデルニア文化の中で育った者たちからすると、キリシアの豪ごう華か絢けん爛らんで繊せん細さいな文化は非常に魅力的に映るようだ。

　だからエインズは彫刻や絵画、宝石細工などを用意して待っていたのだが……。

　この若者はそんな物には目もくれず船やら農地やら道やらを興味深そうに見るのだ。

　しかも必ずその道のキリシア人を雇いたいと言ってくるのだ。

　まあ、レザドは人の移動に関しては禁じていないので職人が勝手にロサイス王の国へ行く分は問題ない。

　鉄器のように重要な軍事機密で、売買ができるならまだしも道や農地は売れない。

「これは風呂にあった泡立つ実じゃないか」

　アルムスは興奮したような声を出した。エインズはアルムスに駆け寄る。

「これはサルポの実ですね」

「サルポ？」

　アルムスはエインズに聞き返した。

「体を洗ったりするのに使うんですよ。髪や肌がツルツルになるとキリシアでも評判でして。お気に召しましたか？」

「ああ。ぜひ欲しい。月に一度、一定量を買うから王宮に届けて欲しい」

　アルムスは食いつくようにエインズに詰め寄った。

　エインズは少し困惑する。そんなに欲しいかと。

「は、はぁ……な、ならばサルポを専門に扱っている商人を紹介致します」

「ぜひ、紹介してくれ」

　アルムスはエインズの手を固く握りしめた。

「そう、ついでにあのスポンジをくれないか？」

「スポンジですか？　分かりました。お土産にご用意しますよ」
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　俺たちは農場を見たあと、テトラが希望した図書館に向かった。

「素晴らしい本の数だな」

「お褒め頂き、ありがとうございます。このレザドには三万巻の本があります。アデルニア半島では最大級かと」

　俺は図書館内を見回す。主に本はパピルスでできているようだ。うちの紙は見当たらない。まあ写すのは手間だしな。

「ところで世界最大の図書館はどこにあるんだ？」

「……確かペルシスのジャムシードにある帝立図書館の蔵書数二十五万巻が最大だったかと。キリシアで最大は十万巻のクラリス国立図書館です」

　確かアレクサンドリア図書館が約七十万巻だったよな。

　それを考えるとかなりの規模だな。ペルシスの図書館は。

「我が国にもこんな図書館が欲しいな。ところで……写本をするとしたら一冊いくらかかる？」

「それは人件費という話ですか？」

　話を聞く限り、やはり著作権的な概念は存在しないようだった。

　本は自分の考えを広めるために書くのだから、むしろ写本大歓迎と。

　費用は紙と写本の人件費。まあこれが凄く高いんだろうけどね。

「そうだな。国が落ち着いたら頼みたい。いいかな？」

「はい。いつでもいいですよ」

　議員が笑顔で答える。

「さて、次は神殿に向かうか。おい、テトラ。行くぞ？」

「ん……先に行ってて。私は後で合流するから」

　テトラは本に釘くぎづけになっていた。仕方がないな。

「じゃああいつは放っておいて次に行こうか」

「宜しいので？」

「待ってたら日が暮れるぞ？」

　俺は冗談交じりに言った。




　ユリアは熱心に神殿を鑑賞し、神官長と熱く語り合っている。

　あいにく俺はそこまで宗教には興味がない。

　よって手持ち無ぶ沙さ汰たで暇である。なので、エインズに話しかける。

「キリシアではどんな神様を奉たてまつっているんだ？」

「都市国家によって異なります。クラリスの主神は商売と黄金の神です。クラリスの植民都市である我がレザドもまた、同様ですね」

　やっぱり多神教か……一神教は存在しないのかな？

「一柱の神しか信じないような宗教って、あるか？」

「まあ……ユルタ人共はそういうよく分からない神を信じていますね」

　あるにはあるようだ。少なくとも、まだ世界的な地位は低いようだが。

　エインズと話していると、ユリアが帰ってきた。

　後ろには数人の神官が金色の像を抱えている。

「ねえ、アルムス。金貨十枚寄付すれば分霊してくれるって」

「その金ピカが神様か？　まあ金貨十枚ならいいけどさ」

　金色の像で金回りが良くなるとは思えんが、まあ気の持ちようか。

　偶ぐう像ぞう崇すう拝はい万ばん歳ざいだ。

「何その変な金色」

　テトラがぼそりと呟つぶやく。図書館に置いてきたはずだが……いつからそこにいた？

「さっき帰ってきた。これ、くれるって」

　手にはパピルス紙の束を何枚も持っている。

　駄々をこねて動かないテトラに見兼ねてくれたのか……。




　その後、俺たちは市場を見て回ってから……。

　夕食を食べ、風呂に入って……早いうちに就寝した。

　翌日の外交交渉のために。
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　レザドには敵国が五つある。

　まずは二つ、隣国で同じキリシア系都市のゲヘナとネメス。

　レザドの宗主国であるクラリスは、ゲヘナの宗主国のアルト、ネメスの宗主国のテルバイと敵対関係にある。

　海上交易でも敵対し合い、商圏を奪い合う関係なので仲が悪い。

　だが同じ民族同士なので、国が滅ぶまでの戦争は起こらない。

　喧嘩するほど仲が良い……とまではいかないものの、そんな関係である。

　次の二つはペルシスとポフェニア。

　ペルシス帝国とキリシアの都市国家群は何度も戦争をしている仲なので、これは当然と言える。

　だがペルシスは西テーチス海にまで進出していないため、レザドとぶつかり合うことはあり得ない。

　逆にポフェニアとは激しくぶつかり合う可能性がある。

　ポフェニアはアデルニア半島からすぐのところにあり、大陸を挟んで存在するトリシケリア島をキリシア諸国と奪いあっている。

　トリシケリア島への前線基地でもあるアデルニアのキリシア三国は当然、常にポフェニアからの脅威に晒さらされている。

　もっとも、現在は戦争中ではないので差し迫った脅威ではない。

　現在のレザド最大の敵。それはベルベディル王の国だ。

　レザドとベルベディル王の国の間には小国家群が乱立している。

　南部に小国家群が多いのは、現地のアデルニア人や植民にやってきたキリシア人の勢力が入り乱れていることが原因である。

　レザドとベルベディル王の国の間には、キリシア系アデルニア人の小国家があり、両国ともその地域の支配権を奪いあっているのだ。

　小国家も情勢次第ですぐに乗り換えるので決着がつかない。

　レザドが我が国と同盟、または友好関係を結びたい理由はこれだろう。

　ベルベディル王の国は人口約十万。レザドは約六万。

　レザドは国力の多くを海軍に割いているため、陸軍は貧弱である。

　よって正面からぶつかればレザドの勝ち目は薄い。

　頼りの本国はペルシス帝国の怪しい動きを警戒して、動けない。

　だが我が国と同盟を結べれば話は変わる。北と南から挟み撃ちにできる。

　少なくともベルベディルは我が国を警戒して、対レザドに全力を出せない。

　というのがレザドの狙いであろう。




「軍事同盟は見送らせてもらいたい」

　俺はレザドの提案を蹴った。

　議員たちの表情に失望の色が見える。だが予想はしていたのか、すぐに顔を上げた。

「理由を聞かせていただいても宜しいですか？」

「ベルベディル王の国を刺激したくない。我が国とベルベディル王の国は今のところ、敵対していない」

　ベルベディル王の国は隣国。国力が回復しきっていない今は関係を拗こじらせたくない。

　たとえベルベディル王の国が我が国よりも遙かに国力で劣る相手だとしてもだ。

　それに我が国とレザドを行き来する商人は必ずベルベディルを通る。

　国境封鎖されると厳しい。

「ただ、友好条約を結ぶ分ならば問題ない。貴国とベルベディル王の国の間の係争地に関しては好意的な中立を維持しよう」

「好意的中立ですか……分かりました。まずは友人としての関係から始めましょう」

　俺とクラリスの議長の間で握手が交わされる。

「では交易についてです。我が国の商人が貴国へ入国する時、少なくない関税を払っている。これをなくして頂きたいのです」

　レザドからの条件だ。つまりクラリスの商人だけ特別扱いしろということだ。

　関税は確かに大切な税収ではあるが……関税に関してはなくしてもいいと思っている。関税がなくなっても、売上税は取る。

　それに商人が大勢訪れて、経済活動が活発化した方が……最終的に税収も上がるだろう。でも無償で関税をなくすわけにはいかない。

「いいだろう。その代わり、キリシアの技術や写本に関しては全面的な協力を要請する」

「分かりました。善処致しましょう」

　さて、用事はこれでほとんどが済んだ。後はオマケのようなものだが……。

「それとこれはできればの話だが……ポフェニア情勢や東テーチス海の情勢を教えてもらえないだろうか？　こちらもそれなりに集めてはいるが、我々だけでは限界がある。貴国に情報を提供して頂けるとありがたい。代わりと言っては何だが……ベルベディル王の国の情報が手に入れば、貴国に提供しよう」

　キリシア商人からかき集めた情報で、ペルシスが大規模な艦隊を造り、大規模な軍事演習をしているということはすでに分かっている。

　近い内にキリシアとペルシスの間で、第三次ペルシス・キリシア戦争が勃発するとの噂だ。

　遠く離れたアデルニア半島だが、その影響は確実に波及してくる。

　もしキリシアがペルシスに敗れたら、テーチス海の勢力図が大きく塗り替わるだろう。

　情報はできるだけ集めておきたい。

「ええ、分かりました。情勢が動き次第お伝えします」

「ありがとう。感謝する」

　これでレザドでの用事は終わりだ。

　次はネメス、ゲヘナの順で訪問して同様の外交を行う。

　この二か国とは友好宣言は結ばないものの、関税などの経済分野や技術及び人材に関してはレザドと同様の条約を結ぶ。

　この二か国がレザドに一人勝ちされたくないからか、俺が王になった時から積極的にラブコールを送ってきていた。

「あの、この後ゲヘナに向かわれるんですよね？」

「ゲヘナはネメスの後だが、確かに訪問する予定だ。それがどうした？」

　エインズが突然尋ねてきた。

　俺が三国全て訪問するつもりであることはとっくに分かっていたと思うが……。

「ゲヘナの僭せん主しゆ、アブラアム閣かつ下かにはお気をつけください」

　何をどう気をつけろというんだろうか……。
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「ねえ、アレク。見に行かなくていいの？」

「何を？」

　元ポフェニア貴族のアレクシオス・バルカとその恋人で呪じゆ術じゆつ師しメリアは身分の差を乗り越えるために駆け落ちして見事に成功した。

　トリシケリア島についてからすぐにキリシアの植民都市に入り、そこから三日でアデルニア半島に移動し、レザドへ辿り着いたのだ。

　ポフェニアからの追手は完全にまいた。

　ポフェニア政府としては活躍を期待していた将軍と呪術師の駆け落ちのため、全力で包ほう囲い網もうを張ったのだが、発見できずに終わったのである。

　もっとも、ポフェニア名門家のバルカ家はいまだに全力でアレクシオスを探しているため油断はできないのだが。

「ロサイス王の国の新王。レザド……というかキリシアの植民都市にアデルニアの王様が自ら来るなんて史上初らしいじゃない」

　ロサイス王の国が輸出している紙という物資の噂はレザド中に広まっていた。

　今、レザドの商人たちにとってロサイス王の国は旨みのある市場。

　レザド市民も悪い感情は抱いていなかったために、歓迎ムードである。

「ああ。噂の人か。隣国との戦争帰りで、軍を解体せずにそのまま反対勢力を奇き襲しゆうで根こそぎ斬り払ってしまったという。あれは凄いね。内乱を一瞬で終わらせられる王は少ないよ。兵士たちや豪ごう族ぞくも同胞を殺すのには躊ちゆう躇ちよしてしまうしね」

　だがロサイス王の国の新王は、戦勝で兵士たちの士気を高揚させることでそれを実現した。兵士たちの熱狂で、豪族たちもやり過ぎだと反対できない空気を作り上げたのだ。

　アレクシオスはその新王の手腕を評価していた。

「そうか。やけに騒がしいと思ったら今日だったんだね」

「そうよ、それで見に行く？」

「いや、いいよ。そこまで興味はないからね」

　そう言ってアレクシオスは読んでいた本に視線を移す。それは東方の兵へい法ほう書しよだ。

　メリアの心に針で刺されたような痛みが襲った。

　アレクシオスが兵法書を読んでいるということはまだ軍隊に──つまり戦場に未練を持っているということだからだ。

「ねえ……後悔してる？」

　アレクシオスはメリアを見上げる。

　一瞬怪け訝げんそうな顔をした後、慌てて兵法書を閉じた。

「いや、君との生活には少しも後悔してないよ」

「でも戦場から離れたことは後悔している？」

「いや……うん、正直に言うとそうだね。僕はどうやら戦場がかなり好きだったみたいだ」

　人間、失ってから気づくものがある。

　とはいえ……、

「でもポフェニアには戻る気はないね。あの国のために戦うのはもうこりごりだよ。議会はしょっちゅう戦場に口を出してくる。そのせいで勝利を逃した事だってある。その癖くせ、一度でも敗戦した将軍は平気で死刑にする。やってられないね」

　アレクシオスは肩を竦すくめた。アレクシオスのポフェニアへの愛国心は非常に薄い。

　メリアはその理由を深くは知らない。気にならなくはないが、本人が話したがらないことを無理に聞いたりはしない。

　だが原因は不仲の家族への抵抗心であるということは容よう易いに想像できる。

　アレクシオスと家族は非常に仲が悪い。

　アレクシオスの家族はポフェニアに魂を捧げたような家なので、その家への嫌悪感が直接反母国感情に結びついているのだろう。

　アレクシオスとその家族が不仲の理由も聞いてはいないが、原因はアレクシオスの瞳だとメリアは思っている。

　アレクシオスはいわゆるオッドアイ……虹こう彩さい異い色しよく症しようだ。

　ポフェニアでは左右で瞳の色が違う子供は呪われた子であるという伝承がある。

　その辺で何かあったのだろうとメリアは推測している。

　だがメリアからすればアレクシオスの家族などどうでもいい。

　会うことなど永遠にない。他人も同然だ。

　メリアは孤児院……正確に言えば呪術師の適性のある子供を親元から離し、国家に忠実な呪術師にする施設、通称『孤児院』の出身なので親の顔など知らない。

　別に会いたいとも思わない。いまさら自称両親が現れても困るだけだ。

　だから両親が大切という一般的な感情も共感できないし、アレクシオスのように憎しみを抱くほど嫌いという感情も共感できない。

「レザドで将軍をやるというのは？」

「まあ、一時的に頼まれてならやるかもね。でも忠誠を誓えというのはないね」

　アレクシオスの存在はレザドの上層部の知るところとなっている。

　そもそもアレクシオスがポフェニアに見つかっていないのはレザド上層部の協力のおかげでもある。

　もっともレザド上層部が二人に協力姿勢を示しているのは、ポフェニア有力貴族のバルカ家へのカードや、優秀な将軍であるという理由が大きい。

　レザドは商人の国家なので、傭兵を集めることは苦労しないがその傭兵を指揮することには苦労する。

　もしもの時があれば……とレザド上層部は思っているのだろう。

「それに僕にとって一番大切なのは君だ。二番目に大切なモノはここにいるしね」

　アレクシオスはメリアのお腹に触れる。メリアの口元が和らぐ。

　二人の唇が触れ合った。
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　レザドを発った後、俺たちは隣国のネメスを訪問した。

　ネメスは領内に良質な鉄を産する鉄鉱山を有している。

　今、鉄を欲している我が国としては是非とも友好的な関係を結びたい。

　そんなわけで……基本的に貿易に関してはレザドと同様の条件で条約を結んだ。

　また……何人か、優秀な鍛冶師を引き抜くことにも成功した。

　さてネメスの次はゲヘナだ。

　一応予定ではゲヘナで新婚旅行及び外交はお終いである。

　さて、このゲヘナという国だが……少々特殊な国である。

　ゲヘナはキリシアのアルトという都市国家の植民都市だった。

　だが今では実質的に独立を果たしている。

　アルトは直接民主制を採用する共和制の国だが、貧富の差が大きい。

　そんなアルトの政治制度を受け継いで生まれたゲヘナだが……今から二十年ほど前に政変が起こった。

　アブラアムという政治家が、無産市民や小作人、借金で債務奴隷秒読みの人々を率いてクーデターを起こしたのだ。こうしてゲヘナはアブラアムの手の中に落ちた。

　アルトはゲヘナから追い出された政治家の要請に従い、アブラアムを追撃すべくゲヘナに攻撃を仕掛けた。

　だがアブラアム指揮下の兵士たちの抵抗は激しく、なかなか勝負はつかなかった。

　裏で他の都市国家の支援があったからでもある。

　そのうち、アブラアムの外交が功を奏して反アルト連合軍が手薄になっていたアルトに急きゆう襲しゆうを仕掛けた。

　結果、アルト軍本国の防衛のために撤てつ退たいせざるを得なくなり……ゲヘナから撤退。ゲヘナは完全に独立を果たした。

　現在のゲヘナはアブラアムの独裁下にある。

　さて、このアブラアムには悪い噂と良い噂の二つがある。

　悪い噂は反対派の人間を根こそぎ皆殺し、もしくは国外退去に追い込んだこと。何しろ多数派の貧民は全員アブラアムの味方である。逆らえるわけがない。

　良い噂は富の再分配と産業の育成に努めたこと。

　豪農や豪商もアブラアムに逆らわなければ、ある程度の資産は没収されながらも殺されはしなかった。

　アブラアムは反対派から没収した土地を貧民に分け与えて、自作農の再生を試みた。

　また、無産市民を常備軍とすることで失業者対策を施した。

　それでも吸収できない貧民には小麦の配給を行い、飢えることはないようにした。

　そして一番の功績は国内にあった金山の開発。

　ゲヘナには小規模だが金山があった。だが技術力と労働力、資金が足りず掘ることはできなかった。

　そこで鉱山開発では一枚上手を行くペルシスやポフェニアから鉱夫を招き、大規模な開発を行った。資金源は反対派から没収した金である。

　さて、そんな二面性のある人物が……現在俺の前にいた。

「貴殿がロサイス王の国の新王ですな？　私はゲヘナの第一人者アブラアムと申します」

　アブラアムは俺に対してそう名乗った。

　今までのキリシア諸都市の議員たちは下手気味だったが、この人は違うな。

　数十人集まって国家権力となる議員と、一人で国家権力足り得る僭主の違いか。

　王とほとんど変わらぬ存在だ。

「アブラアム閣下。私もお会いできてうれしい」

　俺とアブラアムは握手を交わす。

　それにしてもこのおっさん、どっかで見たことあるような気がするんだよな……。

　気のせいか？

　ふと俺は違和感に気づく。おっさんの視線が俺に向かっていないのだ。

　いや、俺はおっさんに見つめられたいわけじゃない。

　だけど、普通握手してるのに余よ所そ見みするのか？

　握手が終わった後も、アブラアムの視線は俺より少し外れた方向にある。

　その視線の先を辿ると、テトラがいた。

　どういうわけかテトラもチラチラとおっさんを見ている。

　どういうことだ？

　だが余所見していることに俺が気づいた、ということにアブラアムは気づいたらしく照れ笑いを浮かべながら提案した。

「本来なら観光と申し上げたいところですが……もうさんざんレザドやネメスで連れまわされたでしょう。そろそろ飽きてきた頃合いではありませんかな？　私としては早速外交交渉に移りたい。明日の朝、早くから始めよう」

　展開が早いな。でもさんざんキリシアの技術力は見てきた。

　特別ゲヘナの技術力が優れているようには見えない。

「分かった、では明日の朝。お話ししましょう」

　こうして早朝に話し合いが行われることになった。




「ねえ、テトラ。なんであのおじさんと見つめ合ってたの？　恋しちゃった？」

　ユリアが面白半分にテトラに聞いた。さすがにそれはない……と信じたい。

「ふざけないで。私はあんなおっさんに恋したりしない」

　そう言ってテトラはユリアの頭を杖でポカリと叩く。ちょっと怒ってる顔だ。

　そりゃ目の前に俺がいるのにそんな質問したらな……。

「私はあなたが好きだから」

　テトラはそう言って俺に抱きついてくる。

　俺はテトラを抱え上げてキスした。テトラは小柄なアデルニア人の中でも一回り小柄なので、とても軽い。

「それで見つめ合ってた理由は？」

「……なんかどこかで見たことがあるような顔をしていた。凄い身近な気がする」

「それは俺も感じた」

　あのおっさん、どこか見たことあるんだよな。どこでか分からないけど。

「アルムスも運命を感じちゃってるの？」

「違う。そっちの趣味はない」

　あってもあんなおっさんは選ばない。可愛い男の娘を選ぶ。

　頭が若干砂漠化が進んでるおっさんだぞ？　万が一にもあり得ない。

「でも、ユリアも見たことあるような気がしない？」

「うーん、私は分からないな……私、鈍いのかな？」

「分からないものは分からない。仕方がないな。どうやらアブラアム閣下もテトラのことが気になってるらしいし。機会があったら聞いてみるよ」

　その日は早く寝て……。

　翌日、会談が始まる。




「貴国が我が国に求めているものは分かる。キリシア語の読み書きや計算ができる人材。そして道路や治ち水すい整備、鉱山の開発を指揮する現場指揮官。ですな？」

「話が早くて助かりますね」

「すぐに募集をかけよう。貴国で一ひと旗はた揚げたい者はたくさんいるはずだ」

　一部の野心に溢れる若者は国を出たがる傾向がある。イスメアのように。

　自国での出世は熟年の職人たちが上にいるため、若者たち自身も年を取るまで待たなくてはならない。

　それはそれで決められたレールであるため、安心して歩く若者は多いが、中にはせっかちな者もいる。

　ロサイス王の国には熟年の職人などいないので、最初から高い地位につける。

　それにうちの国の国力が急速に増大しているのも大きい。

　新王も若くて積極的……となれば勝ち馬だと思う人間も多いのだ。

「関税はゼロにしますよ」

「それはありがたい」

　当然だが……見返りも必要だ。まず関税の撤廃で商売をやり易くするのが一つ。

　あと、これは見返りとは言えないが……我が国がキリシア人を大勢受け入れることで、我が国そのものが親キリシア的になってくれることを、彼らは望んでいるのだろう。

　だから人材を派遣してくれる。

　逆説的に言えば、キリシア化されてしまう可能性も高まるので……。

　毒にも薬にもなるな。

「あと海外の情報を頼めますか？」

「無論、伝えられる範囲ならば。キリシアの諺で『知は金よりも重い』と言いますからな」

　二つ返事で引き受けてくれた。非常にやり易い。

「ところでゲヘナはルプス族の領域と接しているが……交易をしたりしているんですか？」

「交易？　はは、あんな連中と交易ができるわけがない」

　アブラアムの話だと、むしろ略りやく奪だつされて酷ひどい目に遭っているらしい。

　交易で儲ける額よりも略奪の被害が大きいため、国境線には防衛線を築いて国内に侵入しないようにしているとか。

　ルプス族との交渉は無理だな。まあ、俺の即位の時も人一人送ってこなかったような連中だし、元々望み薄だったけど。

「アルムス殿。ところで一つ聞いてよいでしょうか？」

「何でしょうか？」

「あなたの妻の一人はキリシア人のハーフだと聞いています。……彼女の母君の名を教えて頂きたい」

　テトラの母親の名前？　何だっけ？　覚えてないな。

　テトラ自身もそこまで記憶にないらしいし、当然俺は会ったこともないわけである。

　テトラは家族の話を滅多にしないので、分からない。

「申し訳ない。テトラの母親は彼女が幼いころに殺されていて……あまり話題にすることがない。彼女を呼んできましょうか？」

　いつだか話していたのは覚えている。テトラに尋ねれば分かるだろう。

「死んでいるのですか……お願いします。ぜひ名前を確かめたい」

　アブラアムは縋すがるように言った。





　　　　　※






　テトラとアブラアムを引き合わせると……二人はしばらく見つめ合った。

　最初に口を開いたのはアブラアムである。

「テトラ殿。あなたの母親はキリシア人だと聞いている。そこで一つ尋ねたい。あなたの母君の名前は……ヘレンという名前ではないか？」

「……そう。私の母親はヘレン。よくご存じで」

「当然だ……ヘレンは私の娘だからな」

　なるほど……妙に見覚えがあると思ったら。このおっさん、テトラに似てるんだ。

　そっくりではない。多分テトラは父親似だ。

　だけど……言われてみれば確かに似ていると気づける程度には似ている。

　気づけなかった理由は体格だ。

　このおっさんはチビで定評のあるキリシア人にしてはデカい。そして筋肉がスゴイ。

　逆にテトラはチビで定評のあるキリシア人の中でも小さい。

　これじゃ分からない……と言い訳してみる。

　だが本当にこの二人は血が繋がっているのだろうか？

　他人の空似というのは十分あり得る話のような気がするが……。

「……証拠がない。似ているというだけで私の母親があなたの娘ならば、私の家族は無限に増えてしまう」

　テトラが反論した。

　世界には同じ顔の人が三人はいると聞く。ちょっと似ているくらいなら、いくらでもいるだろう。

　というか何で僭主の娘がアデルニアのド田舎豪族に嫁ぐのよ。

「血縁関係にあるかどうかは呪術で判別できる。知っていますな？」

「……じゃあ、確かめよう」

　テトラがそう言うと、アブラアムの奴隷が器と何かの草、ナイフを持ってきた。

「ねえ、アルムス。ユリアを呼んできて。ユリアの方が適任」

「まあ、それもそうだな」

　あいつなら間違えることはあり得ないし、あちらが何か仕込んでいても気づくだろうから。




「いやいや、さすがにそんなことないんじゃないかな？」

　ユリアは否定しながらも、準備を始めた。

　水を器に満たし、磨り潰した薬草を入れる。

　ぶつぶつと何か呪文のようなものを呟いて二人の前に差し出した。

「ではアブラアム閣下。血液を」

「ああ」

　アブラアムはナイフで自分の指に傷をつけ、血を垂らす。

　血がぽたぽたと水面に落ち、波紋を作る。

　血液は煙のように水の中に広がり、溶け込んでいく。

　水が少しピンク色に変化したところでユリアはアブラアムにやめるように指示を出した。そして別のナイフをテトラに手渡す。

　テトラは無言で親指にナイフを押し当て、傷を作る。

　血が水面に落ちると、仄ほのかに発光した。

「間違いない……まさか……」

「つまり本当に？」

　俺が聞くと、ユリアは頷いた。





　　　　　※






「まさかグリフォンの息子殿でロサイス王の国の新王が私の孫だとはな!!」

　アブラアムは上機嫌である。

　ところで俺は本当にこの人の『孫』なのだろうか？

　孫の夫は孫なのか？

　さて……どうしようか……。

　俺は身内がいない。だからこういう頼れる身内が増えるのは良いことである。

　僭主という立場はあまり外がい聞ぶん的に宜しくないが、それはキリシア人の中だけだ。

　アデルニア人は王をおく習慣のある国が多い。だから問題はない。

　問題ないけど……。

「ところで曾ひ孫まごはいつ生まれるのだろうか？」

「えっと……今のところは予定は……」

　俺がテトラに目配せすると、テトラは首を横に振る。

「それはいかんな。私はもう五十。そう長くはない。死ぬまでに曾孫を見なくては死にきれない。そうだな……」

　アブラアムは鈴を鳴らす。すぐに奴隷がやってくる。アブラアムは奴隷に命じる。

「あれを持ってこい。分かるな？」

「はい。あれですね」

『あれ』で分かるのか……お前ら夫婦かよ。

　奴隷は綺麗なガラス瓶を持ってきた。中には金色の液体が入っている。

「これを贈ろう。蜂はち蜜みつ酒しゆだ。女王蜂は子供をたくさん産むという」

　アブラアムは上機嫌で瓶をテトラの手に押しつける。

「あ、ありがとうございます……えっと……閣下……」

　テトラは酷く複雑そうな顔をしていた。凄い動揺している。

　目は泳いでいて、何度もアブラアムの顔を見ては逸らす。そして時折俺やユリアに視線を送って、助けを求めてくる。

　こんなテトラは初めて見るかもしれない。

　家族は夫（とユリア）だけだと思ってたら突然お爺ちゃんが現れた。

　しかもお爺ちゃんは僭主という独裁者で、世間一般的な考えで言うと悪い人。

　そしてそのお爺ちゃんに蜂蜜酒を下ネタ混じりの台詞せりふと共に手渡される……。

　うん、わけ分からんな。

「この事実が明らかになれば我が国と貴国の仲は一層と深まるでしょうな」

　つまり公表するつもりなのか……。

　アブラアムと俺が親しん戚せき関係になるのはけして悪い話ではない。

　ユリア繋がりの親戚しかいない俺からすると、バランスが取れて良い。

　だが問題はテトラの子供とユリアの子供のどちらを王位に就つけるかという面倒な問題に発展する。

　まず第一に、俺はユリアと結婚することで王おう位い継けい承しよう権けんを得た。

　だからユリアの子供を次の王にするのが筋というものだ。少なくとも揉め事は起きない。

　だがテトラの子が次の王になるのが不可能か？　と聞かれるとそうでもない。

　アス家は元を辿ればディベル家と同じようにロサイス家の分家である。

　故にテトラの子もロサイス王家の血を継いでいる。だから資格は存在する。

　ユリアが最初に男の子を産んでくれれば丸く収まるが、世の中そう上手くいくとは限らない。

　現在の力関係は圧倒的にユリアの方が上であるため、間違いなく次の王はユリアの子だ。先に産まれようとも、後に産まれようとも。

　だが、テトラの背後にアブラアムを中心とするキリシア人勢力が結びつくと、状況が変わり、面倒なことになる。

　何しろ俺は官僚などの人材にキリシア人を充てようと考えているのだ。

　キリシア人の割合が大きくなる官僚からすれば次の王はキリシア人の血が入っている方が嬉しいだろう。

　つまり後々の内紛の種になる可能性があるのだ。

　ああ……頭が痛い……とはいえ、隠す大たい義ぎ名めい分ぶんもないしな。

「公表についてですが……次の新年とかどうでしょう？」

　今は六月だ。つまり公表は七か月後になる。

　その頃までには国内も完全に纏まっているだろう。

　国内がまだ不安定なので……できれば先延ばしにしたい。

「まあそうですな。その方がキリも良い。そうしましょう」

　とりあえず時間稼ぎはできた。

　まあ時間を稼いだからといってどうなるかと言われればどうにもならんのだが。




　こうして新婚旅行は幕を閉じた。





　　　　　※






　アルムスが去った後、アブラアムは側近を呼び寄せた。

「ロサイス王の国へ送る人材だが……何人か鼠ねずみを忍ばせておけ」

　スパイを送るのはレザドもネメスもやっているだろう。

　ロサイス王の国へ簡単に怪しまれずにスパイを送るチャンスであったため、どの国もあっさりと受け入れたのだ。

　もっとも、それは新王も理解しているはずだ。理解した上で、リスクよりもリターンが上回ると判断したのだろう。

　おそらく連れ帰った官僚には最重要な資料は扱わせない。

　分かるのはどうでもいいような情報や、断片的で一つでは意味をなさない情報だ。

　だが百パーセントではない。たとえ一パーセントでも確率があるなら試す価値は十分にある。

　それに国内の内情も今までよりは分かるようになる。

　キリシア人はアデルニア人と同じ肌の色だが、話す言葉が違うため目立ちやすい。

　だがロサイス王の国へあれだけ送ることができれば、ロサイス王の国以外の国々の情報も集めやすくなる。

「それと今のうちに準備をしておけ。何が何でも俺の曾孫を王おう太たい子しにするぞ」

　ゲヘナ一国では難しい。だが一国でやる必要はない。

　新年の発表と同時に他の三か国と連絡を取り合い、工作を開始する。

　キリシア人商人の財力とロサイス王の国にいるキリシア人官僚たちの力を合わせれば困難なことではない。

　問題は豪族だが……。

「時間をかけてロサイス王の国の豪族どもに贅ぜい沢たくを覚えさせろ」

「分かりました。友好のため……ということで香辛料や金きん細ざい工く、ガラス細工を山ほど贈っておきます。あの新王もかなり買い込んでいましたしね。彼が見せびらかせば豪族も欲しがるでしょう」

　アデルニア半島の文化は質実剛健、悪く言えば貧乏くさい。

　肉は豪族と言えども狩猟で捕らえたイノシシの肉などで、太らせた豚などは新年や宴会の席で出される程度。

　豪華な金細工も買う人間はいるが、全ての豪族が欲しがっているわけではない。

　だがこれからはロサイス王の国へ行くキリシア人商人が増える。

　品数も増えれば、興味を示す豪族も増えるだろう。

　豪華な品物を買うには貨幣がいる。だが貨幣は畑では収穫できない。

　貨幣は容易に集められないが……贅沢はしたい。

　ならどうするか？　答えは一つ、借金だ。

　投資を持ちかけるというのもアリだろう。大損させて借金漬けにしてしまう。

　そうすれば……。

「俺たちの言うことを聞く豪族の完成だな。せめて四分の一は確保したい。それだけいれば強引に持ち込めるだろう」

　あとは平民を扇せん動どうするという選択肢もアリだ。

　ロサイス王の国の平民は自作農で、全員が兵士でもある。

　今は豪族、王に従わなくてはならないと思い込んでいるが……。

　彼らがキリシア人の政治制度を知ったらどうなるか？

　扇動を辞めさせたければテトラの子を王太子にせよ……。

　とあの王に圧力をかけるのもアリだ。

　それにどんな女も好きな男の一番になりたいものだし、子供を第一の後継者にしたがるものだ。その男を愛していれば愛しているほど。

　口では不満はないと言っても、全く心に不満を抱かずにいられる人間などいるだろうか？　いやいない。

　孫に会いに行くのは何も不思議なことではない。

　アブラアム自ら赴き、囁ささやいてやるのだ。

　お爺ちゃんが何とかしてやると……。

「ふふ、ヘレンが死んだことは思うところがないというわけではないが……まあ元々死んだと思っていた娘だ。それより最高の贈り物を残してくれた。親不孝者だと思っていたが……撤回せねばな。親孝行な娘だよ。くくくっ……」





　　　　　※






「いやあ、なかなか楽しかったな。旅行」

「うん。キリシアの芸術品とかも綺麗だったし」

「本もいっぱい手に入った」

　どうやらユリアもテトラも満足してくれたらしい。良かった良かった。

　……まあ面倒なこともあったけど。

「あとはキリシアから後で来る人材のための家とか準備しないとね」

「ああ。あと大事なのは防ぼう諜ちよう対たい策さくだな」

　もし俺がキリシア人なら大量の人材の中にスパイを混ぜる。

　守らなくてはならないのは紙と黒こく色しよく火か薬やくの技術。特に大事なのは黒色火薬。

　紙は……まあそこまで難しいモノでもないから、盗むまでもなくコピーされると思う。魔術に関しては心配していない。あれは盗もうと思って盗めるものではない。というか、そんな簡単に盗めるならば誰も苦労はしない。

　見様見真似でできるものではない。

「とりあえずライモンドと相談しないとな」




「というわけでライモンド。防諜を強化したいと考えている」

「なるほど。ごもっともです。……とりあえず紙と黒色火薬を製造している者には監視をつけましょう。それとある程度の高い給料を」

　人は職を失うことを恐れる。

　秘ひ密みつを話せば当然失業……どころか秘密漏ろう洩えいで裁かれることは誰でも理解できるし、技術が流る布ふして競争相手が増えれば自分たちに大きな皺寄せがくるのは目に見えている。それでも話してしまう者はいる。なぜか？

　要するに給料が安いから、待遇が悪いからだ。

　つまり高い給料を出して、国がお前たちを重要視している……と示せばある程度抑止できる。

　紙に関しては給料を二、三倍に上げたとしてもまだまだ儲けがあるし、黒色火薬は儲けを考えるようなものではない。

　高い給料を出した上で監視役をつければまず大丈夫だ。これで漏れたらその時はその時だな。完全な防諜体制など不可能だ。

「監視にはイアルを責任者にしよう。あいつはそっち方面は得意そうだし」

「私も賛成です。彼ならやり遂げてくれるでしょう」

　とりあえず技術流出問題に関しては問題ないか……。

「もう一つ、私としては技術以外……国内の軍事行動の情報を横流しにする連中を取り締まりたいですね」

「それができるとしたら俺たちの身の周りの人間だぞ。そんな奴が？」

　つまり豪族やその親戚の中に裏切り者がいると？

「まさか、それはあり得ません……が、結果的に裏切り者をさせられている可能性は十分にあり得ます」

　結果的に？

　つまり自分は裏切り者ではないと思っているが俺たちからすれば裏切り者……。

　無意識のうちに情報を横流しにしている奴……ということか。

　そんなこと、あり得るのか？

「人が一番防呪的に無防備になるのはいつだと思いますか？」

「それは……セックスの時だろ？　それくらいは知っているが……」

「豪族の家長は男です。そして呪術師は基本的に女です。分かりますね？」

「いやいや、あり得ないだろ。俺だって軽い防呪技術は身につけている。そりゃセックス中に本気になったユリアにやられれば間違いなく催さい眠みんにかかる自信はあるが……。そもそもユリアクラスはそうそういないだろ。それに護衛の呪術師が呪術の残り香を嗅ぎつける」

　呪いは守りよりも攻撃の方が遙かに難しい。これは呪術の基礎だ。

　ある程度の防呪技術を身につけていれば、相手がよほどの術者でもない限りは防げる。

「その護衛の呪術師本人が間かん者じやだったらどうです？　……まあ豪族本人を直接狙うというのは少々言い過ぎでしたけど。順当に考えればその部下や、宮殿に仕えている官僚辺りでしょうね。その辺りはまともな防呪技術を学んでいる者が少なくなりますし、毒などの警戒もしませんから」

　確かにその辺の警戒の薄い連中に催眠をかければ成立する可能性はあるな……。

「じゃあ俺が突然召めし使つかいに刺される可能性も？」

「……さすがに直接行動させるのは無理では？　まあ常日頃から召使をイジメて、反感を買っているなら別ですが……王は宮殿住の奴隷からも大人気ではないですか」

　それもそうだな。あり得ないか。

　ユリアも「やりたくないことをやらせるのは物凄く難しい」と言ってたからな。

「とはいえ、話をさせるくらいなら簡単ですよ。別に呪術抜きでも口が軽い奴はいますしね」

「まあなあ……悪気なしでポロポロ話す奴は実際いるしな」

　そういう奴に限って「誰にも言わないから！」と言うわけだけど。

「で、まさか推測だけでそんな話をしたわけではあるまい？」

「ええ、確固たる証拠はありませんが十分警戒するに足る情報源はあります」

　そういってライモンドは俺に紙の束を手渡してきた。

　紙には『国家呪術師登録票』と書かれている。

　つい最近、まとめ終わった資料だ。もっともここに書かれているのは名乗りを上げてやってきた呪術師だけで、実際にはまだまだ呪術師は国内にいるだろうと推測される。

「そいつは俺も目を通したぞ。何か変なところがあったのか？」

「豪族が抱えている呪術師のうち、十二人が我が国出身者ではありません」

「別におかしなことではないだろ。呪術師が職を求めて各地を放ほう浪ろうするのはよくあるじゃないか」

　呪術師は誰もが欲しがる人材だ。故に高い給料を求めて各地を移動し、士官しようとする。

　替えが利きかない人材だから、こういうことができるのだ。

「面接資料をお読みに？」

「軽く目は通したが……」

「十二人中、八人にガリア訛なまりが確認されたそうです。つまりロゼル王国出身です。……昔からあの国の耳の良さは有名だったんですよ」

「仮に八人がロゼルの間者だったとしよう。でもそいつらはつい最近来たわけじゃない。もう十年以上前からこの国にいるんだろ？　しかもお前の説が正しければ我が国だけではなく、他の国……特に国境を接しているドモルガルとかには我が国の数倍の間者呪術師がいてもおかしくない。そんな長期間貴重な呪術師を国外に出すか？」

　あり得ない。

　確かに情報は大切だが……そもそも捨て駒が前提の間者に呪術師を使うだろうか？

　呪術師の中でもっとも貴重なのは一流の魂乗せ使いだが……それ以下でも貴重なことには変わりない。

　催眠というそこそこ高度な呪術を使える呪術師は我が国でも百人を少し超える程度しかいないんじゃないか？

「王様。ロゼル王国の人口は我が国の十倍以上です。それにあそこには世界最古の呪術師であるマーリンがいる。あの国は世界有数の呪術先進国です」

　つまり我が国とは人的資源の量が段違い……か。

　確かに十倍以上も呪術師がいるのであれば、外国に派遣することも可能か。

　それに……もしかしたら呪術師養成学校のような施設があるのかもしれない。

　それを考慮に入れれば、確かに可能か。

「じゃあ捕まえて尋じん問もんでもしてみるか？」

「したことがあります」

　……おいおい、俺はそんな話聞いてないぞ？

「いやいや、違います。十年くらい前の話です。私が雇った流れの呪術師……十四歳ぐらいのガリア訛りを話す呪術師がいましてね。最初は特に気にかけなかったんですが……少々行動が挙動不審でして。監視してたら深夜に梟ふくろうを飛ばしているのを発見したんです」

「それで、どうだった？」

　俺の問いにライモンドは首を横に振る。

「全く。訊問しても何も言いませんでした。仕方がないので彼女を拷問にかけたんですが……」

　……相手は十四歳の少女だよな？　冤えん罪ざいじゃないかとか、全く考えなかったのか。

「許して下さい。話します！　私は……というところまで言いかけて死んでしまいました。死因は心臓の破裂です」

「つまり呪いか……間者というのは本当だったんだな。だけどロゼルの間者かどうかは『ガリア訛り』以外の情報はない」

　実際、ガリア訛りだからといってロゼル王国の出身者だとは限らない。

　ドモルガル王の国にも北部に行けばガリア人との子供もいるわけだし。

「とりあえず、確実に信頼できる呪術師を動員して呪術の痕跡を調べさせるか。残り香は意識しない限りは分かり難いが、意識すれば鮮明に分かるらしいし」

　確実に間者がいる。

　そう疑って捜査をすれば確実に釣り上げられる。もっとも、間者が本当にいればの話だけどな。

「それと我が国も試してみるか。とりあえずドモルガル辺りで」

「そうですね。実際に可能かどうかの検証にもなりますし。下っ端兵士辺りに使えば危険も少ないでしょうし」

　とりあえずは防諜に集中。余裕があったら外国で情報集め。

　よし、こっち方面の方針が決まった。




　俺はライモンドとの会談を終え、執務室に戻った。

　机の上には紙の束。これは全て治水に関する書類。

　土地の権利の買い取りだとか、水の利用だとか……とにかく面倒くさいモノだ。

　アデルニア人の農民は鍬くわ以外にも剣とか槍も持っているので……水利関係の調整は慎重にやらないと、内紛が発生してしまう。

「ああ……こいつも片づけなきゃいけないのか……」

　少しいろんな事業に手を伸ばし過ぎてるかもな……。

　大変になっているのは統括する俺だけだけど。
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　七月が始まり、実りの季節になった。

　今年は豊作という嬉しい情報が俺の耳に舞い込む。

　そしてもう一つ、嬉しい情報が舞い込んできた。

「「妊にん娠しんした」」

　二人はほぼ同時に言った。

「本当か？」

「生理が来てない」

「呪術で調べたけど、どっちも確定だよ」

　なるほど……じゃあとりあえず……。

「よくやった!!」

　俺は二人を抱ほう擁ようした。

「うーん、でも実感ないな」

　改めて俺は二人を見る。

　何も変わらない。お腹も膨ふくらんでいない。当たり前の話なのだが。

「お腹が膨らむのはもう少し後だと思うよ。今は七月で、妊娠五週目くらいだと思うから出産は三月の初旬から中旬じゃない？」

　まだ産まれるまで八か月はあるのか……気が長い話だなあ。

「それにしても二人同時とか……」

　これから夜はどうすればいいのよ？

　妊婦相手に性行為はダメだよな。これからは寂さびしく自家発電ですか……。

　そう思ってたのが顔に出ていたのか、ユリアが笑いながら言った。

「妊娠中は激しくしない限りは大丈夫だよ？　胎たい児じはちゃんと羊よう膜まくと羊よう水すいに守られてるからね。まあ出血してたりする場合はダメだけど」

「アルムス。良かったね。妊婦二人同時とか普通じゃあり得ないよ？」

　……別にそんな特殊性癖はないんだけどな。

　別に興味がないわけでもないが、悪影響を及ぼす可能性があることはしない。

「でも良かった。これでお父さん、成仏できそう」

「まだ死んでねえよ。勝手に殺すな」

　人を幽霊みたいに言うのはやめて差し上げろ。まあ、いつ死んでもおかしくない点では同じだけど。まだまだ生きて欲しい。

「あの人は多分、今度は曾ひ孫まごを見てないとか言って生き返る」

「だから死んでねえから生き返りようねえよ」

『曾孫』という言葉に、ふと俺の脳裏にアブラアムが過ぎった。

　そう言えば俺とテトラの子供はあの人にとっての曾孫になるのだ。

　俺も曾孫を見られるまで生きたいね。全く。

「やっぱり最初は男の子だよね？」

「まあ……そうだな。とりあえず産んでもらわないと安心はできないな」

　こういう時はどっちでもいいと言うべきだが、あいにく俺は国王だ。

　だから最低でも一人、ユリアには男の子を産んでもらわないといけない。

「男の子は最低でも三人は必要。逆にそれ以上は少し問題。女の子はいるだけ損はない」

　テトラは自分のお腹を見ながら言った。

　あまり考えたくないが、多くの子供は三歳になるまでに死んでしまう。

　だから数は必要だが、多すぎると継承権問題が頭を擡もたげてくるし、与える領地も減る。

　そこらへんの兼ね合いは必要だ。

「そう言えばロンたちの結婚式はいつか知ってる？」

　テトラが話を変えた。そう……ロンとソヨン、ロズワードとリア、グラムとルルの三組は結婚式を挙げることになったのだ。実にめでたい。

「ああ、一か月後にやるってさ。三組連続でやるんだって」

　ちなみに一日目がロン＆ソヨン、二日目ロズワード＆リア、三日目グラム＆ルル。

　まあ連続でやった方が会場の準備とか、いろいろ楽だしね。

　ちなみに今まで三組が結婚しなかったのは忙しかったからだ。

　新たな領地や屋敷、その維持に必要な奴隷。

　さらに俺が護衛として連れまわしたのもあるし、呪術院の創設に駆り出したりした。

　……大体、俺のせいだな。

　今月は収しゆう穫かく期きなので死ぬほど忙しい。よって、来月になって落ち着いてから結婚式が行われることになったわけである。

「ところでアルムス。今月は私もユリアも書類と戦えないけど。どうするの？」

「……ひとまず、豪ごう族ぞくの子息辺りを駆り出す。キリシア語を使えるだろうし」

　豪族を中央に入れたくない。

　とはいえ、そんなわがまま言っても国家運営は不可能である。妥だ協きようは必要だ。

　それにあからさまに遠ざけると、あっちにも不満が溜まる。

　ただ……まだまだ官僚の数は足りない。

　現在俺が考えているのは、奴隷の登用だ。

　正確に言えば、キリシア人の解放奴隷の登用が正しい。これなら他国の息の根がかかっている可能性は限りなく低くなる。

　そしてできるだけアデルニア人を中心に登用する。

　あまり人種的な差別はしたくないが、やはり外国人を国の中ちゆう枢すうに置くのは慎重にならざるを得ない。

　ただし……ロサイス王の国で生まれ育ったキリシア人に関しては、純血アデルニア人として扱う予定だ。国内出身なら、スパイの可能性は低くなるしな。

　まあ……いずれにしても、俺はついに父親になったのだ。

　そして……ロンたちにも子供ができて、彼らが俺の子供に仕えてくれるだろう。

　しっかり国を安定させて、次の子供たちに受け継がせていかないとな。





　　　　　※






「うっ……気持ち悪い……」

「大丈夫か……」

　俺はテトラの背中を擦る。

　もう十二週目に入るので、そろそろつわりは治まってくる頃合いだと思うのだが……。

　こいつは尾を引いている。

　ちなみにユリアは割と初期の段階からケロッとしていた。その辺は体質なのだろう。

「葡萄あるけど食べるか？　腹に何か入ってた方がまだマシって聞くぞ」

「……いい。

　それより氷頂ちよう戴だい……」

　俺は召めし使つかいを呼んで、氷ひ室むろに氷を取りに行かせる。

　冬に採取した分がまだ残っているはずだ。

「……なんであの紫女は元気なのに、私はこんなに苦しんでるの……」

「誰が紫女よ」

　ユリアが目を吊り上げながら入ってきた。手に石皿を持っている。

「ユリア、何だ？　それは」

「つわりに効く薬。キリシア商人から買った本に書いてあったの。すでに自分で試したから大丈夫」

　そう言ってユリアは石皿を俺に見せる。

　皿の上には緑色のドロドロした物体。

　これ、絶対苦い奴だな。

「甘くないと嫌」

「そう言うと思って砂糖持ってきた」

　ユリアは懐から取り出した白砂糖を緑色の物体にぶち込む。

　すり棒を使って混ぜ合わせる。砂糖によってドロドロ感が増す。

「はい、アーン」

「…………」

　ユリアが差し出した匙さじを口に含むテトラ。表情が歪ゆがむ。

「おうぇ……苦い……」

「良薬口に苦しって知らないの？」

　あれだけ砂糖ぶち込んで、まだ苦いとは。

「真の良薬は甘くて、効く薬だと思う……」

「はいはい。あと三口、頑張って」

　緑色のドロドロを淡々とテトラの口に運ぶユリア。それを辛そうな顔で食べるテトラ。全て綺麗に食べ終わった後、テトラが呟つぶやく。

「意外……少し治まった」

「ほらね。私のおかげ。感謝して」

「でも苦い方が辛かった」

「素直じゃないなー」

　笑い合う二人。

　二人が仲良しで本当に助かる。エクウス王みたいな苦しみは味わいたくないからな。

　ひとまず、ユリアがいればテトラも問題ないか。

　男の俺が付きそうよりも、リアルタイムで辛さが分かる同士の方がいいだろうし。

「じゃあ、俺は戻るよ」

「アルムス、最近忙しい？」

「ん？　まあね。少し面倒なことが……ああ、気にしなくていいよ。大したことじゃない。二人はお腹の子のことだけ考えていてくれ」

　俺は部屋を出た。




「ライモンド、各国からの返事は？」

「……ひとまずエクウス王は信じてくれると。エビル王からは貴国を信じたいという返事が来ました。ベルベディル王は沈黙。ドモルガル王は余計に怒っているようです」

「そうか……クソ……どこの誰だ。呪いを撒き散らしやがって……」

　俺は悪あく態たいをついた。

　ことの発端は先々月ほどに遡さかのぼる。実りを迎えた農作物を標的に呪いが降りかかったのだ。












　被害にあったのはベルベディル王の国、エビル王の国、ドモルガル王の国……そしてエクウス族。

　幸い、各国は呪い対策に関しては十分に施ほどこしていたようで、被害はほとんどでなかった。

　各国は独自に調査を開始して、呪いの範囲が非常に広範囲であること。そしてどういう訳かロサイス王の国だけに呪いが全く降りかかっていないことに気がついた。

　あいにく、犯人は特定できなかったが……ロサイス王の国が怪しい、ということになった。こうして各国から苦情の手紙が届いたのである。

　エビル王の国、ベルベディル王の国、ドモルガル王の国からはほぼ同時に来た。間違いなくこの三国は示し合わせている。

　エクウス族から一番早く来たので、他の国々と情報の交換はしていないと思う。

「エクウス王は今回の件は全く気にしていないそうです。元々あの国は畑そのものがあまりありませんしね。同盟も友好関係もそのまま。さらに一緒に共同捜査をしようとまで提案しています」

「そうか……全面的に信用してくれているようで助かるな。エクウス王には頭が上がらない」

　まあ実際のところ我が国とエクウス族が敵対する理由が見当たらない。

　常識的に考えれば我が国とその他の国の仲を裂くための策だと考えるだろう。

　もっとも、それはエクウス族のように友好関係が深い国同士の話だ。

「エビル、ベルベディル、ドモルガル。この三国は完全に我が国を疑ってますね」

「仕方があるまい。元々仲良くないしな。それに昔から定期的に呪いを飛ばし合ってたんだろう？」

　前ぜん科かがあるからな。

「幸運なことはユリア様が妊娠してらっしゃることです。本気で呪いをかけるなら、ユリア様の御助力は必須ですからね。妊娠中なら呪いには参加できない。これが疑いを疑いのままに留とどめています」

「まあ、疑われているのは変わらんがな」

　俺は他国から領土拡張に熱心な新王だと思われている。ドモルガルの土地をかなり奪ったからな。

　そんな俺がやってないと言っても余計に怪しいだけ。関係悪化は避けられない。

「まあ、そこまで心配することではございません。この程度は過去に何度もあったことですから。領土紛争と同じようなモノ。これで三国が攻め入ってくるということはありますまい。注意すべきは報復の呪いです」

「ユリアが妊娠中だからな……我が国の防呪能力は格段に低下している。これで他の三国から同時に攻撃を受けたら……」

　ユリアの妊娠発表を早く出し過ぎた。

　まあ、知らなかったことなのだから仕方がないんだけどさ。

「でもユリアは抗呪結界を普段からかけて回っていた。それがまだ強固に残っている。他の呪じゆ術じゆつ師しを総動員すれば何とか耐えられるさ。……まあユリアなしでも十分安心できる抗呪結界の構築システムが必要だけどな」

　そう考えるとどれだけユリアがこの国にとって大切な存在であるかが分かる。

　彼女が一人いれば、平時の防呪は事足りてしまうのだ。

「早急に神を使った防呪システムとやらを構築する必要性がありそうだな」

「あれを使えば呪術師の負担も大分減りますからね……問題はどの神を据えるかですが」

　神への祈りの力を少しずつ、国中から集めて……それを元に結界を構築する。

　ユリアが考案したシステムだ。

　しかしシステムには『神話』が必要不可欠なのだ。そりゃ当然だ。存在しない神に祈っても仕方がない。

　アデルニア半島にも神話は存在する。

　だがキリシア神話のように高度に体系化されているわけではない。

　主神が存在せず……ストーリーとしてまとめられていない。

　それにそういった神々よりも、いまだにアニミズム的な精霊や妖精の信仰も強い。

　これでは誰を祀まつって、国を任せれば良いのだろうかという話になる。

　Ａ神か、Ｂ神か、はたまたＣ神か。全員が納得しなければならない。

　すでにユリアからシステムの草そう案あんは受け取っている。だがユリアもどの神を主神とするか決めかねているようだった。

「我が国には適任の神はいないからなあ……どうしたものか……おい、何で俺の顔をじろじろ見る」

「いえ、灯とう台だい下もと暗くらしとはクラリスの諺でしたっけ。よく言ったモノだなと……」

　何だよ、俺の顔をじろじろ見て。

　ああ、俺がグリフォンの息子的な話か？　でもグリフォン様は祈りの対象というよりも畏い怖ふの対象だから違うんじゃないか？

「グリフォン様の義理の息子でしょう？　本当の父君は戦と農耕の神マレスだとか」

「一応、あなたの養子でもあるが……最近はそうなってるのか？」

「ええ。輪りん栽さい式しき農のう業ぎようと先の戦いでの勝利が影響しているようで。今まではいろんな説がありましたが、今はマレスで統一されています」

　俺の実の父親の正体は知らんが……絶対神じゃないことだけは分かるな。

　それにしても俺の噂も落ち着いたようだな。

　尾ひれに加えて背びれまでついて、羽を生やして空を飛び、屈強な足で大地を駆け巡っているようではあるけど。

「じゃあ主神はマレスにするのか？」

「マレスは信仰者の数が少ないじゃないですか。私としてはマレスの母親の『ヘーノー』、ヘーノーの夫であり姉の『ゼルピア』、ゼルピアの頭部から生まれた『アルネ』が最適かと。この三柱はマレスの身内ですし、祭儀で名前がよく挙がる神なので認知度も高いでしょう。それにゼルピアに至ってはロサイス家の守護神ですよ」

　ゼルピアとは天空神で、アデルニア半島では結構メジャーな男神である。ちなみに気合いで性転換できるので女め神がみでもある。そして妻（恋人）で幼馴染で妹という欲張りセットな属性を持つのがヘーノー。出産を司る女神。ユリアとテトラは毎日この神に祈りを捧げている。

　ゼルピアの頭から産まれたのがアルネ。何でもゼルピアが「頭痛い」と言って部下の神が頭カチ割って出てきたのがアルネである。男の神がどうやって妊娠して、それが頭に移動したのかは謎である。

　さらに俺の父親（？）のマレスはヘーノーが花粉を吸って妊娠し、一人で産んだ神だ。

　常識的に考えると人間（？）の卵子と花の花粉では受精卵はできないのだが、まあ本人ができたというからにはできたのだろう。

　つまり俺の父親（？）がマレスで、お祖母ちゃんがヘーノー。お爺ちゃんであり、大おお伯お父じ兼大おお伯お母ばがゼルピア。そして伯母がアルネになる。

　……こんなわけ分からないファミリーの仲間入りしたくない。

「なあ、俺は自分がマレスの息子とか言ったことないんだけど。いつの間に公式になったの？」

「さあ？　でもこの国はしばらく外患内憂に悩まされていましたから。国民もその空気を感じていましたし。期待しているんですよ」

　そう……なのか？

「というかいいのか？　俺がマレスの息子を公式認識にして。ロサイス家的に」

「構いません。ご存じの通りですが、ゼルピアが人間の娘を和わ姦かんしたことで生まれたのが我がロサイス家の始し祖そで初代国王です。そのゼルピアの義理の息子の息子になるのがあなた……いいじゃないですか。まぁこれで神の血筋が我がロサイス家に集結する……増々中央集権化が進みます」

　嬉しそうに語るライモンド。そういう意味もあるのね。

「ゼルピアはロサイス家の守護神で有名だけど、天空神という性質上一般庶しよ民みんからすれば身近ではない。ヘーノーは一般庶民からの人気は高いけど、武人……とくに男からの信仰者は少ない。アルネは職の神であり、呪術の神でもあるため職人や呪術師からの信仰は篤あついが、国民の大部分の農民からすると身近ではない」

「それを農耕と戦の神であるマレスを使うことで癒ゆ着ちやくさせ合うわけです。自国の王の父親の親族へなら興味も湧わくでしょう？」

　まあ、悪くはないかな。主神を一柱に絞るのではなく、三柱用意するというのもいいアイデアだ。

　それに……。

「ゼルピア、ヘーノー、アルネはキリシア神話での『天空の神』『神々の女王』『知恵の女神』の三柱に相当する。キリシア人からの受けもいい」

「そういうことです」

　アデルニア半島南部にはかなりのキリシア人が進出している。南のお隣、ベルベディル王の国では国民の五分の一がキリシア人やキリシア人との子供だとか。うちのテトラもだしね。

　だからアデルニアの土着神話とキリシア人の神話が混ぜ合わさり、摩ま訶か不ふ思し議ぎなことになっているわけだ。

「どれくらいでできる？」

「そうですね……ああいう大規模な呪術には最低でも四か月の準備が必要です。ゼルピア、ヘーノー、アルネは我が国でも信仰は盛んですから、神殿に関しては各地にあります。まあ早くて二年でしょうかね？」

「そうか。ユリアは参加はさせないにしても意見は出してもらおう。あいつはこういう方面じゃ一番頼りになる。ただし、今回の騒動の概要は伏せて」

　妊娠している二人には余計な心労をかけたくない。

　二人にはできるだけ出産に集中して欲しいのだ。俺にはこれくらいしかできない。

「あとはお義父さんに許可を頂かないとな」

　アデルニア半島には家か父ふ長ちよう権けんという考え方がある。要するにお父さんが一番偉いと。政治的に考えると俺の方がお義父さんより偉いのだが、文化的に考えるとお義父さんの方が俺より偉い。だから立てる必要がある。
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「いいんじゃないか？」

　お義父さんは庭を眺めながら言った。

「俺はお前の方針には口を挟まん。もうやってしまった王位だからな」

「そうですか？」

「あと、俺はこの宮殿を出ていく」

「は？」

　何言ってんだよ、この人。

「俺がいつまでもこの宮殿にいるのは邪魔だろ？　景色が良くて、温泉が湧く、良いところがある。俺はそこに隠いん居きよするつもりだ。一週間後には小さいながらの屋敷が完成するからな。それと早く孫が見たい」

「あと少しです。頑張ってください。ユリアが元気な子を産んでくれると思いますよ」

　急せかすのは良くないけどな。というより早産だと面倒だ。

「定期的に様子を見に行かせてもらいます」

「ああ、そうしてくれ。俺も寂しいしな」

　お義父さんはニヤリと笑う。相変わらずの狸笑顔だ。

「改めて、娘と国を頼むぞ？　後悔させないでくれ」

「あなたが死後の世界で誇れるような仕事をしてみせますよ」
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　一月。

　それは新たな年を迎える大事な月だ。

　俺にとっては王になって初めての新年である。

　王になった以上、俺は最高神じん祇ぎ官かんとしての職務も果たさなくてはならない。

　まあ、そこまで難しいことはない。今まで病びよう床しようのロサイス王の名代として取り仕切っていたユリアの真似をすればいいだけだしな。

　だが別に問題が二つある。

　一つ目、それはテトラの出自の公表だ。

「……みんな驚いているな」

「それは当然。というか私もびっくりしたんだから」

　お腹を大きく膨らませたテトラが俺の隣で呟く。

　普通、新年の祝いはその国の国民だけで祝うものだ。

　だがなぜかアブラアムという外国人のお偉いさんがこの国に来た。

　それを知った豪族や平民たちは何事かと噂をしていたそうだが……。

　さすがにテトラの実の祖父だったというのは全く予想していなかったようだ。

　……この出自は非常に大きな政治的意味を持つ。

　なぜならアブラアムには直系の子孫がテトラとその腹の子しかいないのだ。

　他は事故死や病死で死に絶えている。

　アブラアムが通常の執しつ政せい官かんであったならいいのだが、彼は僭主。独裁者だ。

　とはいえまだこれに関しては表面化していないから良しとしよう。表面化するのは子供が産まれてから……やべえ、胃が痛い。

　次の問題。それは最近主神と定めた三神を祀らなくてはならないことだ。

　何しろ今まで誰も経験したことがなかったことである。

　祀る時のルールを豪族や呪術師総出で考えなくてはならなくなった。

　ただ単純に祀るだけではない。あの三柱がこれからロサイス王の国の守護神となることを国全体に示さなくてはならないからである。

　とりあえず即席の祭壇を作り、そこで儀式を執り行った。

　新しい防呪システムと従来のやり方を組み合わせれば、何とか報復の呪いには耐えられると思う。

　我が国の呪術師の数は三国のどの国よりも多いし、何よりユリアが妊娠前にかけておいてくれた結界がある。

　とはいえ、あくまで一時的なモノだ。今回でユリアが張ってくれた結界は壊れる。

　もしかしたらユリアが病気になって来年の結界を張れなくなる可能性がある。そうしたらアウト。我が国は正面から敵の呪いを喰らうことになる。

　それに守ってばかりではダメだ。こちらも報復措置をとらなくてはならない。

　今、我が国は大急ぎで防呪システムの構築に奔走しているのだ。

　ユリア曰いわく、神を利用するシステムで重要なのは信仰心だとか。

　人々の信仰心を集める神殿を各地に建て、その集めた信仰心をまとめ上げる大神殿も建てる。

　その大神殿に集まった信仰心を呪力に変えて、結界を施す。

　それが神を利用した防呪システムだという。

　各地に神殿を建てる。言葉にすれば簡単だが、それには費用と時間がかかる。

　費用に関しては十分に捻ねん出しゆつできるが、時間がない。

　気長にやっていくしかないのだ。
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「結構進んでるな。工事」

「はい。予定よりも早く終わりそうです。まあ、新たに作る大神殿でその余裕は消えてしまうんですけどね」

　イスメアが少し皮肉を言ってきた。

　何が何でも大神殿を作るように命令したのだ。

　そのせいで計画の見直しをする羽目になり、彼女は怒っているのである。

　とはいえ、こっちもこっちで政治的理由があったのだ。

　納得してもらわなければ困る。

　俺は新都建設予定地に来ていた。

　新年のゴタゴタが終わり、時間に余裕ができたからだ。やはり自分の目で見ないとね。治ち水すいは順調に進んでいる。すでに新都建設予定地周辺の川には堤防が作られた。

　これで多少の雪解け水や大雨では浸水することはなくなった。

　とはいえ、まだ万全とは言えない状況である。十年に一度の大雨が降ればぶっ壊れる。まあまだ着工して四か月程しか経っていないのだから致し方ないのだけど。

　イスメア曰く、ここからが本番だと。

　分流を作り、さらに堤防を大きく広げていくらしい。

　この予定地には丘が七つある。

　この丘の上はもし堤防が決壊しても、水で沈むことはない。

　つまり一番安全なところである。

　宮殿や大神殿といった重要施設は丘の上に建てる予定だ。

「正直なところ、川はそこまで脅きよう威いではありません。問題は丘ですよ」

「丘？」

「はい。丘というのは小さな山みたいなモノですからね。渓けい流りゆうがあったり、地下を水が流れてるんです。晴れの時はいいですが、雨が降れば酷ひどいことになりますよ。だから排水設備……つまり下水の配備が必要不可欠です」

　下水か……上水よりも先に下水の配備が先なのか。

　まあ飲み水は川が近くにあるから問題ないんだろうけど。

「具体的にはどうするんだ？」

「分水を一本、都に持ってきます。当然、水門つきで万が一にも氾はん濫らんが起きないようにしますけど。この川に生活排水も雨水も流し込んでしまいましょう。飲み水は井戸で十分です。足りなくなったら水道橋を引っ張ってくるのが一番だと思いますよ。川の水よりもそっちの方が綺麗ですしね」

　水道橋か……。

　ローマにあるのを見たことあるな。もし造るとしたら莫ばく大だいな金と経費がかかりそうだ。というか技術はあるのか？

「今のアデルニア半島の技術では厳しいですよ。というかキリシアにも水道橋は限定的にしかありません。でもこの都が完成するころには職人たちの腕はキリシアにも負けない水準に達しているかと。すでに道路の技術ならば肩を並べていると思いますよ」

　キリシアは建築技術に関しては我が国のずっと先を行く。だが土木に関してはそこまで差がない。

　キリシアは小国家に分かれているため、橋や道路は敵の進軍に利用されかねない。

　だからあまり造らない。

　それにキリシア人は海洋民族。

　隣国に行くとなった時、キリシア人がまず第一に思い浮かべる移動手段は徒歩ではなく船だ。

　ゆえに陸上交易路は軽視されがちになるのだ。

「ちなみに聞くが、俺が住めるようになるのはいつだ？」

「四年後ですね。本格的に都として機能するようになるのは六年後かと。まあ王様が都にだけ集中しろと言うならばもっと早めることはできるんですけど……」

　道路と各地の治水。それに神殿も造ることが決まったからな。

　そっちにも人員が取られている以上、時間をかけるしかないのだ。

「王よ。もう少し人を動員できませんか？　あと千人もいればだいぶ早くなるんですけど」

「無茶言うな。すでに工事が財政を圧迫してるんだよ。今後、戦争が起こる可能性を考えるとこれ以上の支出は無理だ」

　まあ支出の分だけ収入も増えてるんだけどね。

　キリシア商人からの売上税や紙・酒、柘榴石ガーネツト、岩塩など。先代の時よりも収入は大きく増えているのだ。

「道路の敷ふ設せつですが……約二十パーセントといったところです。元々土を踏み固めた簡易的な道路ならこの国にはありましたしね。それに山脈や森といった面倒な障害物もない。王様が発明してくれたコンクリートも扱い易くて。スムーズに進んでいます。とりあえずドモルガル王の国への道路ならほとんど完成しています。六月までにはベルベディル王の国への道路が完成するかと」

　計画では現都からドモルガル王の国まで一本。エビル王の国まで一本。ベルベディル王の国まで一本。計三本を最優先とした。

　元々我が国にはそれなりの道路が存在した。

　道路の存在が軍隊の移動速度を速め、人の行き来を活発化させる……というのは誰にでも分かる話だ。

　特に宿敵であったドモルガル王の国への道路とキリシア諸国へと繋がる道路はアデルニア半島基準ではなかなか立派なものだ。

　今回はその道路を砕さい石せき舗ほ装そうで固めて、排水装備を揃える。

　それだけなので工期は短い。

　まあ元々ロサイス王の国は岩手県よりも一回り小さいくらいの面積しかない。

　敷設する距離も短いため、そこまで大変な工事でもないのだ。

　ちなみに新都から伸びる道路はまだ着工していない。

　人のいないところに道路を敷いても無駄なだけだ。建築資材は水運を使っているし。

　今は後回しだ。

「それにしても私が一国の工事を一手に引き受けるなんて……夢のようです」

「小国だけどな」

「ですが、今は日の出の勢いでしょう？　あなたの治ち世せい下かで。これからこの国はアデルニア半島で最有力の国になる。もしかしたらアデルニア半島の統一……なんて、どうです？」

　イスメアは冗談半分といった風に笑いながら言った。

　俺としてはそれを実現したいのだけどね。

「そう言えばさ。お前と青明ってデキてるの？」

「な、何言ってるんですか！　そ、そんなわけ……」

　顔が真っ赤に染まった。分かりやすくて助かるなあ。

「正直に言ってもらいたいな。実は縁えん談だんが来てるんだよ。君に。まあ、悪くないところではあるけど。俺は政略結婚を推すい奨しようしてはいるが、強制はしない。自由恋愛で結婚できるならそれが望ましいと思っているよ」

「えっと結婚はいいです……自分で探しますから」

「そうか。手伝えることがあったら言ってくれ」

　俺はそう言ってイスメアに別れを告げた。
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「へえ、なかなか面白いな」

　俺は青明が書いた『大陸横断記』第一巻を読み終わる。

　第一巻の内容は緋ひ帝てい国こくだ。

　青明の両親が旅に出る切っかけや、その行く先でのエピソードを交えながら緋帝国の風俗や文化、風習、地理、歴史を伝えている。

　この本によると龍や麒き麟りんがリアルにいるらしい。

　行ってみたいな。まあ、無理だろうけど。

「ありがとうございます。この紙というのは本当に使いやすくて……助かっています。それにタダでくれるなんて……」

「気にするな。優れた本が我が国から出るのは誇りだからな」

　俺は青明に紙を無償で渡していた。

　それだけでなく屋敷や使用人を用意して、彼が執筆できる環境を整えている。

　地球でも『三大陸周遊記』だとか『東とう方ほう見けん聞ぶん録ろく』、『大だい唐とう西さい域いき記き』、『南なん海かい寄き帰き内ない法ほう伝でん』とかは有名だ。

　青明の書く『大陸横断記』はそれらに匹ひつ敵てきする……いや、それ以上の旅行記であるのは間違いない。

　もし、俺がポカをやらかしてこの国が滅んだとする。

　それでも青明の本が生き続けるのは間違いない。

　こいつを支援すれば、こいつの本の中で俺は生き続けるのだ。

　俺の存在を後世に残せる。

「ただ……一つ気になるのは読み辛いことかな。読み進めれば進めるほど広がって、邪魔になる」

「……でもそれは本の性質上仕方がなくないですか？」

　そう、巻物という形の本の性質上は仕方がない。

　つまり俺が言っているのは巻物スタイルをやめろということだ。

「冊子本にしてみないか？」

「冊子本ですか？」

「そうだ。紙を一定の間隔で切って、それを束にする。そして穴を開けてヒモを通すんだよ。あとは厚紙を表紙にすれば本の保護にもなる。この形なら邪魔にならないし、紙を裏表使える」

　現代日本の冊子本に慣れているこちらからすると、読み辛くて敵かなわない。

　それに冊子本の方が保管する際にスペースを取らない。

　冊子本の方が遙かに優れている。

　まあ巻物の方がかっこよくはあるけど。

「確かに、その方が効率的ですね。どうして思いつかなかったんだ……さすがです」

「はは」

　先人のパクリですよ。

「ところで青明。お前、イスメアのことをどう思う？」

「ん？　いい人だと思いますよ。それが？」

「いや、何でもないよ」

　この反応は……イスメア、努力が必要だぞ。

「ニコラオス、調子はどうだ？　ここでの生活は慣れたか」

「はい。食事もあまりキリシアとは変わらないですし、気候も穏やかで……悪くない生活です」

　悪くないね……最高とかそういうお世せ辞じを言わないところがこいつらしいな。

「何より外出する度に卵をぶつけられないことがいい」

　それはキリシア人の民度の低さを嘆なげくべきか、お前のウザさを嘆くべきか……。

　多分後者だな。

「ところでロサイス王様はどちらで？」

「どっちというと？」

「天てん動どう説せつか、地ち動どう説せつかです。……テトラ様は天動説支持のようでしたけど」

　へえ、あいつは天動説なのか。

　まあ自然に考えれば天動説が正解になるからな。当たり前か。

　あいつのことだから「そもそもなぜ、相手が回っているのではなく自分が回っているという変態的な発想に至るのか。素直に見ればいいのに」とか言いそうだ。

　うーん、俺はどっちかな……。

　ここは異世界だから天動説が正しくても驚きはしないけどね。やっぱり……。

「地動説かな？」

「うおおお！　さすがはアルムス様です！　前々から野や蛮ばんなアデルニア人にしては博はく識しきだと思っていましたが。あなたは最高の王だ!!」

　最高の王ね。ありがとう。

　それと悪かったな。野蛮なアデルニア人で。

　理解者が得られたことでテンションが上がったニコラオスは俺の苦笑に気づかない。

　こいつがなぜ卵をぶつけられるのか、その一端が分かった気がする。

「俺としてはお前のような存在は嬉しいよ。この国はキリシアの国々に比べると文明レベルで劣るからな。ところで一つ聞くんだけど、アデルニア文字ってどうやったら作れると思う？」

「アデルニア文字ですか？　まあ、確かに独自の文字がないのは不便ですな。キリシア文字がなくてペルシス文字で何とかしろと言われたら私は発狂してしまいそうです。ですが私はそっち方面は……」

　やっぱり弱いか。こいつも理系だからな。

　この世界ではまだ理系や文系の区別なんてないから、もしかしたらできるかもしれないと思ったんだけど。

　得意不得意はあるのか。

「申し訳ありません。お役に立てなくて。ですが私としては文字を作る以上に大切なことがあると思います」

「大切なこと？」

「暦こよみです」

　暦？

　何か変なところがあるのか。さっぱり分からんが……。

「この国の人間はほとんど気にしていませんが……実際の季節よりも少しずれが生じています。約四十日ほどですが」

「うーん、言われてみるとそうなのかな？　あんまり意識しないからなあ」

　今の暦は五百年前に作られたモノだ。四十日のズレということは百年で八日のズレだ。そもそも同じ月日でも、天候次第で気温や湿度は変わるわけで……。

　農民の多くは暦は当てにせず、自分たちが感じる感覚だったり、先人が積み上げてきた経験で種を蒔まく時期を定めている。

「こういうズレを見ると妙にイライラして……」

「つまりお前の意見は暦を改正しろということか？」

　ふむ……まあこの国の人間はそのズレた暦に従って生きてきたわけで、案外不都合ないんだけどな。

「暦の改正は国民に大きな影響を与えるからな……そう簡単にはできないが。まあ、考えてみよう」

「分かりました。では作っておきます」

　こいつ、本当に人の話を聞かないな。




「おい、イアル。実は大切な話が二つある」

　俺はイアルを呼び出した。

　大切な話がある……その言葉を聞いた途端、イアルの表情が引き締まった。

　緊張しているようだ。

「まず一つ目……結婚しないか？」

「は!?」

　イアルの目が見開かれた。

「す、すみません。私はアルムス様を敬愛していますし、忠誠を誓っています。死ねと言われれば死ぬ覚悟です。ですがこの愛は主人への愛であってそういう類のものでは……それにユリア様とテトラ様もいらっしゃることですし……」

「お前は何素すっ頓とん狂きようなことを言ってるんだ」

　俺もお断りだよ。お前と結婚するのは。

　俺の表情を見て、自分が勘違いしているのに気づいたからかイアルの顔が真っ赤に染まった。

「も、申し訳ありません。いや、上流階級の方々はそういう男同士の愛も嗜たしなむというのを聞いて……」

「俺にそういう趣味はない」

　それにあったとしてもお前は選ばん。美少年を選ぶよ。

「それで、結婚でしたっけ？」

　イアルが聞き返してくる。俺は頷いた。

「そうだ。お前、いくつだ？」

「今年で二十六になりました」

「それで未婚は……そろそろ結婚しないと、婚期を逃すぞ」

　アデルニア人の大部分は十代で結婚する。

　遅れてて二十代だ。

　まあ政略結婚をするような人間になると、離婚はしょっちゅうするし三十代半ばでも結婚したりするのだが。

　それでも未婚は不ま味ずい。

「お前に縁談の話が来ている。別に好きな女はいないだろ？」

「残念ながら、生まれてこの方恋というものをしたことがなくて……」

　それは可か哀わい想そうだな。俺なんか二回もあるぞ。二回とも実った。

「それで誰ですか？」

「誰とは決めていない。だが元ディベル派の連中の娘と結婚してもらいたいと思っている」

「元ディベル派ですか？」

「そうだ。最近情勢が悪いだろ？　国内をまとめる必要がある。いい加減許してやろうと思ってな」

　実際のところ、豪族の大部分は俺に忠誠なんぞ誓っていない。

　彼らの心配事は自分の領地なのだ。

　その辺は元ディベル派もアス派も変わらない。それならアス派に調子に乗らせ続けるよりは、元ディベル派を許してあげた方がいい。

「まあ、今すぐってわけじゃない。考えておいてくれ。それと二つ目、これは今すぐの重要案件だ」

「何ですか？」

「お前にはゾルディアス王の国へ行ってもらう」

　ゾルディアス王の国とはエビル王の国の西側にある国だ。

　国土の大部分が山岳地帯という、農業はなかなか絶望的な国である。

　だが兵士が強い。

　それに最近はギルベッド王の国の南下政策に対抗して頑張っているらしい。

「エビル王の国対策ですか？」

「そういうことだ。エビル王の国に圧力をかける」

　遠えん交こう近きん攻こう。外交の基礎だ。

　ちなみに俺自ら行かない理由だが……。

　まず第一に同盟は望み薄であること。故に何の成果もなしに帰っては逆にエビル王の国を喜ばせることになる。

　第二、我が国とゾルディアス王の国の間にエビル王の国やベルベディル王の国があることだ。

　妨害される恐れがある。

「行くのは二か月後になるかな。準備があるから。お前はあそこで長期間滞在してもらう。最低でも一年。お前がゾルディアス王の国にいるだけで圧力になるからな」

「分かりました。では私も準備をしておきます。結婚について考えながら。……それと一つお願いが」

　ん？　イアルのお願いか。珍しいな。

「何だ？」

「氏が欲しいと思いまして。いや、今までもあったんですけど平民にありふれたような氏ですから……」

　基本的にアデルニア半島では名前は三つの要素で構築される。

　個人名プラエノーメン、氏族名ノーメン、家族名コグノーメン。

　例えばテトラはテトラ・アスが本名だ。テトラが個人名、アスが氏族名である。

　家族名がないのはアス氏族の中で一番偉い家だからだ。

　ユリアも同様でユリア・ロサイス。つまりロサイス氏族の中で一番偉い家の出だから家族名がない。

　ちなみに大昔は個人名だけだったらしい。だが人口が増えるに従って、少しずつ名前が長くなったのだ。

　日本語のように組み合わせで無限には作れないのがアデルニアの名前の悪いところだ。

「うーん、確かに外交する上でありふれ過ぎた氏族名や家族名は宜しくないな……」

　すでにロンやロズワード、グラムたちには氏族名を与えている。三人は領地を持つ豪族だから。それに前の氏名は嫌だという本人たちの思いもある。主にルル。

　それぞれにロン・アエミリウス、ロズワード・ファビウス、グラム・カルプルニウスという感じで氏族名を与えた。

「じゃあ……クラウディウスは？　偉い人でそういう氏族名を持ってる人がいる」

「クラウディウス……良いですね。では今日から私はクラウディウスを名乗ります」

　イアルは嬉しそうに笑った。





　　　　　※






　呪術師ほど情報戦に特化した存在はない。

　毒殺、催さい眠みん、記憶操作、呪い、魂乗せによる情報の伝達速度……。

　一流の呪術師は何においても最高のスパイユニットである。

　とはいえ、いかなる呪術師でも催眠や記憶操作は敵の心に隙がない限り、成功させるのは難しい。

　だが……逆説的に言えば心に隙を生じさせれば、どうとでもなるということだ。

　と言っても自由自在に操る……などという高度なことはどんな呪術師にも不可能だ。

　呪術師にできるのは、元々やりたがっていたこと……反乱を起こそうという気持ちを後押ししたり、軽い催眠をかけて情報を聞き出す程度だ。

　しかし国の重要人物には呪術師の護衛がついて回るので……狙われるのは、大した呪術師の護衛を持てない力のない豪族や、何の護衛もつかない百人隊長クラスの人間。

　彼らから情報を聞きだしたりするのがスパイとして派遣された呪術師の仕事になる。

　その程度の身分の相手でも、地道に情報を集めて、点と点を繋ぎ合わせていけば……重大な秘密に辿り着くことができたりするのだ。

　だがこの呪術師による諜ちよう報ほう活かつ動どうには最大の欠点がある。

　それは一流呪術師の一人当たりの単価が非常に高いことだ。

　一流の呪術師ほど使い潰しができないため国外に出せず……逆に二流程度の呪術師では、敵国の呪術師に簡単に見つけられて、潰されてしまう。

　そんなこともあり……呪術師を国外への諜報活動に従事させられるのは、一流の呪術師を一定数以上揃えられる大国だけだ。

　普通の小国は自国での防諜活動をする呪術師の確保だけでも手一杯になってしまう。

　大国と小国では、国力だけでなく……。

　情報量でも大きな差があるのだ。





　　　　　※






　一方、エクウス王の国のとあるユルトでは……麻里とエクウス王の国の第三王子レドゥスが向かい合って話していた。

「レドゥス様、あなたならできますよ。我が国が応援いたします」

　ニコニコと麻里はレドゥスに言う。

　麻里が身分を隠し、一の妃きさきの食しよつ客きやくとして招かれて数か月が経過している。

　ここまでスムーズにことが運んだのは一の妃の雇っている呪術師の一人が麻里の弟子の一人だからだ。

　呪術師の大部分は王が囲ってしまう。だから家か臣しんたちが呪術師を確保するのは非常に難しい。

　たとえ外国人でも、優れた呪術師が職を求めて来たら思わず雇ってしまいがちなのだ。

　特にエクウス王の国のように、呪術師の全体的な質と数が低い国では。

「だが本当にできるだろうか……相手は我々の数倍の戦力だ」

「できますよ。よいですか……」

　淡々と勝てそうな戦略を語る。そして言葉に少量の呪力を込める。

　耳障りの良い言葉や、重要な話は簡単に耳に入る。

　その言葉に乗せられた呪いも同様だ。

　毒は砂糖で包むに限る。

　当然、麻里やロゼル王国の間かん諜ちよう以外の呪術師もエクウス族にはいるが、彼らはレドゥスが少しずつ催眠をかけられていることに気づいていない。

　むしろ前向きになってくれたと喜んでいるくらいだ。

　毒のろいは少量ずつ、時間をかけて服用させる。呪術の鉄則である。

「レドゥス様、お食事の時間です」

　召使がユルトのカーテンを開けて、レドゥスにそう告げた。

　レドゥスは立ち上がる。

「あなたもご一緒にどうだ？」

「いえ……少し用事がありまして。私は席を外させて頂きます」

　麻里は申し訳なさそうな顔をして、その場から離れた。




「ああ……エクウス族の馬乳酒には全然慣れないね。何とかならないのかなぁ」

「お気持ちは分かります。ですが何度も私のユルトに来ないでください。怪しまれます」

　お茶を飲む麻里に呪術師──ロゼル王国の間諜──リディアが苦言を呈ていする。

　だが麻里は笑顔で返す。

「大丈夫だって。あなたはアデルニア人だし。一の妃に随分と可愛がられてるんでしょう？　問題ないわ。個人的に親しくなった設定でいいじゃない」

　間諜は深いため息をつく。

　この上司には何を言っても通用しない。

「それにしてもあなた、随分と溶け込んでるじゃない。子供の治療を無償でやっているとか。私、感心しちゃった」

「エクウス族の呪術師はレベルが低いですからね……」

　少し照れたようにリディアは頰ほおを掻く。

　麻里はお茶を飲みながら答える。

「まあ、農耕民族の方が狩猟民族や遊牧民族よりも呪術の才能を持つ者が多いからね。もっとも……そもそもエクウス王の国では呪術の研究や教育がろくに行われてないというのもあるけど」

　毎日、天候が悪化しないように空を見上げて祈るからだろうか？

　麻里は首を傾げた。

「十五の時に免めん許きよ皆かい伝でんをもらい、エクウス族に埋伏すること五年……ようやく私が役に立つ時が来ました」

「そうね……期待に応えてもらいたいわ」

　麻里とリディアは不敵に笑った。





　　　　　※






　一方ロサイス王の国では……。

「ああ、もう……上手く行かないよ……」

　ロゼル王国の間諜でありマーリン（麻里）の弟子のアナベラは悩んでいた。

　アナベラの任務は現地に埋伏していた呪術師と協力してロサイス王の国の内側に敵を作るということだ。

　アナベラの狙いは豪族などの国家の重要人物だ。

　一般兵士や召使に呪術をかける程度なら並の呪術師にもできる。

　だが護衛をつけた、防呪訓練を受けたことがあるような重要人物に呪いをかけるのは……一流の呪術師であっても荷が重い。

　最低でも超一流の呪術師でなくてはならない。故にアナベラが抜ばつ擢てきされたのだ。

　元ディベル派の一部にはロサイス王に不満を抱いている層がいてもおかしくない。彼らに反旗を促すことはできなくても、情報の横流しくらいは期待できる。

　アナベラの得意な呪術は房中術。

　均整の取れた体と整った容姿、そして優れた呪術の腕で何人もの男を垂らし込み、情報を掻き集めてきた。

　ところがだ。

　これが全く進まないでいた。理由は簡単。

　元ディベル派が現王に全く不満を抱いていないのである。

　さらに不都合なことに……ロサイス王の国には呪術師を管理する、呪術免許の制度ができた。

　この制度のせいで、呪術師として活動するハードルそのものが上がってしまった。

　ロゼル王国の呪術師は秘密を口にしようとすると死ぬ呪いがかけられているので、ロゼル王国の重要な機密がロサイス王の国に漏れることはないとはいえ、厄介なことは変わらない。

「ロサイス王の国の呪術師は思っていた以上に質が高い……はあ、どうにかしないと」

　何かしらの成果が欲しい。

　師匠マーリンの期待に応えたいという思いがあった。

　コンコンコン。

　ドアをノックする音がした。

　いったい誰だと思いながらアナベラはドアを開く。

「こんにちは。国家呪術師のルルと申します。実はあなたに無免許での呪術の使用の容疑がかかっています。免許状の開示を」

　アナベラの全身の毛穴から冷や汗が吹き出た。

　何を隠そう、アナベラは無免許呪術師である。

　免許を得るためには宮殿に出向いて、数人の呪術師による試験や面接を受ける必要がある。

　当然そんなことをしたら自分が間諜であることがバレてしまう可能性が高まる。

　アナベラは現地に埋伏してある呪術師を指揮し、輔佐するために臨時で派遣されてきた呪術師。

　いつかはガリアに戻らなくてはいけない身分なので、免許は足あし枷かせにしかならない。

　とはいえアナベラは人前では呪術を使わないようにしていた。

　つまり免許がどうのこうのというのは建前。

（こいつら、私が他国の間諜だと気づいてるのか！）

　思い返してみると……功を焦って少々無理な行動をしていたのは確か。

　しかしそれにしても……ただの平民に扮しているアナベラを間諜であると見破るのは難しい。つまり……それだけロサイス王の国の呪術師の質が高いことを意味していた。

「免許状の開示を」

「ああ、分かりました。今すぐ出しますね」

　アナベラはポケットから煙玉を取りだして、地面に叩きつけた。

　煙が周囲を包み込む。

「っ!!」

「そう簡単に捕まるものですか」

　アナベラは素早く家の奥に駆けこむ。さらに煙玉を取りだして、投げつける。

　家の中は煙が充満して、視界が真っ白になる。

「家を取り囲んで!!　窓から逃げ出さないように!!　あなたたちは私について来て!!」

　ルルは家を包囲させて、一部の精鋭と共に家の中に侵入する。

　抜け穴があった場合、逃げられてしまうからだ。

　そしてその選択は正解だ、この家には抜け穴がある。

　だがアナベラは弩いしゆみを取りだして、ルルたちに向けて引き金を引いた。

　ルルの耳元を矢が掠かすめる。

　この煙の中……アナベラは呪術を使うことでルルたちの位置を大まかだが、把は握あくしているのだ。

　ルルたちが身動きが取れないでいるうちにアナベラは地下へ掘った抜け穴から逃げ出した。

「ああ、もう！　無理無理!!　防諜意識が高すぎるのよ！」

　その後、アナベラは麻里から正式に撤てつ退たい命令を受けて……。

　ロサイス王の国に放たれた密偵のうち、最低限を残して撤退させ、自身もロサイス王の国から去った。
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　ドモルガル王の国には大きな火種がある。

　第二王子パックス・ドモルガルと第三王子アルド・ドモルガルの対立である。

　第一王子であり、王位継承者筆頭であったカルロ王子が失しつ脚きやくしたためその争いが激化し始めたのだ。

　まだドモルガル王は若いため、表面化はしていないのが唯ゆい一いつの救いだ。

　さて、この権力争いの中で大きく力を落としたのがカルロ王子派の豪族たちだ。

　原因はカルロ王子のロサイス王の国への遠征失敗とそれに起き因いんするドモルガル王の国の中で最大規模の権勢を誇ったブラウス家の没ぼつ落らく、名将と言われていたトニーノ将軍の失脚である。

　二派は閥ばつの豪族たちはチャンスと言わんばかりにカルロ王子派を攻撃した。

　小競り合いで領土を奪われたり、宮殿での地位を追い落とされたり……踏んだり蹴ったりの状態になっている。

　彼らはドモルガル王の国に大きな不満を抱いていた。

　豪族が国に所属するのは自分自身の領地や地位を守るためである。

　逆を言えば守ってもらえなければ意味がない。

　ドモルガル王は女に溺おぼれ、両派閥は自分たちの権勢を広げるのに夢中。

　彼らに庇ひ護ごを求めるには無理がある。

　そんな感情を利用しようとする男がいた。

　アルムス・アス・ロサイスである。
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「バルトロ殿。その提案は誠に嬉しいが……今は返答を保留にさせて頂く」

　そうバルトロに答えたのはレティス・ブラウス。

　現ブラウス家当主である。

　アルムスはドモルガル王の国との国境線付近の土地をバルトロに与えていた。

　そしてドモルガル王の国に睨にらみを効かせるのと同時に、ブラウス家を中心とした元カルロ派の切り崩しを命じていたのだ。

　イアルはゾルディアス王の国との外交に取り組んでおり、ボロスとライモンドの二人は国内の豪族を取り纏めるのに忙しい。結果、あまり外交面では専門家とは言いにくいが……信用できるバルトロが抜擢されたのだ。

　休戦協定が切れた途端、ドモルガル王の国がロサイス王の国に攻め込んでくるのは目に見えている。

　そして前回の呪いの件で関係が悪化したエビル、ベルベディル両国も同調する可能性が高い。

　すでに分かっているのであれば……対策は打っておくべきだ。

　カルロ派は非常に数が多かった。現在でもドモルガル王の国の四分の一以上がカルロ派である。

　彼らが寝返るか……ロサイス王の国との戦争に非協力的になれば、ドモルガル王の国もロサイス王の国とは戦えなくなり、撤退に追い込める。

　戦わずして、勝つことができるようになるのだ。

　という計画だが……交渉は暗あん礁しように乗り上げていた。

「我々もドモルガル王には不満を抱いている。だが……我らが蜂ほう起きすればカルロ王子が処刑されてしまうかもしれない」

　想定外だったのがカルロ王子には王おう太たい子しの地位の剝はく奪だつ程度しか罰が下されなかったということと、カルロ王子には意外と人望があったことである。

　カルロ王子が処刑されたり、牢ろうにでも入れられれば違ったかもしれない。

　だがカルロ王子は生きているし、まだ王おう位い継けい承しよう権けんを保持している。

　そして相変わらずドモルガル王はカルロ王子の母親を寵ちよう愛あいしている。

　もしかしたら……がある可能性があるのだ。

　故にカルロ派豪族の多くはカルロ王子につきあい続けるか、ロサイス王の国につくかで迷っているのだ。

「では我々ロサイス王の国がご支援しましょうか？　カルロ王子の王位継承を」

　バルトロがそう言うとレティスは首を振った。

「お気持ちは嬉しいのですが……それも返答を先延ばしにさせて頂きたい」

　不用意に他国の軍を招き入れるほど馬鹿ではない。

　そう言っているのだ。バルトロは内心で深いため息を吐いた。

「そうですか。ではもし考えが変わったらご連絡を」

「ええ、バルトロ殿。ありがたいお話、ありがとうございました」

　この日の密会は終わった。




「あなた、どうでした？」

「どうもこうもねえよ。無理無理。全然ダメ。カルロが死んでたらイケたかもしれないけどさあ……」

　バルトロの妻が注いだ酒を飲みながら、バルトロは一人愚ぐ痴ちる。

「あーあ、大体俺に交渉なんてできるわけねえじゃん。人選ミスよ」

「あなたくらいしか任せられる人がいなかったんでしょう？　イアルさんはゾルディアス王の国に行ってますし」

　アルムスは王になって間もない。

　あまり豪族の性格など、分かっていない部分が多いため結局一番信用できそうなバルトロに頼むしかなかったのだ。

「それだけあなたが信用されているということです。良かったですね」

「はあ……まあいいんだけどさ……」

　バルトロはため息をついた。

　実際、バルトロは豪族の中でかなり厚こう遇ぐうされている方だと言ってもいい。

「にしても王位継承権ってのは王制国家につきものとはいえ……何とかならんかね。我が国も最近乗り切ったばかりだけど……数十年後にまた起こるだろうし。嫌だね」

「そうですか？　まだまだ決めつけるには早いでしょう。ユリア様もテトラ様も仲良しですし。子供に関しては教育次第じゃない？」

「はあ……仲良しね。今はだろ。母親ってのは子供が一番可愛いものさ。どうなるか分かったもんじゃない。幸運なのは我らの王が尻に敷かれていないことだ。女の機嫌で国政が動いちゃ笑えない」

　バルトロは肩を竦すくめる。

　王位継承で起こる内乱ほど下らないものはない。前回の内乱のように短期間で、かつ敵対勢力を一いつ掃そうできるなら文句はないのだが。

「それで敵は攻めてきますかね？」

「十中八九な。うちが潜り込ませている呪術師が催眠呪術で聞きだした情報だと、六月にはことを起こすつもりのようだぞ。総指揮官はパックスだとよ。まあ無難に次男に功績でも作らせて継承ってのが狙いだろ」

　バルトロは酒を煽あおる。

　たとえ敵が誰であろうとも、ロサイス王家の敵は討つ。それがバルトロの仕事である。

「俺としては攻められる前に攻めちまえと思うんだけどな。王は消極的みたいだ」

「当たり前です。前回は勝てましたが、今でも我が国とドモルガル王の国の間には国力差があるんですよ」

　国力を落としたとはいえ、いまだにドモルガル王の国は強国であり……そしてエビル王の国はベルベディル王の国とも同調して攻め込んでくる可能性が高い、現在の状況で強気に行けというのは無理がある。

「まあ、俺が指揮すれば間違いなく勝つけどね」

「あなたは……そんなこと言って……」

　バルトロの発言に、彼の妻は肩をすくめた。
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「おかえり、アナベラ。ロサイス王の国はどうだった？」

　まるで観光に行っていた家族に「おかえり」とでも言うような口調で麻里はアナベラを迎えた。アナベラは口を尖とがらせる。

「最悪です。呪術師に家を見つかり、抜け穴を泥だらけになりながら逃げる羽目になりましたよ。その後は兵士に追いかけられ、鷹たかに追いかけられ、犬に追いかけられ、そして肥こえ溜だめに落ちたんですよ。肥溜めですよ？　嫁入り前の、十代の娘が肥溜め!!　最悪です」

　実は糞ふん尿にようの臭いでアナベラの体臭が分からなくなり、おかげで犬の追跡から逃れることができたのだが、アナベラは知る由もない。

「まあまあ、逃げられたからいいじゃない」

「そうなんですけど……すみません。一人も籠ろう絡らくできませんでした……」

　アナベラは麻里に深々と頭を下げる。酷く落ち込んでいるようだ。

　麻里は優しく声をかける。

「まあまあ。私だって何度も失敗してきたから今があるんだし。レドゥス王子は上手くいってるけど、あれは軟なん弱じやく者ものが失恋でけちょんけちょんだからこそできたのよ。私だって不満を抱いていない人間を寝返らせることはさすがに難しいわ」

　麻里は期待しているとアナベラの肩を叩く。

　アナベラは泣きながら麻里に抱きついた。若干臭い。

「ところでそろそろ作戦の概要を教えてもらえませんか？」

「いいよ。教えてあげる。といっても大したものじゃないんだけどね」

　麻里はニコリと笑って答える。




　まず……近いうちにドモルガル王の国がロサイス王の国に攻め込むだろう。

　これは間諜からの情報で調べがついているので特にテコ入れする必要はない。

　そのタイミングでレドゥスを動かす。

　レドゥスが反乱を起こせばエクウス族はロサイス王の国へ援軍を派遣できなくなるだろうし、上手くレドゥスがクーデターに成功すれば、同盟を破棄させて……さらにロサイス王の国に攻め込ませることさえ、できるかもしれない。

　エクウスの援軍がないと知れば、今がチャンスとばかりにエビル、ベルベディルの両国は間違いなくロサイス王の国に攻め込む。

　前回の呪い（冤えん罪ざい）で両国はロサイス王の国に不信感を抱いているし……加えて強大化を始めたロサイスを警戒している。

　これで包ほう囲い網もうが完成する。

　さすがに四か国から包囲を受ければどうしようもない。

　あとはロサイス王の国が弱ったところを見計はからい、提案する。

「条件次第で助けてあげようか？」

「助けちゃうんですか？」

「うん。だってロサイス王の国が滅んだらドモルガル王の国の国力が増しちゃうじゃない。背後から我が国がドモルガル王の国を攻めて領土を奪い……可能なら滅ぼす。そして助けた見返りとしてロサイス王の国を事実上の属国にする。これで南アデルニアへの足がかりができるという寸法」

　あとは時間をかけてロサイス王の国を完全に屈服させる。

　麻里はアルムスという男を殺すつもりは全くなかった。アルムスの知識、特に爆弾の知識は麻里にないもの。麻里としては是非とも手中に収めたいのだ。

（まあ、大事なのは互いに利益があるかどうかだからね）

「仕掛けるのは実質、レドゥス王子だけ……ということになりますね」

「まあ、エクウスを何とかすればあとはドミノ倒しだからね。無理にリスクを負う必要はないよ。放置して……共倒れさせればいいだけ。まあ……本音を言えば、ロサイス王の国の豪族にもテコ入れしたかったけど」

「も、申し訳ございません」

　麻里の言葉にアナベラは再度謝る。

「いや、責めているわけじゃないよ。あなたができなかったということは、あなた以外もできないということだからね」

　麻里は優しく、一番弟子を労いたわった。
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「ドモルガル王様。カルロ様の王太子の地位の剝奪が決まりましたが……どういたしますか？」

「……次の戦争の総司令官にまたカルロを就つける……というのは難しいか？」

「それは厳しいかと」

　ドモルガル王は深いため息をついた。

　ドモルガル王は現在四十五歳。政治家としてはこれからという年齢だ。

　しかし息子たちが大きくなるにつれて、王位継承権争いが激化し……それが彼を悩ませていた。

　ドモルガル王は肥大化した腹を揺すりながら、口を開く。

「カルロが厳しいとなると……パックスだろうか？　第二王子だし、産んだ女の身分も悪くない」

「私もパックス様がもっとも無難と愚考致します。アルド様は少し能力と素そ行こうと人格に問題があるかと……」

　現在、ドモルガル王の国は窮地に立たされている。

　南には野心に満ち溢あふれる若い王が指導するロサイス王の国。

　北には大国ロゼル。

　どちらも一筋縄ではいかない厄介な相手である。

　今、この国に必要なのは次の時代にしっかりとバトンを繋げることができる王だ。

　そういった意味ではカルロは最適であったのだが……あいつは戦争に大敗してしまった。

　王太子の地位剝奪だけで済ませ、王位継承権を取り上げなかったのはいまだに期待しているからだ。

　もっとも……戦争の勝敗という、より評価しやすい項目で赤点をとってしまったカルロを次の王に据えるには、いかにドモルガル王が彼に期待していたとしても難しい。

「いっそのこと我が国もロサイス王の国のように、婿むこを取るか？」

「より混乱が増すかと」

　側近は苦笑した。

　男児がいないが故に混乱していたロサイスと、男児が多すぎるせいで混乱しているドモルガルでは事情が異なる。

「やはりパックスしかいないか……う、ぐぅっ」

　ドモルガル王は胸の辺りを押さえた。

　強い痛みが腹の辺りから胸に向けて迫せり上がり、全身から冷や汗が噴き出る。

「だ、大丈夫ですか!?　少し休まれた方が……」

「……大丈夫だ。治まった。最近よくあるのだ」

　ドモルガル王は背中を玉座に預け、天井を見上げる。

「最近疲れやすくなった。階段を歩くだけでも息切れがする。肩こりも激しい。年のせいかもな」

「どちらかといえば、そのお腹のせいかと……。お食事とお酒の量を減らしたらいかがですか。それと少しは運動をなさった方がよろしいかと」

　側近は心の底から心配して言った。

　昔は優れた武人だったのだが……即位して以降、前線を退いたため日に日に太っていったのである。

「運動などしたら心臓が破裂してしまう。もう若くないのだ。致し方がない」

　ドモルガル王はおどけて笑って見せた。

　……数か月後、ドモルガル王の国の情勢は急変する。

　ドモルガル王も、ロサイス王も、ロゼル王も、麻里さえも予想していない展開を迎えることになるのである。
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　とある満月の夜のこと……二人が同時に産さん気けづいた。

「ああ、何でお二人同時なんですか!!」

「そんなこと俺に言われても……」

「王よ、邪魔なので出ていってください」

　心配で二人の間をウロウロしていたら呪術師や産さん婆ばたちに追い出された。

　失礼な奴らだ。確かに俺にできることは何一つないけどさあ……。

「俺はどうすればいい!!」

「落ち着いてください、王よ。あなたが混乱しても子供は産まれません」

　ライモンドはそう言って俺を諫いさめるが……そんなことは当然、俺も分かっている。

　わかっていることと、落ち着いていられることは別問題だ。

「まあ、まあ。落ち着いて下さいって。とりあえず酒でも飲んで」

「お、おう。ありがとう……ていうかお前何でここにいるんだよ。バルトロ」

　お前はドモルガル王の国との国境に封じたはずだぞ？

「お二人の子がもう少しでお産まれになると聞いたので、スタンバイしていたのです。やはり豪族の中で一番最初に顔を見たいですね」

「そうか……お前、娘が産まれる時どうした？」

　俺の問いに酒を飲みながら、バルトロは困った顔で答えた。

「どうしたもこうしたも……男にできることなどありませんよ。出産は辛いというのは伝聞と我々の想像でしかないわけですし。代わってやれることではないでしょう？　俺は酒飲んでましたね」

「ああ、そうか……」

　そうだよね……俺にできることなんてないんだよなあ……。

　一応産さん褥じよく熱ねつ対策の熱湯消毒とアルコール消毒。そして痛み軽減のラマーズ法は教えたけど……万全を尽くしても、もしもがあるのが出産だ。

　産婦人科医にでもなってればできることも多少はあったかもしれないというのに。

　いや、そんなこと悔やんでも仕方がないのだけど。

「バルトロ……酒をくれ」

「そうこなくっちゃ」

　俺はバルトロに注いでもらった酒を飲み……味がしねえな。

「冷静に考えると、こんな時に酒飲むのは人間としてダメだな」

　俺は酒を飲むのを止めた。

　気が楽になるどころか、逆効果だ。バルトロの言うことを信用した俺がバカだった。

　こいつは戦争以外の分野では役に立たない。

「おい、何か気がまぎれる話をしろ。もしくは振れ。王命だ」

「変わった王命ですねえ」

　ライモンドとバルトロは呆れ顔で俺を見る。うるせえ、早く何か話せ。

　そんな具合で話をしていたら、泣き声が聞こえた。子供の……赤ん坊の泣き声だ。

　これはつまり……。

「王よ!!　お産まれになりました!!　テトラ様です!!」

　考えるよりも先に体が動いた。テトラがいる部屋に直行する。

「アルムス……」

　テトラは笑っていた。

　顔は汗でビッショリと濡れ、髪の毛が頰にへばりついていたが。

　そして両手には綺麗な布に包まれた赤子を抱いていた。

「元気な男の子。抱いて」

「……ああ」

　俺は赤子を……自分の子供を抱き上げた。

「髪の毛は俺似か。顔はお前に似ているな。生なま意い気きそうなところが特に」

「失礼な」

　赤子の小さな手に指を伸ばすと、ギュッと握ってきた。

　ああ……可愛いなあ……食べてしまいたい。

「名前……つけて」

「ああ……こいつの名前はアンクスだ。アンクス・アス」

「そう。良い名前。アンクス……私とアルムスの愛の結晶……」

　ニヤニヤと笑うテトラ。

　とりあえずこいつは大丈夫そうだな。

　ひとまず安心していると、隣の部屋から泣き声が聞こえた。

　これはつまり……。

「行ってあげて」

「ああ、分かってる」

　俺はアンクスをテトラに手渡してから、大急ぎでユリアのところに向かった。

　大丈夫か……。

「ユリア!!」

「あ、アルムス……」

　ユリアは俺に向かって微笑ほほえんで見せた。

　こいつはテトラほど難産ではなかったらしく、そこまで疲れ切っている印象はない。

　だがその表情には少しだけ不安の色が見える。喜びと不安……それが入り混じったような……。

「どうぞ。元気な……女の子です」

　ユリアはそう言って俺に赤子を手渡してきた。その手が少し震えている。

　全く……。

　俺はユリアの唇にキスをした。

「よくやった。ありがとう。俺は嬉しいよ」

　俺がそう言って微笑みかけると、ほんの少し不安が晴れたようで表情が明るくなった。

「名前はどうしようか……俺がつけていいのかな？」

「いいよ。それは父であるあなたの権利だから」

　そうか。じゃあ……。

「フィオナ。フィオナ・ロサイスだ。この娘の名前は」

「フィオナか……うん、良いと思う」

　ユリアは嬉しそうに笑う。俺は視線をフィオナに移した。

　髪の毛は紫紅ラベンダー色。顔立ちもユリアに似ている。

　成長したら美人になりそうだ。

　嬉しいな。俺の要素があまり見当たらないのが少し悲しいが。

　ああ、可愛いなあ。

　どうしよう、あなたの娘さんを下さいとか言われたら。困っちゃうよ。

「絶対嫁にはやらん」

「……まだ産まれたばかりなのに何言ってるの」

　ユリアは声を出して笑った。元気になって良かったよ……ユリア。




　一段落して、ユリアとテトラが眠りに就いた頃。

　俺は一人宮殿のバルコニーで月を見ていた。綺麗な満月だ。

　酒を一人で飲む。

「リーダー……」

「ロンか。少し遅かったな」

「少し忙しかったんです。それで遅れてしまいました。ひとまずおめでとうございます」

　ロンは静かに俺の隣にやってきた。

「すまんな。コップは一つしかなくて」

「いえ、構いません。それと……少し難しそうな表情をしていますね」

「分かるか？」

「ええ……ユリア様のことですね？」

　お見通しか。

　まあ、みんな頭に過ぎることだから当たり前かもしれないけど。

　次の王になるのはユリアの息子。

　それは暗黙の了解というものだ。この国の者は全員それを弁えている。

　当然のことながら、俺がテトラの子に王位を譲ろうとしたら国が真っ二つに割れる。

　特にロサイス家。彼らが話が違うと真向から反対してくるのは目に見えている。

　俺もそれを分かっているから、アンクスには『ロサイス』の名はやらない。

　あの子には王位継承権はない。そう示すために。

　ユリアが女の子を産んだ。そしてテトラが男の子を産む。

　少し、面倒な状況にある。逆なら最適なのだが。

　まあ、この程度のことではユリアの地位は揺るがない。

　まだまだユリアは子供を産める体だ。しかし……女の子が続くようなことがあると、大変なことになる。

　ユリアが男の子を産むまでテトラとはしない……という選択肢もなくはないが、それはできない。

　テトラにそこまで我慢させたくないし、それにアブラアム……あのクソ爺じじいが文句を言ってくるはずだ。

　そのクソ爺さえいなければここまで面倒な事態にはならなかっただろう。

「まあ、俺は素直に嬉しいけどね。女の子、男の子、両方欲しかったしさ。大体確率は二分の一だろ。そう何度も女の子が続くわけないさ」

「うん、俺もそう思います。ユリア様もテトラも……大事だから。二人が争う姿なんて見たくない」

「ああ、俺がさせないよ。絶対にね」

　俺は満月を眺める。満月は俺を無視するように、明るく輝き続けていた。





　　　　　※






「可愛いなあ……お爺ちゃんですよ!!」

「…………」

　フィオナがお義父さんの顔を不思議そうに見る。

　まだ産まれて間もないフィオナは視力がほとんどない。とはいえお義父さんには自分を見つめているように見えるらしく、大喜びだ。

「うん、ユリアにそっくりだ。ユリアもこれくらいの頃はこんなに小さかったんだよなあ……それが子を産むようになるとは……」

　突然泣き出すお義父さん。変なスイッチが入ってしまったらしい。

「ところでテトラ・アスは？」

「テトラですか？　彼女は向こうの部屋でアンクスと一緒にいますよ」

「それは良くないな。呼んで来なさい」

　お義父さんはそう言うと、召使にテトラを連れてくるように命じた。

　テトラはすぐにやってきた。その顔には緊張の色が見える。

　手の中のアンクスはすやすやと寝ている。

　俺は手招きして、テトラを自分の横に座らせる。いつでも庇かばえるように……。

　お義父さんはにこやかに笑って言った。

「その子を抱かせてくれ」

「え!?」

　テトラが少し驚いた表情を浮かべた。多分俺も同じような顔をしているだろう。

　当然のことだが、テトラとお義父さんには血の繋がりはない。

　てっきり忠告の一つや二つ、言うのかと思ったんだがな。

「ユリアの婿は私の息子だ。その息子の嫁は私の娘だ。その娘の子は孫だろ？」

　お義父さんはニヤッと笑う。

　テトラは戸惑った表情を浮かべたが、すぐに立ち上がってお義父さんにアンクスを差し出す。

「どうぞ……」

「うむ」

　お義父さんは壊れ物を扱うようにアンクスを抱き上げた。

　そしてその顔を見ながらテトラに言う。

「うん、良い子だ。君の息子だ。さぞや知恵者になるだろうな」

「……ありがとうございます」

　テトラは少し紅潮した顔で礼を言った。

　お義父さんはテトラにアンクスを返した後、二人を退出させた。

　そして俺と二人きりになる。

　しばらくの間、沈黙がその場を支配する。最初に口を開いたのはお義父さんだ。

「いいか？　本人たちに意思があろうとなかろうと、争いは起きる。勝手に担ぎ上げようとする者は出てくるのだ」

「心得ています」

　何があっても二人とその子は守る。夫として、父親として、王として。

「孫は見れた。だが王太子の顔を見るまで安心して逝けない」

「……努力します」

　次の王はユリアの男の子。これは絶対だ。そうでないと国が割れる。

　俺の本来の存在意義はロサイス家の血を引く男の子を作ることなのだから。

「最悪、アンクスとフィオナを結婚させる羽目になるが……それは避けたい」

「分かっています……」

　最悪、近親相姦になる。

　嘆けばよいのか、最後の手段があることを喜べばよいのか分からんな。





　　　　　※






　平穏な日々は過ぎ去り、六月になった。

　俺は情報にあったドモルガル王の国の侵攻とそれに伴うであろう包囲網に警戒を強めていた。

　そして予想通り、平和は終わってしまった。

　一つ予想通りでなかったのは……。

　平和を破ったのがドモルガル軍の侵攻ではなく、ドモルガル王の国の内紛であったことだ。




　六月。停戦協定が切れて、まさにロサイス王の国に攻め込もうという時であった。

　それは起こった。

「っぐがあああ」

「王様、王よ!!」

　ドモルガル王が心臓を押さえて、倒れたのである。

　すぐに宮殿中の呪術師が集まり、治療が始まった。

　だが懸命の治療も空むなしく、ドモルガル王は息絶えた。

　次の国王を指名しないまま……。
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　ドモルガル王の国の首都。アルド・ドモルガルの屋敷。

　そこに十五歳ほどの少年と、二十歳前後の女がいた。

　少年は着ている豪華な服から、かなり高い身分の人間であることが分かる。

　それも当然で、この部屋の主であるアルド・ドモルガルその人だからだ。




　一方女は非常に粗末な服を着ていた。美しい金髪と白い肌、彫りの深い顔立ちからゲルマニス人であることが分かる。

　そして胸部になかなかの脂肪を蓄えていた。

　アルムスが見たら「これは重巡洋艦……いや、戦艦クラスか。ドレッドノート級ではないが……三み笠かさといったところか……」という判断を下したことだろう。

　だがそれらを台無しにしているのが顔だ。

　決して醜みにくいというわけではない。むしろ容姿は非常に整っていると言ってもよい。

　だからこそ痣あざが目立つ。

　そして何より痛々しいのが足あし枷かせと首に取りつけられた首輪。

　首輪から伸びた鎖はアルドの手に収まっていた。

　アルドは叫ぶ。

「ああ!!　父上が死んだ!!　なんと喜ば……じゃなかった。嘆なげかわしいことか!!　さて、これからどうするか」

「……私に聞かれても分かりません」

「黙れ!!　蜘く蛛もの癖くせに生なま意い気きだぞ!!」

　アルドは奴隷を蹴り飛ばした。

　何度も何度も腹を蹴り、馬乗りになって顔を殴る。

　殴られながら奴隷は……アリスは思った。

（こりゃ、しばらく我慢しなきゃダメかな）

　それから五分ほど経つと、殴りつかれたのかアルドはアリスから離れた。

「おい、アリス。パックスを殺して来い」

「それはまた……斬ざん新しんですね」

　いきなり重要人物の暗殺を命じるアルドもアルドだが、その命令を拒否しないアリスもアリスである。

　暗殺を命じられているのにまるで気軽にピクニックに行くかのようだ。

「……ですが、怪しまれませんか？　この状況下でパックス王子を殺したらどう考えてもあなた様が犯人でしょう」

「この状況下では次の王はパックスだ。一番揉めないのが年功序列だし、今回行われるはずだったロサイス攻めの総司令官は他でもない奴だからな。そして俺は王になりたい。内乱を何日もやってパックスを殺すよりは今殺してしまった方が国のためだろう」

　さすがにその発言にはアリスも目を丸くした。

　ニヤリと笑うアルド。

「その後は？」

「今王都にいる敵対勢力を全員殺す。俺の私兵を使ってな。奇き襲しゆうに成功すればできるさ。私兵を多く持っている豪ごう族ぞくはお前が暗殺しろ。頭を失えば指揮系統は麻ま痺ひする」

「……そうですか」

　アリスはため息をつく。

　結局危険なことの矢面に立つのは自分である。

「ところでカルロ王子はいいんですか？」

「あいつはここからずっと離れた山の中に籠こもってるからな。パックスと同時には殺せない。別に兵士を送って殺す。いくら俺でも不可能なことは命じない。俺は良い主人だからな」

　そもそも良い主人は奴隷をタコ殴りにしない。

　大体、いつも不可能に近いことばかり頼んできたじゃないかとアリスは思ったが、口には出さなかった。

　殴られるのは慣れているが、殴られないに越したことはない。

「パックス派、カルロ派についている豪族はどうするんですか？　素直に従うとは思えませんが」

「従うなら許す。従わないなら処刑だ。ほとんどの豪族は本ほん領りよう安あん堵どさえ保障すれば従う」

　少なくとも話だけ聞いていれば上手くいきそうではある。

　作戦のカギはアリスがパックスと多くの私兵を持つ有力豪族を暗殺することにあるが……アリスにはやり通す自信はある。

　真夜中の時間帯ならば確実にできる。

　だがその後はどうするのだろうか？　アルドには大たい義ぎ名めい分ぶんがなく、悪名しか残らない。暗殺は成功だけを考えれば難しくない。

　問題はその人間が死んで得をしたのは誰かを考えれば容よう易いに犯人が予測できてしまうことだ。

　正々堂々戦で打ち破るならまだ外がい聞ぶんは良いが、卑ひ怯きような手段での解決など醜聞にしかならない。将来的に大きな禍か根こんを残すことになる。

　ゆえに暗殺という手段はそれ以外の方法が採れないときの、最後の手段なのである。

　ドモルガル王には子供はカルロとパックスとアルドしかいなかったが、血縁の者ならば他にもたくさんいる。

　兄殺しのアルドではなく、別の王族を担ごうとする可能性だって十分にある。

　アルドも言っているが、豪族が王に求めているのは本領安堵である。

　兄を殺した男の刃が自分にも伸びないなどとお気楽に考える豪族が果たしてどれほどいるか。

　豪族からしたら担ぐ神輿は軽い方がいい。アルドのように下手に知恵が働くと、担ぐには重すぎる。

（まあ、私には関係ないか……）

　どうせアルドは話を聞かない。

　自分の父の忠言にも耳を貸さないのだから、アリスの忠言に耳を貸すわけがないのだ。蜘蛛女が調子に乗るなと言われて、殴られるのが落ちである。

「分かったか？　決行は一週間後だ。それまで準備をしておけ。俺も準備を済ませておく」

「……はい」

　アリスは静かに頷いた。





　　　　　※






　一週間後の深夜。

　アリスはパックス王子の屋敷の近くにある家の屋根の上にいた。

　約二十メートルほど先にパックス王子の屋敷が見える。

「さて、行きますか……」

　アリスは腕を前に出し、パックス王子の屋敷の屋根に狙いを澄ませる。

　するとアリスの指から放った糸がパックス王子の屋敷の屋根に命中した。糸の太さは一センチほど。

　アリスは指先の糸を自分の足元に擦りつけて、糸を固定する。

　これで幅約一センチの橋が完成する。

　アリスは平然とその上に飛び乗った。

　器用にバランスを取りながら糸の上を歩く。あっという間に屋根の上に降り立った。

「さて……パックス王子の部屋は二階の右から三番目の部屋だったよね……」

　パックス王子の屋敷は三階建てなので、一階降りなければならない。

　アリスは屋根に手を置く。手のひらから粘着性のある糸を作りだし、ゆっくりと下に下っていく。

　あっという間にバルコニーにたどり着いた。

　当然のことながら、扉には鍵がかかっている。アリスのような不届き者に対応するためだ。

　鍵穴は存在しない。バルコニーに出ることは想定しても、バルコニーから入ることは想定していないからである。

　鍵師ならば開けることも可能なので、取りつけられていない。

　鉄壁の守りだ。アリス以外には。

「面倒だなあ」

　アリスは指の周りに糸を巻きつかせる。鋼のように丈夫な糸が集合することで、錐のような物を作りだす。

「とりゃ」

　ブスッ

　少し大きな音を立てて、アリスの指は木製のドアを貫通した。

　結構大きな音だったので、寝ていたパックス王子が起きだす。

「ん？　何？　いったい……ッグガ！！！」

　アリスの指先から伸びた糸がパックスの首にかかる。

　アリスは糸を手繰り寄せて、パックスの首を締め上げた。

　しばらくの間、パックスは首を掻きむしりながら藻も掻がいていたが、すぐに動かなくなった。

「さて、そろそろ戻らないと。見つかっちゃうと大変だから。……まあ見つかったところで捕まる気はないけど」

　見つかってから帰ったら殴られてしまう。痛いのは嫌だ。

　アリスの実力ならアルドを殺して逃亡するなど容易たやすいことだが、アリスはアルドに逆らうことができないように刷り込まれている。

　ふとアリスの耳に喧けん騒そうが聞こえた。聞こえてくる方を見ると、火の手が上がっている。アルドが行動を起こしたようだ。

　早く加勢しなければサボっていたと言われ、殴られる。

　アリスは大急ぎでアルドがいる方へと向かった。





　　　　　※






　カルロは前回の戦争で反省しているアピールのために、首都から少し離れた山の中で謹きん慎しんしていた。

　もっとも、謹慎先はカルロ派豪族の保有する別荘なので、生活は快適である。

　楽しい生活を送っていたカルロのところに、血けつ相そうを変えた兵士がきた。

「大変です！　カルロ様。王都で政変が起こりました！　アルド王子がパックス王子を殺害したのです。すでに山の別荘もアルド王子の兵士に襲撃を受けています！　今は兵士たちが戦っていて、カルロ様がここにいらっしゃることは知りませんが……急いでお逃げ下さい！　馬車は用意してあります!!」

「ええ!!　何で……いや、詳細は後で聞こう。すぐに逃げるぞ!!」

　カルロは大急ぎで別荘を経ち、アルドの手から逃れたのである。





　　　　　※






　季節は六月。

　ロサイス王の国とドモルガル王の国の停戦協定が切れる頃。

　そんな時にドモルガル王が急死したことにより、アルド王子が敵対派は閥ばつと兄のパックスを暗殺および首都を占せん拠きよして自らをアルド王であると名乗った。だが、その事に反発した豪族はカルロ王子こそが正当な王であると担ぎ上げた。

　こうしてドモルガル王の国には二人の王が誕生することになり、国が二つに分かれて大規模な内乱へと発展してしまう。

　そんな中、カルロ派である豪族たちは、以前から友好関係にあったロサイス王の国に援軍を求めた。




「これより豪族会議を始める」

　俺は国中の豪族をかき集めてそう宣言した。

「さて今回の議題についてはすでに知っていると思う。ドモルガル王の国で内乱が発生した。そしてカルロ王子が我々に救援を求めてきた。これを受けるべきか、静観すべきか。意見を聞きたい」

　まず第一に手を上げたのはロサイス王の国の元国王の弟であるライモンドだ。

「王よ。今回は静観すべきであると私は考えております。もし我が国が軍事行動を取れば、周辺国を刺激することになる。ただでさえ我が国は周辺の国々に敵視されています。今現在、治ち水すいや都の造営などの事業を複数やっている状況です。今の我が国の国力を考えると……エビル、ベルベディルの両国への警戒、及び首都の最低限の守りを除いて、外国に派遣できる数は八千ほどでしょう。分裂しているとはいえ、かの大国ドモルガルを相手取るには少々心こころ許もとない」

　具体的な数字が出てきた。

　なかなか分かりやすい。確かに、今までの俺の方針だとそれで正しい。包ほう囲い網もうを造られたらお終いだからだ。

　だが……。

「王よ。私はこれはチャンスであると思います」

　発言したのはバルトロ。今回の戦争で一番の矢面に立つであろう領主。

「現在、アルド・ドモルガル軍が二万。カルロ・ドモルガル軍が一万です。ここに我が国の八千が加われば差はたったの二千」

　たった、か……。

「自信はあるか？　バルトロ。友軍は連携が取れているとは言えないのではないか？」

「それは敵も同じことです。今回の内戦はドモルガル王の国の各地で発生しています。つまり各個撃破すればいい。そしてまとまった軍勢を持っているのは我らだけでしょう」

　バルトロの軍事能力が非常に優れているのは俺も知っているが……。

「やはりエビル王の国、ベルベディル王の国の存在を考えると……」

　そう俺が言うと……。












「王よ。我らに名めい誉よ挽ばん回かいのチャンスを下さい!!」

　元ディベル派の豪族たちが叫んだ。

　他の豪族たちもやる気に満ち溢あふれているように見える。どうやら消極的なのは俺とライモンドくらいのようだ。

「我らだけで行くのではありません。エクウス族も一緒です。彼らの機動力と我らの重装歩兵の力があれば勝利は容易かと」

　バルトロはそう断言した。

　ドモルガル王の国を崩せるならそれに越したことはない。

　孤立しないように軍事行動を控えるのも一つの手だが、いっそ開き直って包囲される前にその網を壊すのも一つの手。これは相当実力がないと失敗する可能性が高いが……。

　我が国は俺が即位して一年でずっと強国になった。

　それにここで隙を見せると、弱腰の王という誹そしりを受け、政治的な癌がんになるかもしれない。

「心配事が一つ。ロゼル王国だ。あの国も介入してくるのではないか？　あの大国ロゼルとぶつかれば間違いなく我が国は敗北するぞ」

「現在ロゼルは他のガリア氏族の討伐にも乗りだしていると聞いております。多数の兵は動かせないかと」

　そう言えばそんな情報が入ってたな。

　今のロゼル王国は三万の軍勢を動かしている最中らしい。

　確かガリア最強のクリュウ将軍とかいう人が、ガリア統一のために北方地方に派遣されているとか。

　三万も出すロゼル王国も恐ろしい大国だが、それで討伐できないガリア人も恐ろしい民族である。大陸の内陸部は魔ま境きようだ。

「よし。私は賛成の立場だ。では早速決を採ろう。今回の遠征に賛成の者は手を挙げよ」

　全員の手が上がった。
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「ロサイス王様。お久しぶりです。ブラウス家当主、レティス・ブラウスでございます」

「久しぶりだな。レティス殿。ドモルガル王の国との和平交渉の時以来だ」

　こいつの両親は半分くらい俺のせいで死んだわけだけど……恨んでないのだろうか？

　そんな俺の意思を感じ取ったのか、レティスは話し始めた。

「我が父が死んだのは一年前の敗北の責任を取らされた結果でありますが……あれは父の意思でございます。トニーノ将軍はカルロ王子──我が国──に必要なお方。替えの利きかない人物。ゆえに我が父は自ら敗戦の罪のすべてを背負い、処刑されたのです。父のおかげで多くの者が命を救われました。悲しみはございますが、恨みは一切ありません」

　ふむ……トニーノ将軍が生きていて、ブラウス家の当主が死んだのはそういう背景があったのか。確かにあの将軍は有能だった。砦とりでの攻め方も嫌らしかったし。

　こちらが勝ったのはロマリアの森のおかげだしな。

　それにしてもトニーノ将軍……あんた、ブラウス家の領地に足を向けて寝れないな。

「さて、レティス殿。ご用件をお聞きしよう」

　別に俺が物忘れをしたわけではない。

　だが最初からノリノリでは有利な条約が結べない。

　あまり乗り気ではない雰囲気を醸かもし出しながら、条件次第では考えてあげようかな？　というような交渉をする必要がある。

　そのための前振りだ。

「用件は我が王カルロの親書の通りでございます。反乱分子の鎮ちん圧あつにご協力願いたい」

「反乱分子……果たして誰が反乱分子なのかな？　我々からすると判断がつかない」

「アルド王子です。彼は勝手に王を名乗り、国を分裂させています」

「アルド王子は反乱分子なのかね？　首都を押さえ、玉座に座っているのは彼だと聞くが？」

　一応、俺たちの認識からするとどちらも王子だ。だから決して王とは言ってやらない。

「アルド王子が首都と玉座を手中に収めているのは暗殺と夜や襲しゆうという卑怯な手で簒さん奪だつしたからでございます。正統な王はカルロ様です」

「なるほど。アルド王子が正統な王ではないという理屈は分かった。ではカルロ王子が正統な王である証あかしは？」

　俺がそう聞いてみると、レティスはまず「カルロ王子ではなく、カルロ王です」と訂正した上で答えた。

「カルロ様は長子でございます。先王のご指名がないのであれば、年長者が王になるのは当然です」

「ほう？　本当にそうかな。実力重視ということもあるだろう。この場合、首都と玉座を押さえている方と他国に援助を求める者。どちらの方が実力が上であるかは考えるまでもないと思うが」

　俺が意地悪く言うと、レティスは言葉を詰まらせた。

　このやり取り、最初に相手を言い負かした方が勝ちだ。理屈の成否はどうでもいい。

　俺は勝利を無駄にしないために、レティスに畳みかけた。

「助力するのであれば実力の高い方がいい。我が国の損害も減るからな」

　俺は事実しか言っていない。決してアルド王子から助力の嘆たん願がんがきたとは一言も言っていない。

　ただこの方が楽だよね？　という当然の事実を再確認しただけである。

　……まあ騙だまされんだろうな。アルド王子は優勢。他国の軍勢を招く必要性はない。

　というか内戦で他国を招くのは下の下の策。これ以外方策がないときにやるべき作戦だ。

　つまりカルロ派は相当不ま味ずい状況に追い込まれているということだ。

　足元を見るだけ見てやる。

「カルロ王子に味方をするリスクは高い。それに見合うだけのメリットを提示してもらおうか？　カルロ王子の、私への誠意の気持ちを」

　俺の言葉にレティスは顔を歪ゆがめる。苦虫を百匹嚙かみ潰したような口調で答えた。

「……ハリソン川以南（ドモルガル王の国の四分の一）の領土でどうでしょう？」

　へえ……大盤振る舞いするなあ。精々五分の一程度だと思ってたんだけど。

　その四分の一に含まれる領土の豪族はいいのか？

　もしかしてアルド王子の派閥の豪族から領地を分捕るという皮かわ算ざん用ようをしているのかな。

「ロムス川以南（ドモルガル王の国の三分の一）。それなら援軍を出そう」

「な!!　そのような条件は……!!」

　だろうね。ハリソン川以南も相当無理してるでしょうし。

「ではこうしよう。我が国はハリソン川以南の領土を貴国から得る。そして貴国は我が国と同盟を結び、共に異民族ガリア人と戦う。正式な即位式の時にカルロ王子の頭に冠かんむりを載せるのはロサイス王である私。そしてカルロ王子の長子は我が国に留学する」

　俺はロゼル王国と国境を接したくない。ガリア人怖いし。

　ドモルガル王の国を緩かん衝しよう地ち帯たいとして利用したいのだ。

　そのためにはドモルガル王の国が弱すぎては困る。三分の一はもらい過ぎになる。

「……我が国に貴国の属国になれと？」

「属国？　違う。同盟国であり友人になろうと提案しているのだ。共に戦いあうのであれば友人になるのは当然だろう？」

　さて、どう出るかな。俺としては領土は四分の一以下でも構わない。

　大事なのはドモルガル王の国が同盟国になることだ。包囲網の心配もなくなるしね。

　しばらくの間、口を閉ざして考え込むレティス。かなり悩んでいるみたいだ。

「……私としては貴国にかなり譲歩したのだが。本来の報ほう酬しゆうならばロムス川以南が適正なのだ。これが飲めないのであれば……」

「分かりました。ですが私の権限では決められません。一度、王に連絡をさせて頂きたい」

「いいだろう。返答は七日待とう。もっとも、状況が悪化する前に早々返事をした方が賢明だと思うがね」

　俺の忠告が効いたのか、それとも本当に状況が緊迫しているのか……。




　そして三日後。

　条文に『ロサイス王はカルロ・ドモルガルをドモルガル王の国の王として扱うことを国内外に示す』という一文を載せれば、あとはあの条件のままで良いとのことだ。

　ひとまず外交は勝利、ということで十分だろ。

　一部豪族はもう少し領土を得られるのではと不満を抱いているようだが……外交は勝ち過ぎてはいけないしな。これ以上の勝利は危険だ。

「さて、人選は……バルトロ。お前に指揮権と八千の軍を与える」

「は！　……必ずや我が国とドモルガル王に勝利をもたらしましょう」

　俺はエビル王の国やベルベディル王の国を警戒しなければならないため、戦場には行けない。

「頼んだぞ」

「ご期待に添えてみせます。……酒を用意してお待ちください。我らの王よ」

　バルトロはニヤッと笑って、紅いマントを靡かせて去っていった。
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　ムツィオ王子がいるエクウス族のところにロサイス王からの親書が届いた。

　用件は単純。騎兵を雇いたいということだ。

「ふむ……今回は防衛戦争ではないが……まあ、いいだろう」

　エクウス族は戦争に大義名分を求めたりしない。

　負けたら負けた奴が悪い。それだけだ。

　今回、ロサイス王の国が要求した騎兵は去年の戦争よりも少ない四百。

　そして報酬として提示した小麦の量は去年の三分の一。

　良い取引だ。

「さて、誰を派遣するか……指揮官として優秀なのはムツィオだが……」

　今回の総司令官は一豪族である。

　ただの豪族の配下に自国の王子を組み入れるのはよろしくない。ロサイス王の国とエクウス族は対等の同盟を結んでいるのだから。

　それにムツィオは結婚したばかり。まだ子もできていないのに引き剝がすのは少し可か哀わい想そうだ。

　悩んだ末に、エクウス王は自国の将軍の一人を派遣した。

　こうしてロサイス軍八千とエクウス族四百、合わせて八千四百の連合軍がドモルガル王の国に派遣された。




　かくして、約一年続いた平和をあざ笑うかのように戦争の火ひ蓋ぶたが切られた。

　この戦争はアルムス帝……当時はアルムス王が初めて他国を侵略する目的で軍を動かした戦争である。

　よってこの戦争以降アデルニア（ロマリア）半島で起こる全ての戦争は『アデルニア（ロマリア）半島統一戦争』と総称されることになる。
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　決議から十日後、バルトロ率いるロサイス軍・エクウス族連合軍はドモルガル王の国に到着した。

　ロサイス王の国とドモルガル王の国との領境にあるのがブラウス領だ。

　もっとも、今はその領地を大きく削られてしまっているのだが……それでもその領地は広大だ。

　バルトロは到着してすぐにレティスに尋ねた。

「戦せん況きようは？」

「昨日お伝えした状況と大差はありません。我々の保有する戦力は約一万。敵戦力は約二万ほど。我々の最大戦力を率いているのはトニーノ将軍とカルロ様で、六千。敵の最大戦力を率いているのはアルド王子で一万五千です。その他は各地に少数で分散しています」

「なるほど……」

　アルド王子の一万五千をトニーノ将軍が六千で受け止めている形になる。

　問題は……。

「トニーノ将軍はどれくらい保ちそうですか？」

「トニーノ将軍は地形を利用し、伏兵と焦土戦術を採りながら少しずつ戦線を下げています。おそらく一週間が限度かと」

　トニーノが採っている戦術はいわゆるゲリラ戦術と呼ばれるモノに近い。

　少数の兵を森や岩陰に伏し、散発的に攻撃をする。敵の進軍ルートの村を焼き払い、井戸に毒や汚物を投げ込む。

　戦争に不慣れなアルド王子はかなり手間取っている。

「じゃあ早速トニーノ将軍の救援に向かいましょうか」

「ええ!?　でも東の方にアルド派の豪族の領地がありますよ！　宜しいんですか？　まずは背後の憂いを……」

「問題ありません」

　レティスの言葉をバルトロが遮さえぎった。そして笑みを浮かべて説明する。

「そっちは元パックス派です。戦況次第でこちらに寝返りますよ」

「そう……ですか？」

「ええ。とりあえず今ブラウス家が持つ戦力を東へ向けてください。あなたが足止めをしているうちに我々がトニーノ将軍を救出します。……我々は連携が取れているとは言えませんしね」

　暗に足手まといだから引っ込んでいろと通告するバルトロ。

　レティスは複雑な表情を浮かべる。

　自分の兵力が減らないのは結構なことだが、全く武功を上げられないというのはそれはそれで不満である。

　だがロサイス軍の援助がなければカルロ派の敗北は目に見えている。

「分かりました。……私の弟のルネを連れていってください。あいつは地理を記憶しているので」

　ルネ・ブラウスは街を無む血けつ開かい城じようさせてしまった罪で辺境の地で謹慎させられていた。

　だが謹慎を命じたドモルガル王も死んでしまったので、戻ってきたのである。というか今は静かに謹慎している場合ではない。

「ありがとうございます。何しろ俺はこの国の地理には疎うとい。助かります」

　バルトロは礼を言った。地の利を得ることは戦争で非常に重要なことだ。

　進軍速度にも大きな影響が出る。

「では善は急げと言います。早速行ってきますよ」

　バルトロは早々にその場を立ち去った。

　八千四百の兵と共に……。




「トニーノ!!　喜べ。援軍が来るぞ。八千四百の兵だ。明日の朝には到着するみたいだ!!」

「……まあ朗ろう報ほうと言えば朗報ですね。はあ……我が国はロサイス王の国の属国か……」

　トニーノは肩を落とした。その肩をカルロが叩く。

「まあまあ、死ぬよりはマシであろう？」

「あなたはもう少し落ち込んだ方が宜しいかと」

　トニーノ＆カルロ軍は天領との領境から約十キロほど離れた地点に軍を置いていた。

　二人が直接指揮している兵は三千ほど。

　残りの三千は各地に分散させ、散発的な攻撃を繰り返させている。

　戦力の分散はあまり褒められた戦略ではないが……敵の一万五千からすれば六千も三千もそこまで変わらない。

　戦力を分散させた方が良いときもあるのだ。

「アルドの奴は大分怒っているだろうなあ」

「はは、想像するに容易いですねえ。家か臣しんに八つ当たりしているんじゃないですか？」

　二人は楽しそうに笑った。援軍が来るという事実が二人の心を軽くした。

「第三部隊より報告!!　奇襲に成功し、敵の輜し重ちよう部ぶ隊たいに損害を与えることに成功!!　荷馬三台を破壊しました!!　こちらの損害は七十！　軽微です！！！」

「ご苦労様。それと全部隊に報告してくれ。援軍が来る。よって長い長い持久戦は終わりだ。全軍を集結させ……決戦だ」

　トニーノからの言葉を受け取った伝令は再び馬に跨またがり、駆けていく。

　トニーノはその後ろ姿を最後まで見送った。
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「ああ!!　ふざけるな!!　何なんだよ!!」

「とりあえず何に怒っているのか教えてくださらないと答えようがありません。あと痛いです」

　しばらくアリスの顔を殴ることで落ち着いたのか、アルドはアリスの体から離れた。

　そして椅子に座り、目を吊り上げながら怒鳴る。

「あいつらめ!!　ちょこまか、ちょこまかと!!　輜重部隊ばかり狙いやがって!!」

「じゃあ輜重部隊を守るように進軍すればよいのではないのですか？」

　アリスは兵法なんて分からない。というか文字も読めないのに分かるわけがない。

　だが輜重部隊が狙われているならば、それを守るように進軍するのが普通なのではないだろうか？

「そんなことをすれば、ただでさえ遅い進軍速度が余計に遅くなるだろ!!　いいか？　兵は早ければ早いほどよいのだよ」

「はあ……勉強になります」

　一応アリスは相あい槌づちを打っておく。

　アルドが言っていることの正否などアリスには全く分からない。

「全く卑怯者どもめ……」

「…………」

　お前が言うか？　それを。

　アリスは思わず漏れそうになった言葉を両手で抑えこむ。

　これを言ったら殴られるだけでは済まない。

　まあ実行犯はアリスなのだから、アリスも人のことを言える立場でもないのだが。

「アルド様!!　ロサイス王の国が兵を挙げた模様です!!　明日の朝には敵軍と合流する模様!!」

「何だと!!　あの野郎……内戦に他国の軍を入れるだなんて何を考えてるんだ!!　ああ!!　お前らがグズグズ進軍をしているから!!」

「す、すみません!!」

　何の罪もない伝令が怒られる。

　当然のことながら伝令の仕事は情報をアルドの耳に入れることで、別に兵を指揮することではない。

　進軍が遅れているのはアルドの指揮に問題があるからである。

　九割悪いのがアルドで、一割悪いのがアルドに全く逆らえない豪族だ。

「よいではないですか。敵と合流するのでしょう？　厄介ですが、その上で打ち破ればあなたの勝ちです。この膠着した戦況も一気に変わりますよ」

　伝令が可哀想なので、アリスは助け舟を出す。

　ピンチはチャンス理論だ。

「俺は合流する前に勝負を決めたかったんだよ!!」

　アルドの蹴りがアリスに飛んでくる。

　アリスはそれを正面から受けた。

　アルドには分からないように受け身を取り、ダメージを逃がす。

　あからさまに受け身を取るとアルドは怒るのだ。

　まともに喰らったように見せかけて、実際はそこまでのダメージではない……。

　アリスの特技の一つだったりする。

「おい！」

「は、はい!!」

　伝令がビクリと体を震わせる。

　アルドはアリスの顔を踏みつけながら、伝令に問う。

「ロサイス軍の数は？」

「……九千から七千ほどだそうです」

「我が軍と同数になるか……」

　現在敵将のトニーノ将軍の率いている数は六千ほどだ。

　これにロサイス軍が合流すれば、自分たちとほとんど変わらない戦力になる。

　同数同士の戦いになれば、純粋に兵の強さと指揮官の実力の勝負になる。

「よし、勝ったな」

「…………」

　逆じゃないか？

　アリスは口から飛び出そうになった本音を慌てて両手で塞ふさぎ、飲み込んだ。

　さすがに殺されてしまう。
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「バルトロ殿!!　よく来てくださった!!」

「我が国の友人であるドモルガル王様の危機ですから。当然です。共に敵を打ち破りましょう！」

　バルトロはドモルガル王カルロに挨あい拶さつをする。

　カルロもバルトロを丁重に迎え入れた。バルトロがもしへそを曲げて帰ってしまえば、カルロに勝ち目はなくなる。

　バルトロはカルロの右側に佇んでいたトニーノに向かいあう。

「お久しぶりです。トニーノ将軍。一年ぶりですね」

「ああ……お久しぶり。……あなたと初めて会った時はこんなことになるとは少しも思いませんでした……」

　トニーノは苦笑いをしながらバルトロの手を握り締める。

　お互い、熱く握手を交わす。

「さて、早速軍議に入りましょう。敵は今どこに？」

「ここから約三時間のところに陣を引いています。数は約一万五千。我々とほぼ同数」

「同数か……なら野戦で決戦ですね」

　バルトロとトニーノはニヤリと笑う。

　二人とも名将と言われるだけの実力がある。十五歳の若造に同数同士の戦いで負けるということは考えられなかった。

　よって、どうやって勝つかではなく、どれだけ犠牲を減らして勝つかという話に移る。「アルド王子は俺の嫌がらせでかなりイライラしているかと。彼の性格ならば軽く挑発するだけで、確実に野戦で決戦を挑んできます」

「それは楽でいい。カタツムリを誘いだすのは骨が折れるからな」

　これがカルロのような臆おく病びよう者だったりしたら、陣に引きこもって出てこなかっただろう。そうなれば手のつけようがない。

「（建前上の）総司令官はカルロ王でよいとして……指揮系統はどうする？　そちらで統一するか？」

「私はバルトロ殿に従いましょう。そちらの方が兵数も多い」

　すんなりと話が進む。

　助けてあげている側のロサイス軍の方が立場は上だ。

　そのためカルロは口を出せず、バルトロに主導権を握られ軍議が進められる。

「これは変わった陣形だな。運用できるのか？」

「万同士では試したことはない。……だが小規模ながら効果は試してある。協力してくれ」

　気づけば両者の間に敬語がなくなっている。楽しそうに軍議を進める。

「問題はアルド王子の持つ騎兵四百。おそらく教科書通りに両脇に配置するが……あんたは左に騎兵六百（※四百がエクウス族。もう二百がカルロ軍）を置くつもりなんだろ？　右側の守りはどうすんだ」

「右側にはあんたが行って直接指揮してくれ。ドモルガル兵もそちらに集中させよう。我が軍とは兵の命令系統も少し違うから、下手に混ぜるよりも別々にさせた方がいい。爆ばく槍そうを持った軽歩兵は全てそっちに回す」

　爆槍は対騎兵兵器としては最高のものだ。

　当たらなくても、その爆音に馬は驚く。

　騎兵が強いのは助走で速度をつけた上での突撃だ。

　爆槍ならばその突撃を一度止められる。動きが止まった騎兵など敵ではない。

　……爆槍は自軍の騎兵にも影響を及ぼすため、騎兵を全く配備しない右側でなければ使えないという事情もある。

「爆槍だけ渡してくれれば結構だぜ？」

「いや、あれは使い方が難しい。我々が専用の兵を回すから心配ご無用だ」

　下手に盗まれて、模も倣ほうされるようなことになれば大変だ。

　もっとも、黒こく色しよく火か薬やくの生産は勿論、着火装置であるテトラの魔術式を解読するのは不可能に近いが。

「では明日の戦、必ず勝利しよう」

「ああ。終わったら、飲み明かそうぜ」

　バルトロとトニーノは熱い握手を交わし、抱ほう擁ようし合った。
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　周囲には美しかった麦畑が広がっている。

　今は全て刈り取られ、畑は万の兵士たちに踏み固められている。

　ロサイス・エクウス・ドモルガル連合軍とアルド軍はそれぞれ二キロほど離れて陣を敷いていた。

　まず最初に動いたのはアルドだ。

　アルドは兵士たちに最低限の休息を取らせた後、早速出陣して連合軍に迫る。

　連合軍もアルドを迎え撃つべく、出陣した。

　両者は太たい鼓こを打ち鳴らし、少しずつ陣形を整えていく。

　どちらも万を超す大軍なので、陣形が整うまで少し時間がかかる。

「何だこの陣形は？」

　アルドは呪じゆ術じゆつ師しから渡された敵の陣形の絵を見て首を傾げた。

　重装歩兵の持つ盾は左隣の兵士の体を半分覆うようになっている。

　盾で互いを守り合うため、重装歩兵は陣形が崩れていない間は無敵の強さを誇る。

　だがそんな重装歩兵団にはジークフリートの背中のような弱点が存在する。

　それが右側面だ。

　当たり前の話だが、一番右側の兵士の右隣りには守ってくれる盾は存在しない。

　故に右側面には精鋭を配置して、崩されないようにするのが常識である。

　アルドもそう習った。

　だが敵は真逆の陣形を敷いたのだ。

　敵は左側に過剰と言ってもよいほどの戦力を配置しているのだ。虎の子の騎兵も全て左側だ。

「……こちらの右側を崩して、側面攻撃に持ち込むためか」

　アルドの兵も重装歩兵。互いに弱点は右側だ。

　その弱点を突くために敢えて左側に戦力を集中させる……という作戦は容易に想像できる。

「だがその分敵の右側面は脆弱……」

　つまりどちらが先に右側を崩すか、そういう戦いになる。

「どうしますか？　王よ」

「このまま行く。もうこちらの陣形はほとんど完成しているだろ？　今更変えられん。……お前たちは鷹たかを常に飛ばして上空から陣形の動きを監視しろ」

　今まさにドモルガル王の地位を巡る決戦が起ころうとしていた。




　アデルニア半島での戦争は軽歩兵と騎兵の攻撃から始まる。

　始めに動いたのが連合軍の左翼の騎兵だ。

　連合軍の騎兵は六百でアルド軍の騎兵は二百。

　しかも連合軍六百のうち四百は生まれながらの騎兵であるエクウス騎兵。

　あっという間に連合軍の六百はアルド軍二百を押し込んでいく。

　だがアルドには余裕があった。

「こちらの右翼騎兵が敵左翼騎兵を受け止めている間に、こちらの左翼騎兵が敵右翼に回り込む。敵は右に騎兵を配していない。我々の側面攻撃が決まる方が早い」




「トニーノ将軍！　敵騎兵が近づいてきました!!」

「思ったよりも時間がかかったな。やはり右翼が全体よりも遅れているのが功を奏したか。この騎兵を受け止められるかどうかにこの戦いはかかっている……軽歩兵に伝達……投槍開始!!」

　バルトロが号令をかけると、すぐさま太鼓の音が戦場に響き渡る。

　それと同時に雷のような音が戦場に響いた。

「何だ？　何が起こった!!」

「クソ！　馬が暴れて……うわあ！」

　突然の爆発音と炎と煙に驚き、馬が暴れはじめる。

　アルド軍の騎兵は完全に動きを止めてしまった。

　中には主人を振り落として逃げ出す馬、主人を引きずりながら全速力で逃げる馬もいた。

　騎兵が強力である所以はその機動力と突撃力にある。

　止まった騎兵など恐れるに足らない。

「ぶっ殺せ!!」

　軽歩兵とトニーノ率いる重装歩兵が騎兵隊に襲いかかった。

　数人がかりで取り囲み、騎兵を一体一体仕留めていく。

「全く、素晴らしいな。この爆槍という兵器は……一本失敬できないものかね」

　トニーノは騎兵を取り囲んで殺していく、ロサイス王の国の軽歩兵を見てため息をついた。




　トニーノがアルド騎兵を撃退したころ、連合軍の騎兵もアルド騎兵を撃破した。

　連合軍の騎兵はアルド騎兵を打ち破った勢いのまま、アルド軍右翼の側面に突撃した。それとほぼ同時期に連合軍の重装歩兵がアルド軍右翼と正面からぶつかる。

　アルド軍右翼は連合軍騎兵と重装歩兵に挟まれる形になった。

　当然右翼には精鋭を配置してある。だがいかに精鋭と言えども、前と右側面から挟まれれば長くは保たない。

　アルド軍右翼は総崩れとなった。




「おい！　逃げるな!!　最後まで戦え!!」

　アルドは声を張り上げる。

　だが側面に回り込まれ、陣形が崩れてしまった重装歩兵の逃走は止まらない。

「アルド様!!　お逃げ下さい。すでにこちらの陣形は崩れてしまっています!!　我々が食い止めているうちにお早く!!」

「く、……分かった。くそ！！！」

　アルドは馬の腹を蹴り、戦場を離脱しようとする。

　すでにアルド軍は総崩れとなっている。陣形も指揮も何もない。

　これがある程度経験のある司令官であるならば迅じん速そくな撤てつ退たいが可能だが……それを若いアルドに求めるのは酷こくというものだ。

　彼ができるのはただただ生き残ることだけ。

「アルド王子だな？　その命、頂ちよう戴だいしよう」

「な！　なぜこんなところに騎兵が!!」

　アルドは周囲を見渡す。

　いつの間にか北へ逃げていたはずの兵士が南へ逃走を開始している。

　導き出される結論は一つ。騎兵に回り込まれ、挟み撃ちにされた。

　つまりアルド軍は前と右を重装歩兵に、背後を騎兵に挟まれたということになる。

「クソ、クソ、クソ!!　どうして、どうしてだ!!」

　アルドは必死に馬の腹を蹴り、何とか逃げようとする。

　そんなアルドに槍や石、矢が襲いかかる。

「全く……仕方がないですね」

　次の瞬間、投とう擲てき物ぶつが全て白い網に絡めとられ、地面に墜つい落らくした。

　アリスだ。

「アルド様。ひとまず東に逃げてください。そちらはまだ安全ですから。早くしないと東も敵の重装歩兵に回り込まれて、完全に包囲されます」

「ア、アリス……よくやった!!　帰ったら餌えさの量を増やしてやる!!」

　アルドは全速力で東に向かう。

　連合軍の騎兵はアルドを追おうとするが、次の瞬間馬が盛大に転んでしまう。

　アリスの糸に引っかかったのだ。

　アリスを殺さなければアルドを追えない。

　そう判断した連合軍の騎兵はアリスを囲む。

　いつの間にかその場にはアリスと連合軍騎兵しか残っていなかった。

「随分と忠ちゆう義ぎ溢れる奴隷じゃないか。可愛がってもらってたのか？」

「まさか。アルド王子は私のような汚い蜘蛛を抱きませんよ。そうですね……何で助けたんでしょうか？」

　答えは簡単だ。アルドが怖い。

　これは理屈の問題ではない。精神的な問題だ。

　アルドが生きている限り、アリスの首に首輪が取りつけられている限りアリスはアルドを守らなくてはならない。

　そうしないと殴られる。殴られないためにはアルドの言うことを聞かなくては。

　そういう強い強きよう迫はく観かん念ねんに駆られているのだ。

　もっとも……彼女はそれを自覚していない。

「まあ、いいさ。邪魔だ。死ね!!」

　騎兵たちは一斉にアリスに襲いかかる。槍が、剣が、矢が、アリスを襲う。

　だがしかし、金属音を響かせて全ての攻撃をアリスは防ぎきる。

　アリスの両手には細いナイフが握られている。

「クソ！　なかなかやるじゃねえか!!」

　騎兵たちはアリス目がけて一斉に槍を放つ。

　だが槍はアリスの体ではなく、地面に深々と突き刺さった。

「上か!!」

　アリスは槍が刺さる瞬間、空高く跳ちよう躍やくしたのだ。

　しかしこれは悪手だ。上に逃げれば一時的には助かるが、すぐに重力に囚われて落下してしまう。

　落下地点で待ち構えられ、槍で突き殺されて終わりだ。

　そう……普通なら。

　アリスは自分の落下地点で待ち構えている兵士たちに向けて、ナイフを投擲した。

　さすがの騎兵たちも猛スピードで飛来するナイフには反応できず、バタバタと馬から落ちていく。

　アリスは地面に降り立つと、すぐさま主人を失った馬に飛び乗る。

　そして馬の首を強引に東へ向けさせてから、強く馬の腹を蹴る。

　アリスには乗馬の経験などない。見様見真似、馬任せだ。

「もう十分時間を稼いだでしょ。これで死んでたら……仕方がないかな」

　アリスは馬にしがみつきながらそう呟つぶやいた。




　この戦争でのアルド軍の捕虜は七千。

　死者は七千以上に及んだ。うち、味方に踏みつぶされて死んだと思われる兵士の数は二千。

　僅かに残った兵士たちも散り散りになって逃亡し、アルドの手元に残った兵は僅か百だった。

　一方連合軍の死傷者は千人を超えなかった。

　まさに大勝利と言ってよい戦果だ。こうして内戦の風向きは一気にカルロに傾いた。




　そう……この時までは。
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　その日、ロサイス王の国はお祭り騒ぎであった。

　最初の朗報は三日前に遡さかのぼる。

　バルトロ将軍が敵軍を打ち破ったらしい。こちらの損害は負傷者含めて千人以下……。

　この戦勝報告はまずアルムスに送られた後、すぐさま豪族たちに知らされ、その後平民たちに公開された。

　ロサイス王の国は数十年、戦争に関しては受けに回り続けていたため、これには平民たちも手を叩いて喜んだ。

　戦争に勝ったということはそれだけ富を得られるということであるため……。

　平民たちにも大いに利益があるのだ。

　次の朗報は翌日。

　連合軍がドモルガル王の国の首都の無血開城に成功した、というものだ。

　アルド王子は首都の防衛を放棄して、逃げ出してしまったらしい。

　そして今日、ほとんどのアルド派の豪族が次々とカルロ派に転じているという情報がアルムスにもたらされた。




「七割の豪族がこちら側に下ったらしい。あと一週間もすれば全ての鎮圧が完了するそうだ」

　俺が豪族たちを見回して言うと、豪族たちは大歓かん声せいを上げた。

　俺も一緒になって歓声を上げたい気持ちだ。

　さすがはバルトロ。予想以上の大勝利。

　この調子なら内戦もすぐに終わりそうだし。

　損害ほとんどなしで領土と同盟国が手に入る。最高だな。

　戦争はとにかくお金がかかる……が、短期間ならばそこまでの出費にはならない。

　基本的に三か月を過ぎると不味いという認識でいい。

　今回の戦争は発生してから一か月も経っていないので、まだまだ財政的には余裕がある。

「ライモンド。ベルベディル、エビルの様子は？」

「両国とも、動く気配はありません。……今はともかく、バルトロ将軍が帰ってきたら返り討ちに合うのは目に見えていますから」

　つまり両国の動きを警戒したのは杞き憂ゆうだったということか。

　ひとまず、この戦争が終われば北の守りは万全になる。何しろ最大の敵国だったドモルガル王の国が同盟国になるのだ。

　あとはベルベディル王の国を倒し、その後にエビル王の国を倒す……のが順番としてよいかな。

　ベルベディルを攻撃するときには正式にレザドと同盟を組めばスムーズに行くかもしれない。

　この両国を倒せば隣国に我が国と敵対できる国はいなくなる。

　あとは南下して中小国家を吸収すれば……アデルニア半島の統一が見えてくる。

「とりあえず、平民たちに情報を開示するか。勝っているうちは不満は出ないだろう」

　死者が少ないのもよい。

　どんなに勝ち進んでも死者が多くなれば厭えん戦せん気き分ぶんが広がる。

「凱がい旋せん式しきの準備を進めるか。約束通り、酒を準備して」

　その前にバルトロにやる褒ほう美びの土地も考えておかないとな……。

　この時、俺たちは勝利という二文字に目を奪われ、いまだアルド王子が捕縛できていないという問題を軽視してしまっていた。

　これが後に大きな災いを呼ぶ……。
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「うがあああああ！！！　せっかくの苦労が！！！」

　丁度その時、麻里は頭を掻かき毟むしっていた。

　麻里の計画では……。

　第一段階でパックス王子に手柄を立てさせるためにドモルガル王の国がロサイス王の国を攻める。

　第二段階、同時にレドゥスにクーデターを起こさせ、エクウス王の国が参戦できないようにする。できれば、レドゥスを勝たせてロサイス王の国との同盟を破棄させ、逆にロサイス王の国と戦わせる。












　第三段階……ここまで来れば間違いなくエビルとベルベディルは参戦する。

　第四段階、ロサイス王の国が弱ったところで背後からドモルガル王の国を急きゆう襲しゆう。その後助けた見返りにロサイス王の国を属国化。

　となっていたのだ。

　それが初手から崩れた。

　どういうわけかドモルガル王が死に、内戦が発生。それにロサイス王の国が介入して、大勝利……。

　もはや収拾がつかない。

「あの……マーリン様……これは仕方がないんじゃないですか？　ドモルガル王が死ぬなんて誰も予想が……」

　アナベラは師である麻里を慰めようとする。

「いえ……私の注意不足よ。あの腹見れば生活習慣病の一つや二つ患わずらっててもおかしくないのに……少しも確かめようとしなかった」

　とはいえ、さすがにドモルガル王直属の医術師にロゼルの呪術師を紛れ込ませるのは難しい。

　そもそも病を患っていたことが分かったとして……このタイミングで急死することは予想できない。

「陛下は気にするなとおっしゃってましたよ？」

「……そりゃ言うでしょ。私を処罰できる人間なんてこの国にはいないわよ」

　基本的にロゼル王国の上層部は麻里が選んだ有能な人間で構成されている。

　次のロゼル王を選ぶ際にも重要な決定権を持つのも麻里だ。

　麻里はロゼル王国の建国よりも前から初代ロゼル王を助けていた人間。

　誰も麻里の権力に疑問を抱く人間はいない。

　だが……失敗が続けば話は別だ。

　と悩んでいた、その時……麻里に急報が届いた。

「クリュウ将軍が遠征から帰還致しました」

「クリュウが？　予定ではあと二週間はかかるって言っていなかった？」

　クリュウ将軍。

　それはロゼル王国が誇る名将中の名将だ。一年以上前から、ガリア北西部の統一のために遠征中だった。二つの加護を巧みに使い、必ず勝利を呼び込む。

　自ら陣頭を指揮して突撃する。

『鬼き突とつのクリュウ』の名を知らないガリア人はいない。

「マーリン様が失敗したのを聞いて、一万の精鋭を連れて強行軍で戻ってきたそうです。クリュウ将軍曰いわく、まだ諦めるのは早いとのことですよ」

「……ああ、なるほどね」

　麻里の脳裏に状況を打開する策が浮かび上がる。

　それは少々難しい作戦で、ある種の賭けでもあるが……当初の予定以上の戦果を上げることもできる作戦だ。

「はあ……分かったわ。今行く」

　麻里は重い足を引きずりながら、クリュウ将軍のところへ向かった。




「ひとまずはおめでとう。クリュウ。あなたのおかげでガリアの統一が一歩進んだ」

　麻里はクリュウに祝いの言葉を投げかけた。クリュウが上機嫌で破顔する。

「わはははは、俺にかかればこんなもんだ。さて、マリルリ殿。あなたは俺に何か言わなくてはならないことがもう一つあるのでは？」

　麻里は目を吊り上げる。とはいえ、現状麻里は偉そうにできる立場ではないのは事実だ。

「マリルリじゃなくてマーリンよ。……策さく謀ぼうに失敗したわ。このままではロサイス王の国が強大化する。それを防ぐのを手伝って欲しい」

「つまりアルド王子を旗に掲げながらドモルガル王の国の内戦に介入せよ、と？」

「そういうこと」

　幸運なことにアルド王子はいまだ捕まっていない。

　抵抗を続けながら逃げ回っているのだ。

　捕まるのは時間の問題だが……今なら間に合う。

　麻里には飛ひ竜りゆうという高速移動手段がある。これを使えばアルド王子の保護は容易だ。

「我らが出せる手て持もちは……俺が持ち帰った一万と戦闘奴隷五千を合わせた一万五千か。敵とほぼ同数。まあ俺なら確実に勝てるだろうなあ……でも俺は疲れてんだよ。ちょっと前まで寒いガリアの北にいたわけだし？　どうしようかな？」

　クリュウはニヤニヤしながら麻里を見る。

　麻里は苦虫を千匹ほど嚙みしめたような表情で言う。

「……お願いします。お願いですから私の尻拭いをしてください」

「よし、分かった！　他でもないマリル殿の頼みだ。喜んで引き受けよう!!」

　クリュウはニコリと笑う。麻里はクリュウを睨にらみつけた。

「マリルじゃなくてマーリン！　もしくは麻里!!　全く……少し前までおねしょしてた餓が鬼きが……」

「もう俺は四十だぞ？　四十年が少し前とは……婆ばばあとは凄いな」

「あんたも今年で初老でしょうが。あんたは世間一般的に爺じじいよ。それに私は見た目は十七歳だし。しかも処女膜も加護ですぐに再生するから永遠の処女。処女厨ユニコーンが泣いて喜ぶ美少女よ」

　いつもの調子を取り戻した麻里が鼻で笑う。クリュウが肩を竦すくめた。

　何だかんだでこの二人は長いつき合いなので、仲が良い。本人たちは間違いなく否定するが。

「では善は急げ。国王陛下に提言した後、すぐに出発しよう。クリリン殿にも同行願うぞ？　あなたが上で飛んでるだけでも十分効果がある」

「……そこはクリリンじゃなくてルリルでしょ……」

　麻里は苦笑いしながら、クリュウと共に宮殿に向かった。





　　　　　※






「クソが!!　何でだ、何でだ!!」

「…………」

　アルドがアリスを殴り始めて十分が経過している。

　そろそろ本格的に痛くなり始め、苦しくなる。

　アリスは常人よりも遙かに丈夫だが、痛いものは痛い。

「……そろそろ許して下さいませんか？」

「うるさい!!　何でだ、何でだ!!」

「何で」と言われてもアリスには答えようがない。アリスは政治も軍事もからっきしなのだから。

「とりあえず、これからのことを考えるべきです。例えば……ロゼルに亡命するとか」

　現段階ではそれが一番現実的な解答だ。降伏しても殺されるのは目に見えている。

　だがロゼルに逃げれば、ロゼルの武力を借りられるかもしれないし、最悪でも命は助かる。

「どうやって逃げるって言うんだ!!」

　首都を放棄して逃げ出した時点で、完全にアルドの人望はなくなった。

　護衛の兵士も次々と逃げ出す、または敵に情報を売り始める始末。

　味方の豪族の領地にたどり着いたと思ったら、毒入りの料理を出される。寝込みを襲われる……などなど。

　すでに味方は奴隷のアリスしかいないという状況下だ。

　つまりアルドの命はアリスの手の中にあるのだが、それに気づかずアリスを殴り続けている。アルドらしいと言えばアルドらしい。

　そしてアルドを売ろうと微み塵じんも思わないアリスもアリスである。

　もっとも、アリスがアルドを守るのは好意でも忠誠心でもない、純粋な恐怖と逆らえないという先入観だが。

「ああ!!　何でこんなことに!!」

　アルドはアリスの顔を殴りながら、叫んだ。その瞳には涙が浮かぶ。

　泣きたいのはこっちだ。アリスは思った。

　まあアリスが最後に泣いたのは十年以上前のことだが……。

　二人がいるのはアルド派の豪族の屋敷である。

　少なくとも、今のところはアルドの味方でいてくれているようで食事や風呂を提供してくれている。

　だが時間の問題だとアリスは考えていた。

　風向きは完全にカルロ側なのだ。豪族は強い者の味方をする。

　それにアルドには兄殺しの悪評がある。裏切るには十分すぎる大義名分だ。

「アルド様、そろそろやめて頂かないと答えられません」

「蜘蛛女の助言など求めていない!!」

　アルドは思いっきりアリスの顔面を殴る。

　なら聞くなとアリスは思った。当然口には出さない。

「ああ、クソ……どうすれば打開できるんだ……」

　アルドはアリスから離れ、部屋の中をぐるぐると回り始める。

　その顔は真っ青だ。

　今更平謝りしたところで、生首を晒さらされることになるのは目に見えている。

　抵抗して捕まっても死ぬ。

　死の一文字がアルドの脳裏をチラつく。

「おい、アリス!!　カルロを殺せないか？」

「……第一王子を殺したところで、別の人が担ぎ上げられるだけでは？」

　王族などいくらでもいる。それに勢力の強い豪族を次の王に祭り上げるという手も十分あり得る。実際、下げ剋こく上じようで王になった人間はアデルニア半島には大勢いる。

　アルドを王位に就かせるくらいなら、適当に占いでもしてどっかから幼い子供を探し出し、神に選ばれた王にしてしまった方がよほどマシだ……と多くの豪族は思うだろう。

　ロサイス王──アルムス──をドモルガル王の王位につけてしまうという荒あら業わざも考えられる。

「うう……どうすればいいんだ……」

　アルドが思い悩んでいると、ドアを激しくノックする音が響く。

　アルドを保護した豪族が勢いよくドアを開けた。

「おい！　何だ、許可も取らずに……」

「アルド様!!　お喜び下さい!!　ロゼル王国が、ロゼル王国が！！！」

　アルドの目が見開かれる。

　アルドは豪族と手を叩いて喜び合った。

　アルド・ドモルガル。悪運だけは強いようである。

「はあ……」

　アリスは深いため息をついた。




　かくしてロゼル王国はアルドをドモルガル王の国の王として掲げて……。

　ドモルガル王の国の内戦に介入した。

　クリュウ将軍率いる一万五千がドモルガル王の国に侵攻したことで、ますますドモルガル王の国の内戦は混迷を極める。

　動乱はまだまだ……始まったばかりだ。









あとがき






　なんともキリが良いのか、悪いのか判断に迷うところで終わりました。




　そんなわけで、『異い世せ界かい建けん国こく記き三巻』です。

　お久しぶりです、桜さくら木ぎ桜さくらです。

　皆さまのおかげで、無事に三巻を出すことができました。ありがとうございます。

　それと漫画版、コミカライズが発売されたことはもう知っているでしょうか？

　どうやらかなり盛況なようで、重版も掛かりました。

　もしまだの方がいらっしゃったら、そちらもどうぞ。

　やはり漫画版だと小説とはかなり違った表現になるので、一味違う面白さがあると思います。




　さて三巻の内容ですが……一応ライバル登場かな？　という感じです。戦記モノのライバルだと同じ将軍とか、王とかですが……この作品ではかなり違った立場ですね。

　さて勝つのはどちらか……その辺りは四巻のお楽しみということで。




　では、そろそろ謝しや辞じを申し上げさせて頂きます。

　挿絵を担当してくださっている屡ル那ナ様、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。毎度、曖あい昧まいな要望しか伝えていないのにもかかわらず、作品の雰囲気に合った素晴らしいイラストを仕上げて頂き、心より感謝いたします。

　この本に関わって頂いた全ての方、何よりこの本を購入して頂いた読者の皆さまに、お礼を申し上げさせて頂きます。




　それでは『異世界建国記』四巻でまたお会いできることを祈っております。
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